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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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「痛っ……てぇ！」

　自分の声で眠りから覚めたとき、ぱちりと開いた目に映ったのは白い壁かべだった。

　薄うす暗ぐらい部屋の中に他人の気配を察知したものの、現状を正確に把は握あくできるほど酔よいは醒さめていない。喉のどの渇かわきと断続的な頭痛から逃のがれようと再び目を閉じかけたとき、下半身に違い和わ感かんを覚えた。

「な、んだ？」

　視線を落とすと、ひやりと何か冷たい物が尻しりに触ふれる。

「は？」

　少しでも体を動かすと吐はき気けが込み上げてきたが、異様な事態を看過するわけにもいかずに腕うでで上体を起こす。視界に入ったのは、剝むき出しになった自分の下か肢しと、足を開かせるように太ふと腿ももに置かれた男の手だった。

「ちょ、え……何っ」

　焦あせって喋しやべろうとしたら、頭がぐるぐると揺ゆれる。嵐あらしの中の大おお海うな原ばらに投げ込まれたカヌーにでも乗船している気分だ。ストレスを誤ご魔ま化かすために飲み干したシャンパンの泡あわが、胃の中で膨ふくれあがって喉のど元もとまで迫せり上がってきている。知人が良い酒は悪酔いしないと言っていたが、俺には当てはまらなかったようだ。いや、そんなことよりも───。

「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　目の前の男に焦しよう点てんを絞しぼろうとしたが、視界はぼやけている。

　それでも性別と体格だけは辛かろうじて判断できた。仕事が忙いそがしい中、隙ひまを見付けては通っているジムで俺もほどほどに鍛きたえている方だが、上にいる男も同様にいい体をしていた。

「お前が誘さそったんだろ？」

　詰なじるというより呆あきれるようで、それなのにどこか楽しそうな口調だった。

　記き憶おくを探さぐるが覚えているのは、行きつけの店のカウンターで飲んでいたところまでだ。

　一いつ緒しよに店に行った知人が男と姿を消して、そのあとにプロレスラー似の奴やつに口説かれた。

　男を抱だく趣しゆ味みはあっても、抱かれる趣味はない。だけど、しつこく誘われて『お前じゃ濡ぬれない』と嗤わらって押しのけた事は覚えてる。そのせいで相手が逆上して、確かトイレに行ったところで強ごう引いんに個室に連れ込まれそうになって、誰かに助けられたんだ。

「思い出したか？」

　手を額に当てて必死に海馬を探っていると、朧おぼろ気げながらもそのときのことが蘇よみがえって来る。そうだ、確かに俺から誘った。助けてもらった礼に一いつ杯ぱい奢おごると申し出て、奥のブースに向かった所までは記憶にある。

「……なんとなく」

　腕を引かれた後の事は思い出せないが手は早い方だから、相手の顔が好みであれば、出会ってすぐにベッドに誘っても不思議じゃない。

「じゃあさっさと足を開け」

　当たり前のように言われて、思わず目を眇すがめる。

　ぼやけた視界では相手の輪りん郭かくも上手うまく摑つかめない。元々酒は強くなかったが、知人が一緒だったので安心してグラスを重ねた。個室に連れ込まれそうになった時点でわりと酔っていたが、男に奢おごるためには俺ももう一いつ杯ぱい口にする必要があった。

　あの最後の一杯がなければ記憶も視界も、もう少しは鮮せん明めいだっただろう。

「だからちょっと、待て」

　思わず剝き出しの足で相手の肩かたを押す。強めに蹴けってもびくともしないのは、酒で力が入らないせいだと思いたい。

　男は混乱している俺の足首をとると、それをぐいっと外側に開いた。

「ゃ、っ、待てって言ってんだろ！」

　もう片方の足も使おうとしたら、そちらも摑まれた。両足首を持たれて開かれるという間ま抜ぬけな格好を気にする反面、悠ゆう長ちような事を言ってられない雰ふん囲い気きに焦る。

「吐くぞ！」

　咄とつ嗟さに口にした情けない脅おどし文もん句くに、男がぴたりと止まった。

「それ以上近づいたら吐く。脅しじゃない」

　実際、喉元まで迫り上がってきている。子供の頃ころにコーヒーカップに揺られたときと同じ種類の気持ち悪さだ。駄だ目めだ、コーヒーカップを想像したら余計に酷ひどくなった。

　出来れば俺も、人前で嘔おう吐となんてしたくない。社会人としての沽こ券けんに関かかわるし、脱ぬがされていないワイシャツやネクタイを汚よごすのは避さけたかった。

　しかし見知らぬ男に犯おかされる事と天てん秤びんにかけるなら、結果は分かりきっている。

　上うわ目め遣づかいにじっと睨にらみ付けると、男は興が削そがれたのか、俺の体から退いた。

　けれど貞てい操そうの危機が去って安心したのも束つかの間、本当に気分が悪くなって来る。

　反射的に口元を押さえると、目の前の男が溜ため息いきを吐いたのが分かった。邪じや険けんに追い出される事を想定したときに、急にふわっと体が浮うく。

「う……」

「下ろすまで吐くな」

　膝ひざの裏に手を入れられて抱き上げられたのに気付き、信じられない気分で反射的に男のシャツを摑む。抱かれていたのはほんの数秒で、すぐに大理石の床ゆかの上に下ろされた。

　意い匠しようの凝こった蛇じや口ぐちやバスルームに置かれたでかい鏡、それからロゴが入ったアメニティを見て、ここが男の部屋ではなくホテルであると今いま更さら気付く。

　だけど正常な思考ができたのはそこまでで、すぐにまた吐き気がぶりかえしてきた。

　不味まずい胃液を反射的にぐっと飲み込んで、洗面台に腕を突いて俯うつむく。

「世話が焼ける」

　しかし必死に吐き気をやりすごしていると、背後の男が面めん倒どう臭くさそうにそう言った直後に、口の中に指を突つっ込んできた。

「う、ふぁ……っ」

　びっくりして歯を立ててしまったが、指は怯ひるむ事もなく喉の方まで入ってくる。

「む、う、ぐ」

　苦しくて逃れようとしたが、頭をぐっと下に向けて押さえつけられる。咥こう内ないから指が抜ぬかれるときにざらりと舌の上を撫なでられ、とうとう我が慢まんできなくなる。

　洗面台に突っ伏ぷした俺が胃の中身を吐き出すのと、男が蛇口を捻ひねったことで流れ出した水がボウルの内側を滑すべったのは殆ほとんど同時だった。

「次は何か食べてから飲め」

　吐と瀉しや物を見た男からの無神経な助言に文句を言う余よ裕ゆうもなく、胃の中身を全部吐き出す。

「は、あ」

　喘あえぐような声が出る。口を漱ゆすいでいると、いつの間にか出ていった男がバスルームに戻もどって来て、俺の横に水の入ったペットボトルを置く。顔を上げると、鏡越ごしに目が合った。吐いたおかげで視界がクリアになり、ようやく男の顔の判別がつく。

　酔った人間の対応に慣れていることと華はなやかな外見に、ホストでもやっているのかもしれないと想像する。じっと見ていると、男は白いタオルをとってそれを俺の口に押し付けた。

「むぐ……」

　与あたえられたタオルで濡れた唇くちびるを拭ぬぐう。先さき程ほどまで俺を犯そうとしていた相手だが、ここまで世話を焼かれた後だと、流石さすがに邪険な態度はとれない。

　不意に男が視線を下げる。俺もつられて視線を落とし、自分がシャツしか身につけていない事に気付いた。本能的な恐おそれから後あと退ずさると、背中にシャワーブースの透とう明めいな硝子ガラスがぶつかる。

　逃にげ場のない現状でまだ酔いの抜けない体のまま、相手を見み据すえた。

　ぎらぎらしているというほどではないが、その瞳ひとみの奥には確かに欲よくが透すけて見える。

「断る」

「何の話だ？」

　訝いぶかしむように男が尋たずねてくる。

「あんたが今考えてることを、断る」

「俺が考えてることがわかるのか？」

　男は面おも白しろそうに唇を曲げて笑う。油断できない雰囲気だ。

　先程は「吐く」という脅しが通用したが、その手はもう使えない。吐き気は治まったが、足に来ている。非力な方じゃないが、今の体調では女子高生にだって負けるだろう。

　気を抜かない方がいいと神経を尖とがらせていると、男が何かに気付いたように顔を上げる。

　そんな小さな動作にすら警けい戒かいする俺を後しり目めに、男はパンツのバックポケットから携けい帯たいを取り出した。男は画面に視線を走らせると、何も言わずにバスルームを出ていく。

　姿が見えないだけでほっとして、男が持ってきた水を手に取った。中に何か仕込まれていたら、と考えながらもキャップを捻る。未開かい封ふうだったので安心して一気に半分飲んだ。

「このまま籠ろう城じようするか」

　バスルームには鍵かぎがかかる。大人の男が本気で蹴け破やぶれば開く程度の、真しん鍮ちゆう製の掛かけ金がねを見ながら思いついた事を口にしてみたが、携帯や財さい布ふはたぶん部屋の中だ。金は惜おしくないが、個人情報を握にぎられるのは困るので、恐る恐る半開きの扉とびらを開けて部屋に戻る。

　男は電話を終えてジャケットを羽織るところだった。帰り支じ度たくをしている様子に少し拍ひよう子し抜ぬけしながらも、肩の力が抜ける。

「用事が出来たから俺は帰るが、お前は好きにしろ」

「帰るのか？」

　安あん堵どのあまり聞き返す。男はほっとしている俺を面白そうに見ていた。

「次に会うときは俺の好きにさせてもらう」

「……次なんてねーよ」

　俺の返答ににやりと歪ゆがんだ唇が、軽く頰ほおに押し付けられる。突き飛ばす間もなく、唇の余よ韻いんが消えないうちに男は部屋からいなくなった。

　自動でかかるロックの音を聞いて、ベッドに倒たおれ込む。

「助かった」

　ドアにチェーンを掛けるべきだ。眠ねむる前にもっと水分を取ってアルコールを排はい出しゆつしておいた方がいい。明日の目覚ましをかけなければならない。

　やるべきことはぐらぐら揺ゆれる頭でも分かっていたが、億おつ劫くうさに負けて目を閉じる。

　───抱かせてやる気はないし、偉えらそうだったが顔は整っていた。

　ホテルに連れ込まれたが、話の分かる奴で良かった。白く清潔な匂においのする布ふ団とんに吸い込まれるように瞼まぶたを閉じながら、素面しらふだったらこんな目に遭あわなかっただろうと反省する。酒はしばらく控ひかえようと決めて、酔よっていなかったら自分があいつを抱けたかもしれないと、凪ないだ海にゴムボートで浮かぶ気分で考える。性格は合わないだろうが、顔は好みだ。

　最後に見たやけに挑ちよう発はつ的な唇の弧こを思いだして、少しだけ勿もつ体たいなくなった。







　ダッシュボードに駐ちゆう車しや券を置いて車を降りると、十月の暑い日差しに目が眩くらむ。

　日曜日に飲んだシャンパンのせいで、昨日はずっと二日酔いで気分が悪かった。今日は二日経たったので気分の悪さはないが、しつこく頭痛だけは残っている。

　石のように重い鞄かばんを手にすると、車をロックして真新しい巨きよ大だいな建物を振ふり返った。

　私立医大付属の病院は今日も来る者を拒こばむような重苦しい佇まいで、そこに鎮ちん座ざしている。

　まだ少し早い時間帯だったので、医局に行く前に喫きつ煙えん所に寄る事にした。

　職員専用の喫煙所は情報交こう換かんに最適だ。廊ろう下かで声を掛けても足を止めてくれない医者も、ここなら話を聞いてくれる。ただ頻ひん繁ぱんに顔を出すと鬱うつ陶とうしがられるので、立ち寄るのは月に二度程度と決めていた。

　いつも何人かが利用していて、今日もガラス張りのブースの中に見知った顔がいる。

「あ、瀬せ野のさーん」

　右手に携帯、左手に細い煙草たばこを持っている彼女は、ここの事務員であり俺の情報源の一人だ。

　医師の引っ越こしや開業予定などの守秘義務に違い反はんしない程度の情報を貰もらう代わりに、飯や酒を奢っている。食事の後でときどき帰りたくない素そ振ぶりをされることもあるが、本気では誘さそわれない。恐らく、本命はＭメデイカル・リＲプレゼンタテイブよりもっと条件の良い相手なのだろう。

「久ひさし振ぶり。ところで頼たのんでいた件だけど、何か情報入った？」

　先週からこの病院に新しい医師が入ると知り、その医師についての情報を頼んでいた。

　病院長の息子むすこだという事と外げ科か医いだという事は分かっているが、他ほかは一いつ切さい情報がない。

　ただ院長の息子ということから、良い想像はしていなかった。ここの院長は医者というより、政治家や経営者に近い。腕うでよりも口が立つタイプで、他の医者からの評判はあまり良くない。

「はい。ところでぇ、この間ミダスゴールドホテルにすっごく美味おいしいフレンチのお店が入ったみたいなんですけど、行かれましたぁ？」

　遠回しな要求を受けて「行ったことないな。じゃあ次はそこにしようか」と切り出す。

　だけど高級ホテルに入っているフレンチにディナーで行くなら、それ相応の見返りが必要だ。

「鈴すず本もと志し帆ほ先生のことですよね。まだあんまり分かってないですけど……」

　その辺りを心得ている事務員は煙けむりを吐はき出すと、早さつ速そく頼んでいた情報について喋しやべり始めた。

「メリーランドのメディカルスクールを出た後は、シアトルの州立病院にいたみたいです」

　事務員の言葉に、だから事前情報が何も出て来ないのか、と納なつ得とくした。

　外国の大学で学んだのなら、横の繫つながりが無いから誰だれからも話が出ないのは肯うなずける。

「現在は未み婚こんですけど、結けつ婚こん歴があるかどうかはまだ分かりません。私達の前では険悪な素振りは見せないですけど、院長との仲は凄すごく悪いみたいで、帰ってきたことが奇き跡せきだって事務長が言ってましたぁ。あ、ちなみにぃすっごく格かつ好こいいですよ。紳しん士し的で物もの腰ごしも柔やわらかいし」

　きらりと光った事務員の目は猛もう禽きん類るいを彷ほう彿ふつとさせる。

「赴ふ任にん早々、子供にも人気だし、未婚どころか既き婚こんの人も狙ねらってますねぇ」

　勿もち論ろん私も、という声になっていない主張が聞こえた気がした。

　医者には仕し事ごと柄がらたくさん会っているが、紳士的で物腰が柔らかな医者には会ったことがない。小しよう児に科か医いや心しん療りよう内科医は確かに物腰が柔らかいが、それはあくまで対患かん者じや用だ。

「医者としてはどうなんだ？」

　外見的な良さを褒ほめる事務員の言葉を遮さえぎって、一番大切なことを尋ねる。

　事務員は記き憶おくを探さぐるように視線を一度右斜ななめ上に向けた。恐らく、彼女の中では外見や肩かた書がきほど重要な情報ではないのだろう。

「早速来週、心臓のバイパス手術を執しつ刀とうすることが決まってるみたいですよ」

　来たばかりで難しい手術の執刀医か、と感心した。いや、助手にベテランの先生が付くような、執刀医とは名ばかりのものかもしれないと考え直す。院長の息子なら万ばん全ぜんのサポート態勢が望めるだろう。

「他には？」

「内科部長と少しもめたみたいで、内科部長は早くも志帆先生のこと嫌きらってるみたいです」

「揉もめ事の内容は？」

「その辺りはミダスでディナーを食べるまでに調べられると思います」

　にこり、とオレンジピンクの口元が歪む。つまりはディナーを奢おごらない限り、これ以上の情報提供は拒きよ否ひするということだ。

「分かった。食事の件は、またメールする」

　腕うで時ど計けいに視線を落とす。そろそろ医局を回るのには丁度良い時間になっていた。

　喫煙ブースの扉に手を掛けると、「あ」と思い出したように事務員が声を出す。

「そのせいかどうか知らないですけど、最近、内科部長すっごく機き嫌げん悪いみたいなんで、気を付けてくださいね」

「ご忠告どうも」

　不ふ吉きつなアドバイスに、ただでさえ重い足がいっそう重くなった。今すぐに回れ右したくなる。何なら回れ左でもいい。しかし開発から症しよう例れい成績に関するヒアリングをせっつかれているので、手ぶらで戻もどるわけには行かない。

　覚かく悟ごを決めて医局に向かうと、早速他社のＭＲを怒ど鳴なりつけている内科部長を見付けた。普ふ段だんから要注意人物だが、今日は確かに通常よりも気が立っている。

　意を決して怒鳴り声の隙すき間まに割り込み、挨あい拶さつをした。途と端たんに鋭するどい目の照準が、俺に絞しぼられる。

「タキオン製薬か」

　社名のイニシャルと天てん秤びんを意識してデザインされた社章を確かく認にんした内科部長が、鼻を鳴らしてからそう言った。

「いつもお世話になっております」

　人ひと身み御ご供くうが現れて、ほっとしたように逃にげていく他社のＭＲを横目に、笑え顔がおで頭を下げる。

「今忙いそがしいんだよ。大体、あんたら業者の人間はこっちがどんなに急いでても、平気で声をかけてくるよな。相手の都合を少しは考えられないのか？」

「申し訳ございません。でしたらお時間のあるときに……」

「そんなのないって、見てわかんないのか？　飯だってろくに食う時間がとれないんだ」

　シッと蠅はえを払はらうように手を振られ、ストレスが雪のようにひらひら肩の上に積もる。

　忙しいならさっさと答えてくれればこっちもすぐに引き下がるんだよ、という不満を脳内翻ほん訳やく機をフル稼か働どうさせて、慇いん懃ぎんな言葉に換えて吐き出す。

　入社以来酷こく使ししている脳内翻訳機は、年々性能に磨みがきがかかっていく。どうにか必要な情報を得た後で、愚ぐ痴ちとも叱しつ責せきともつかない会話が始まらないうちにさっと頭を下げる。

「大変有益な情報をありがとうございます。お引き留めしてしまい申し訳ありませんでした」

　内科部長がぶつぶつと文句を言いながら歩き去っていくのを、ほっとした気分で見送る。

　耳にしたばかりの投薬結果をメモしてから、循じゆん環かん器内科の方に向かおうとすると、先ほど俺を身代わりにしたＭＲと階段で鉢はち合あわせた。

「院長派以外の医者は御ご機き嫌げんが麗うるわしくないから、タキオンさんも気を付けた方がいいスよ。外げ科かに新しい先生が入ったことで、派は閥ばつ争いがまた表面化してるみたいスから」

　疲つかれた顔で苦く笑しようする同業者に、同じ種類の笑みを返す。

　どうやら内科部長以外からもあまり良い反応が得られなかったらしい。次に向かった循環器内科は問題なかったが、その後で立ち寄った皮ひ膚ふ科かでは言いがかりに近いクレームを受けた。

「嫌いやな事があったからって、いい大人が派閥争いの八つ当たりなんて普ふ通つうするか？」

　誰もいない旧きゆう棟とうの自じ販はん機き前で愚痴を漏もらしながら、渡わたし損そこねたパンフレットの入ったファイルを脇わきに挟はさみ、投入口に小こ銭ぜにを入れる。

　新棟が出来て以来、外来の待合室は総すべてそちらに移ったため、使わなくなった旧棟の待合室は日中でも人気がない。駐車場にも近いので、ここで炭酸飲料水を買うのが、習慣化していた。

　しかしボタンを押して、落ちてくるのを待っていたが、しばらくしても出て来ない。

　ドンっと自販機の横腹を殴なぐると、ようやく缶かんが受取口に落ちた。

「反応が鈍にぶくなってるみたいですね」

　取り出すときに不意に声を掛かけられて、ぎょっとして思わず缶を落とす。

　誰もいないと思っていたが、顔を上げると見覚えのない男が立っていた。

　季節は夏を終えて、秋を迎むかえるというのに男の周りには春の匂においが漂ただよっているようだった。唇くちびるに浮うかんだ温和な笑みも相まって、病院には相応ふさわしくない穏おだやかな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　眼鏡越ごしに優やさしい眼まな差ざしを向けられて、じわりと体温が上がったのは、優やさしげな顔の作りがあまりにも好みだったせいだ。

　ぼんやりと見み惚とれていると、男が屈かがみ込んで缶を拾ってくれる。

　その時に白衣の裾すそが揺ゆれて、彼が医者だという事に気付いた。先さき程ほどの独り言を聞かれただろうか、と途端に背中に嫌な汗あせが滲にじむ。

「……すみません」

　咄とつ嗟さに謝る俺をよそに、男は缶の縁ふちを見て「凹へこんじゃいましたね」と口にしてから、ポケットの中の小銭で同じ銘めい柄がらの炭酸を購こう入にゆうした。

　今度はスムーズに、缶が音を立てて落ちてくる。男は新しく買った方を俺に差し出した。

「どうぞ」

　反射的に受け取ってから、はっと気づく。

「いえ、申し訳ないですから」

　わざわざ落ちた缶を新しい物と替かえてくれようとしている男に焦あせった。

「お詫わび代わりだと思ってください」

　八つ当たりの事を言っているのだろう。

　やはり聞こえていたのかと青くなりながらも缶を返そうとしたときに、脇に挟んでいたファイルが落ちて、中に入っていたパンフレットがばさばさと音を立てて床ゆかに広がった。

　さっきから何をやっているんだ、と今日の自分の駄だ目めさ加減に呆あきれながらしゃがみ込む。

「ああ、製薬会社の方だったんですね」

　男が落ちたパンフレットを拾って口にする。

　もしかしたら首にかけた業者タグに気付かなかったから、親切にしてくれたのかもしれない。患者やその身内ではないと知って、優しくしたことを後こう悔かいしているのでは、と顔色を窺うかがったが、俯うつむいているせいで、表情はよく分からない。

　男の名札には「鈴本」とある。医者の名前は研修医以外全すべて把は握あくしているが、この病院で鈴本という名前の医者は院長だけだ。まさか彼が多くの医師達の不満の元げん凶きようなのだろうか。

　散らかった分を集め終わったときに、男が自分が手にしていた一枚を返してくれた。

「タキオン製薬の瀬野颯そう也やと申します。お見知り置き下さい」

　パンフレットを受け取って、名めい刺しを差し出す。

　鈴本はぱちりと瞬まばたきしてから、手にした名刺を眺ながめた。

　仕事にプライベートは持ち込まない主義だ。いくら溜たまっているからって、取引先の人間に食指を動かすつもりはない。しかし瞬きの仕方が殊こと更さら可愛かわいく見えて、自分でも戸と惑まどう。

「すみません、名刺を持っていなくて。先週、第二外げ科かに赴任してきました鈴本志帆です」

「失礼ですが院長先生の……？」

　志帆なんて名前の男はそうそういないが、駄だ目め押しのように確認する。

「はい、鈴本猛たけしは僕の父です」

　僕、という一いち人にん称しようや〝志帆〟という名前の響ひびき、子供に絵本を読み聞かせるような静かで尖とがりのない声は、男の柔やわらかい雰囲気によく似合っていた。

　事務員が未み婚こんも既婚も関係なく狙っていると言っていたのが分かる気がする。

　業者の人間に対してすら優しいのだから、恐おそらく患者や同業者に対してもそうなのだろう。

　内科部長が不ふ機き嫌げんなのは鈴本との揉め事が原因だと聞いたが、それはきっと彼らが反院長派だからだろう。どう考えても鈴本は、自分からトラブルを起こすような人間には見えない。

「これ、新しく出た物ですか？」

　不意に、鈴本がパンフレットに視線を向けながら首を傾かしげる。

　すると長めの前まえ髪がみの隙間から澄すんだ目が覗のぞく。眼鏡の奥で煌きらめく知的な瞳ひとみから視線が離はなせなくなる。一ひと目め惚ぼれなんて今までの人生で一度もしたことがなかった。　>>>♥

〝抱だけるか抱けないか〟〝具合が良いか悪いか〟〝後あと腐くされがないかどうか〟で相手を選び、関係を持ってきた。恋れん愛あいはゲームと同じだった。クリアするまでが楽しい。

　だから寝ねる前はそれなりに燃え上がるが、今回のように言葉が何も見つからないほど、目が合っただけで気持ちが高ぶるのは初めてだ。

「あ……はい」

　何とか絞り出した声が静かな待合室に間ま抜ぬけに響く。

　新薬のセールスポイントやエビデンスは、寝ね起おきでも諳そらんじられる程頭に入っているのに、俺が言えたのはそれだけだ。新人だってもっとマシな返答をするだろう。

　鈴本はそんな俺の反応に対して、話の続きを促うながすように薄うすい唇で微笑する。

　その顔を見ていたら、急に自分の心臓の音が耳に届いた。同時に頭が真っ白になって、上がり性の子供みたいに、視線を向けられているというだけで掌てのひらが汗ばむ。

「よろしければ……詳くわしくご説明させて頂きたいので、お時間を頂けないでしょうか」

　ようやく吐はき出した台詞せりふは、語ご尾びがほんの少し震ふるえた。

　───緊きん張ちようしてるのか、俺。

　自分の珍めずらしい反応に驚おどろく。昔からどんな場面でも動どう揺ようしないのが自じ慢まんだった。

「本日は予定が詰つまっていますので、木曜日の一時半ぐらいは如何いかがでしょうか？」

　一も二もなく頷うなずく。たとえ予定が入っていても、全力で空けるつもりだった。

　相手はゲイじゃない。しかも取引先の医者だ。

　迂う闊かつに手を出すことは勿もち論ろんできないし、実際どうにかできる可能性は限りなく低い。

　しかし仕事に楽しみが出来て自然と口元が緩ゆるむ。

「では来週、木曜日に僕のオフィスで。場所は元内科部長室です」

　そう言ってほほ笑んだ鈴本は俺に背を向けた。白衣の裾が翻ひるがえるのをぼんやりと見つめる。

　二日後に二人きりで会うことを考えたら、子供みたいに浮き足あし立だつ。忘れる気はしなかったが、水曜の午後一時半に元内科部長室と端たん末まつにスケジュールを入れてから、ふと手が止まった。

「……もしかして内科部長室乗っ取ったのか？」

　オフィスを取られたら短気の代名詞のような内科部長でなくても、不機嫌になるだろう。

　いや、鈴本が積極的に奪うばったとは思えない。院長が子供可愛さで与あたえたのかも知れない。

　手の中にある歪ゆがみのない缶を見ていたら、鈴本が悪い人間だとはどうしても思えなかった。







　自分の特異な性せい癖へきに気付いたのは、小学生のときだった。

　同級生との喧けん嘩かで相手を泣かせる度に腹の奥が疼うずいた。不思議とその対象は男子だけで、女子の涙なみだには興味がなかった。最初は思い悩なやんだりもしたが、高校の頃ころには開き直っていた。

　だけど認めるのと人に打ち明けるのは別の話で、同性と関係を持って童どう貞ていを捨てたのは大学に入学してからだった。基本的には何でもいけるが、理知的な奴やつが攻め抜ぬかれた挙げ句に堰せきを切って泣き出すのが一番堪たまらない。だけど反面、自分が痛い目に遭うのは大だい嫌きらいだった。

　だから受ける側にまわるなんて考えた事もなかったし、勿論相手に主導権を譲ゆずった事もない。

「こっちの店を指定するなんて珍しいね」

　カウンターで飲んでいる時にやってきたのは、俺を呼びだした知り合いだった。

　大学時代からの付き合いで、その頃から体の関係がある。一度、仕事の都合でこいつが本州を離れたときに切れたが、二年前に転職して戻もどって以来、都合が合えば寝ていた。

「向こうの店は会いたくない奴がいるから」

「会いたくない奴？」

　俺は日曜に絡からんできたプロレスラー似の奴のことを話す。いくら週に一度は仕事前にジムで体を鍛きたえているとはいえ、ウェイトに明らかなハンデがある相手に敵かなうとは思えない。

　それに、そいつだけではなくもう一人、俺をホテルに連れ込んだ男とも顔を合わせたくない。

「お前が途と中ちゆうでいなくなるから、絡まれるはめになったんだ」

　向こうの店はこちらの店とは違い、そういう性癖の連中が多い。一人で飲んでいたら相手を探していると思われる。実際、探しているときもあるが、あの日はそういう気分じゃなかった。

「元彼がいたから挨あい拶さつに行ってただけだよ。颯也の方がひどいと思うけどな。話があるから来て貰もらったのに、俺が席を外してる間にいなくなるし。結局、あの後どうなったの？」

　にやにや笑いながら聞かれる。もしかしたら俺と男のやりとりを見ていたのかもしれない。

「全然覚えてないんだけど、俺、どうなってた？」

　その質問に答えるより先に、知り合いは黒ビールを頼たのんだ。カウンターに置かれたそれに手を掛かける前に、彼の視線が俺のグラスに向けられる。

「何飲んでるの？」

「メロンソーダ。酒はしばらく控ひかえるよ」

「もしかして、あの人にやられた？」

　あからさまな質問に先日の記き憶おくが蘇よみがえる。極力思い出さないようにしていた。

「やられてねーよ」

　見知らぬ男にホテルに連れ込まれた挙げ句、ベッドに組み敷しかれて抱かれそうになった。最終的には嘔おう吐とすると脅おどして相手を退かせたなんて、笑い話にしても間抜けすぎる。しかも結局その相手に指を突つっ込まれて、洗面台で吐いたことは出来れば誰だれにも知られたくない。

「あの人に腰こし抱だかれてたよ。しなだれかかってたし、誰がどう見てもこの後にホテル行くって、感じで、羨うらやましかったな」

「そんなに羨ましいなら、この後連れて行ってやるよ」

　俺の言葉に知り合いが声をあげて笑う。

「颯也が羨ましかったの。あんな格好良い人と寝れるなんて最高じゃんって。本当にやってないの？」

　俺よりあの男の方がいいのかよ、と拗すねた気分でグラスの中のソーダを吸う。明らかに合成着色料を使った鮮あざやか過ぎる緑の炭酸が、口の中で弾はじける。

　あの日はシャンパンを飲んでいた。今とは違ちがう繊せん細さいな泡あわが滑なめらかに喉のどを滑すべり落ちる感覚はすぐに思い出せるが、肝かん心じんのあの日見た男の顔は一向に思い出せない。

「やってない」

「噓うそ、勿もつ体たいなさすぎ」

　元々酒さけ癖ぐせは悪い方だった。学生時代は駅の駐ちゆう輪りん場じようで寝たこともある。翌朝見知らぬ相手の家で目覚めるなんて出来事も一度や二度ではなかった。流石さすがに社会人になってからそういうことはないが、ときどき記憶が飛ぶ。今回のもそれだった。

　組み敷かれたときに勝てないと思ったことは覚えているし、男に指を突っ込まれたことも覚えている。しかし肝心の顔は靄もやがかかっていた。知り合いが言うとおり、整った顔をしていると思ったことは記憶しているが、誰に似ているとか、どんな目鼻立ちをしていたかは一いつ切さい覚えていない。あまりにも屈くつ辱じよく的すぎて、脳の自動記き憶おく削さく除じよ機能が働いたのかもしれない。

「じゃあ、家には一人で帰ったの？」

　その問いかけにぎこちなく頷く。

　月曜は目覚めてすぐに部屋を出た。フロントで料金を払はらおうとしたら、すでに精算済みだと言われて驚いたのを覚えている。見ず知らずの相手に奢おごられたままなんて気持ちが悪いが、去り際ぎわに不ふ吉きつな事を言われたので、積極的に探す気にはならない。

「なんだ、紹しよう介かいして貰いたかったのに。しかたないからあの店に通おうかな」

「あんなのより俺の方がいい男だろ？」

　顔もろくに覚えていないが、そこらの男に負ける気はしない。

「確かに颯也も格好いいけどねぇー……」

　その台詞に不満を覚えて、カウンターに置かれた男の手を強ごう引いんに握にぎる。細くて軟やわらかい指だ。化け粧しよう品の会社に勤務しているからか、指先までささくれ一つない手は女みたいだ。しかし握っていたその手を、知り合いはするりと抜いてしまう。

「今日呼び出したのは、前回途中になっちゃった話がしたかったからなんだけど……。俺、もう颯也とこういうことしたくないんだよね」

「はあ？　今いま更さら何言ってんだよ」

「颯也って、Ｓだから結構攻せめてくるじゃん。腕うでとか摑つかまれたところが痣あざになってたりするし、凄すごく焦じらして来るから途中で萎なえちゃうんだよね」

「俺ので散々いったくせに何言ってんだよ」

　思わず非難めいた口調になると、知り合いは「はあ」と溜ため息いきを吐いた後で「前から言いたかったんだよね。でもさっきも言った通り、颯也って普ふ通つうに格かつ好こいいじゃん。俺らみたいなマイノリティな性癖の中で、格好良くて同世代でお金持ちなんて好条件の人、なかなかいないから手放したくなかったんだけど」と一度言葉を句切る。

「エッチ下手へたなんだよね。独りよがりだし。フェラは上手うまいけど、実際突っ込んだ後は腰こし振ふってるだけだしさぁ。勝手に言葉攻めで盛り上がってるけど、〝何をどこに入れて欲しいの？〟とかいう安いＡＶで頭の悪い男優がよく言う質問に毎回うんざりしてるんだよね」

「……」

　男としての矜きよう持じを取り戻すために反論したかったが、咄とつ嗟さのことで何も言えなくなる。

「まぁとにかく俺好みの攻め方じゃないんだよね。今日はそれ言いたかっただけ」

　そんなことのためにわざわざ二回も呼び出されたのかと腹が立った。やりたくないなら次に誘さそいを掛けたときに断ればいいことで、呼び出してまで宣言することじゃないだろうと、不ふ愉ゆ快かいな気持ちでスツールから立ち上がる。

　前回こいつが呼び出さなければ、俺は見知らぬ男にあんな目に遭あわされなくて済んだんだ。

「でも、颯也の事は嫌きらいじゃないんだよ。だからこそ教えておこうと思って」

　悪びれない横顔を見て、ベッドではＭをやりたがるくせに基本性格はＳだった事を思い出す。

「ああそうなんだ。でも、俺もお前との関係は今日で終わりにするつもりだったから」

　先さき程ほど手を握ったときはこの後ホテルに誘うつもりだったが、ここまで言われたら何か言い返してやりたくなった。

「そうなの？」

　俺の言葉を欠片かけらも信じていない顔で知り合いが振ふり返る。

「今、上手くいきそうな相手がいるんだよ。だから遊び相手は清算しようと思ってたんだ。良い機会だった」

「ふうん。じゃあ付き合ったら会わせてね」

　言葉の真しん偽ぎを計はかるような目を向けられて、平然と頷うなずいて店を出る。

　外に出てから、知り合いの言葉を反はん芻すうしてむしゃくしゃした気分になった。

　無性に酒が欲しくなったが、この間の二の舞まいになっては困るので家の近所のコンビニでメロンリキュールとソーダを買って、家でアルコール風味のメロンソーダを作る。

「セックスが下手とか言われた事ねーよ。大体、気持ちよさそうにしてたじゃねーかよ」

　一人きりの部屋で知り合いに言うべきだった言葉を口にする。両手で数え足りない程抱だいてきたが、あれが全部演技だったというなら流石に自信喪そう失しつしそうだ。

「好きでもなかったからいいけどな」

　そう呟つぶやいたときに、今日会った院長の息子むすこの顔が頭に浮うかぶ。その途と端たんに先程まで心に去来していた灰色の雨雲が晴れて、すっと温かな光が差し込んでくる。

　どうやら彼の存在は、もうすでに俺の中で癒いやしになっているらしい。

「来週の水曜って、結構先だよな」

　そう呟いてからグラスを満たす、緑色の酒を飲み干した。

　誰かに会える日が待ち遠しいなんて感覚は、ずいぶんと久ひさし振ぶりだった。







　約束の水曜の午後一時半十分前、鏡で身み嗜だしなみが整っている事を確かく認にんしてから、車を降りる。

　この病院で個人オフィスが与あたえられるのは、部長以上の肩かた書がきを持つ医師だけだ。

　通常鈴本のような若手は、医局の入り口付近にデスクを持っている。院長の息子という理由だけで特別待たい遇ぐうを受けていたら、鈴本がどれ程ほど優ゆう秀しゆうな医師でも反感を買うだろう。

「実際、内科部長の反感はもう買ってるみたいだしな」

　階段を上りながらも他人ひと事ごとながら心配になる。鈴本のように穏おだやかな人間が、政治力に長たけた大学病院の医者達の中を上手に渡わたり合っていけるとは思えない。

「院長が実権を握ってるうちは、大だい丈じよう夫ぶだろうけど……」

　以前内科部長室と書かれていた場所には〝第二外げ科か　鈴本〟と書かれている。どうやら室名として記入する肩書きもついていないらしい。

　───平の医者に部屋を明け渡す事になるなんて、内科部長も思わなかっただろうな。

　スライド式のドアをノックして社名を名乗って声を掛けても、中から返事はなかった。

　もう一度叩たたこうとしたときに「すみません、お待たせしました」と背後から声をかけられる。

　この数日間、ずっと頭の中にあった鈴本の声に脈みやく拍はくが倍になった。

「いえ、今来た……」

　否定しようと振り返ったときに、言葉を失う。

　近づいてくる鈴本はびしょ濡ぬれだった。髪かみも白衣も、その下のシャツまで水に濡れている。

　雨でも降っているのかと窓の外に視線を移したが、来た時と変わらずに青空が広がっていた。

「子供に水みず鉄でつ砲ぽうで攻こう撃げきされてしまいました」

　俺が疑問を口にするより先に、鈴本が原因を教えてくれる。

「子供に好かれてる、んですね？」

　一いつ緒しよに遊ぶって事は好かれているのだろう。いや、びしょ濡れになるほど水鉄砲を掛かけられるということは嫌われているのか？

「〝やっつけてやる〟って言われたので、好かれていると断言はできませんね」

「……災難でしたね」

「実は昨日も攻撃されているんです。困りました」

　真しん剣けんに困った顔で呟いてから、鈴本がオフィスのドアを開ける。

　こんな目に遭ったのにもかかわらず、困っているだけで怒おこっている素そ振ぶりや落ちている様子が少しもない。見かけ通り温和なのだろうと、ますます好感を持った。

「どうぞ」

　鈴本の後ろから、「失礼致いたします」と告げて、俺も室内に足を踏ふみ入れる。

　今まで一度も入った事がなかったが、内科部長室はわりと広い。デスクと応接セットがあり、端はしの方は衝つい立たてで目め隠かくしされたスペースが確保されている。ロッカーでもあるのかと思ったが、ロッカーは衝立のこちら側に置かれていた。

「折せつ角かくアポイント取って頂いたんですが、あまり時間がないので着き替がえながらお話を伺うかがっても宜よろしいですか？」

「え、……はい」

　声に喜色が滲にじまないよう、注意しながら頷く。

　好みの相手が生着替えをするという幸運な展開に、思春期の子供みたいに戸と惑まどう。

　オフィスの奥にある簡素な白いロッカーを開ける後ろ姿をじっと眺ながめていると。鈴本は躊躇ためらいもなく白衣を脱ぬいだ。それをハンガーに掛けると、ネクタイを音を立てて抜ぬく。

　突とつ然ぜん始まったストリップから目が離はなせない。なにより濡れたシャツが背中に張り付いているのが、官能的だった。肩けん胛こう骨こつの辺りは肌はだの色が透すけていて、誘っているようにしか見えない。

「それで……新薬についてですが」

　何も言わない俺を促うながすように、背中を向けたまま鈴本が切り出す。

　水を向けられて、漸ようやく自分が何しにここに来たのかを思い出した。

「はい、それでは早さつ速そく説明させて頂きます」

　パンフレットを見せながら解説しようと思っていたが、背中を向けたままの鈴本に向かって簡単にメリットとデメリットを分かり易やすく口頭で伝える。今まで散々説明しているので、意識を視神経に集中していても自動的に唇くちびるから営業用のトークが吐はき出された。

「従来の物より即そつ効こう性が強く副作用も………、副作用も軽減できます」

　滞とどこおる事のない筈はずの台詞せりふに詰つまったのは、鈴本が濡れたシャツを脱いだせいだ。

　意外にも筋肉がついていて、体は引き締しまっている。

　背骨の描えがく綺き麗れいなＳ字ラインを見て、起き伏ふくを舌で確かめてみたいと、ついいやらしい想像をしてしまう。しかしその背中は、すぐに新しい乾かわいたシャツによって覆おおい隠かくされていく。

　自分が見られているとも知らず、鈴本はボタンを留とめながら併へい用ようについて尋たずねてくる。

　それに関する答えは予あらかじめ用意してあった。不ふ埒らちな事を考えながらもスムーズに返答すると、再びネクタイを締めて振り返った鈴本が「瀬野くんは優秀ですね」と口にした。

「え？」

　瀬野くん、という呼ばれ方は新しん鮮せんだった。距きよ離りは近過ぎもせず、遠くもない。だけどその言葉には年下に対するような、ある種の柔やわらかさがあった。

　見た目から年ねん齢れいにあまり差はないだろうと思っていたが、鈴本は俺よりも年上なのかもしれない。そういえばその辺りの基本的な情報はまだ手に入れていない。尤もつとも、年齢は恋れん愛あいの障害にはならないので、最初から興味はなかった。

　しかし白衣も新しいものを纏まとい、椅い子すに腰こし掛かけた鈴本はそれほど年上には見えない。

「薬学出じゃない方の中には、自社製品についての質疑すらろくに答えられない営業もいますが、瀬野くんはきちんと勉強しているのがよく分かります」

「ありがとうございます。でも、どうして俺が薬学部出身じゃないと知っているんですか？」

「今日瀬野くんと会うと話したら、他ほかの先生が教えてくれたんです。若いわりには機転が利きいて優秀だって評判ですよ。頭の回転も速いって褒ほめてました。僕もそう思います」

　なかなかの好こう感かん触しよくだ。この場ですぐに「使ってみよう」と言われなくても、製品を印象づける事はできたようだ。何より〝見知らぬ営業〟から〝優秀なＭＲ〟に昇しよう格かくした。

　大事なのはそこだ。「使えそうな奴やつだ」と認識して貰もらうことこそ、初面談の最大の目標だ。

「勿もつ体たいないお言葉です」

　それに仕事で仲良くなればいずれはプライベートにも繫つながるかもしれないと、打算的な気持ちで笑え顔がおを作った。しかし鈴本が次に言った言葉で、その笑顔には早くも亀き裂れつが走る。

「でも、薬に関してはリソース不足みたいですから、採用は見送ります。副作用や即効性に関しても、アーウェンとの併用時には従来と変わらないなら、メリットも少ないですから」

「いえ、しかし」

「僕は自分の患かん者じやで人体実験するつもりはありません。ただ、記き憶おくには留とどめて置きます。ためになるお話をどうもありがとうございました」

　にこりとほほ笑んでいる鈴本は見かけと違ちがい、簡単には切り崩くずせそうにない。諦あきらめて、他の製品を売り込もうとしたがガードは思った以上に堅かたかった。

　───もしかして小こ春はる日和びよりって評価は正しくないのかもしれないな。

　考えてみれば相手は大学病院の外げ科か医いだ。穏やかなだけで務まるはずがない。話せば話すほど雰ふん囲い気きで勝手にイメージしていた人物像から、目の前の男が段々とかけ離れていく。

　結局、色いろ好よい返事が貰えないうちに鈴本の視線が壁かべ掛かけ時計に移る。

「十分経たちましたね」

　面談は相手にも依よるが、大体十分から三十分程度が普ふ通つうだ。

　だから鈴本の言葉は退室を促す物だと思い、広げていたパンフレットを渡して椅子から立ち上がろうとした。鈴本はパンフレットを受け取ると、それをデスクの上に置く。

「面談には二十分、時間を取ってあります。十分は瀬野くん、残りは僕が貰ってもいいですか？」

「はい？」

「さっき、こっちをずっと見てたでしょう？」

　気付かれていたのかと焦あせると同時に、彼がそのことで気分を害していないと知る。

「どうして見てたんですか？」

　子供に訊きくような柔らかい声こわ音ねだったが、曖あい昧まいな誤ご魔ま化かしでは納なつ得とくして貰えそうにない。

　それに、射い貫ぬくように鋭するどくなった目の奥に、俺と同じ感情が掠かすめた気がした。

　───もしかして同類か？

　こんなにスムーズに事が運ぶはずがないと頭の片かた隅すみでは分かっていたが、それを無視して「先生の事が気になって」と賽さいを投げる。

　相手がどう答えるのか、緊きん張ちようで肌がぴりぴりした。こういう駆かけ引きはいつだって、仕事とは切り離した相手としてきた。だからこんな風に相手の返答を半ば怯おびえながら窺うかがうように待つのは初めてだ。リスクが高いのに、鈴本にはどこか勝負に出させるような雰囲気がある。

　今まで俺が相手をしてきた連中と、まるきり違う魅み力りよくだ。

「見たいなら、いくらでも見て良いですよ。でも、見るだけでいいんですか？」

　思わず唾つばを飲み込む。それは、紛まぎれもない誘さそい文句に聞こえた。

　まさか本当にいいのか、と半信半疑で手を伸のばして頰ほおに触ふれる。鈴本は指を避さけなかった。

　だからそっと屈かがみ込んで唇を合わせる。拒きよ絶ぜつされないのを確かめてから、舌を差し込んでゆるく合わせた。こんなことは妄もう想そうでしか有り得ないと思っていた。

　自分がしている行こう為いに内心驚おどろきながらも、口付けを深くしていく。

「十分で満足？」

　舌を受け入れてくれた相手に自信を貰って、キスのせいで濡れた唇で耳に囁ささやく。

　ひやりと冷たい耳だ。形の整ったそれが卑ひ猥わいな言葉で赤く染まるのを見てみたい。

「瀬野くん次し第だいです」

　僅わずかに声に含まれる笑いは余よ裕ゆうの証明だ。どうやら鈴本は、こういう状じよう況きように慣れているらしい。つくづく第一印象とは異なる。だけど俺は狭きよう量りようではないから、それはそれで楽しめる。

　出会って間もない相手を誘う積極性も嫌きらいじゃない。着替えている姿を見つめる俺の視線に勝算を見いだしたのかもしれないが、鈴本も賭かけに出るタイプのようだ。

「十分後に、あなたから強請ねだらせてやる」

　先さき程ほど締められたばかりのネクタイの結び目に指をかける。

　見た目は整っていたが、きつく縛しばられているわけではなかった。

　まるで最初からすぐに解かれる事を想定していたかのようで、自然と口元に笑みが浮うかぶ。

　椅子は座面が分厚く広く、鈴本の足の間に膝ひざを突くと黒いレザーがきゅう、と音を立てた。

　顔を近づけるとキスがしやすいように、鈴本が首を傾かしげる。慣れた仕草だった。　>>>♥

　白衣の背中に指を滑すべらせながら、抱だくときは白衣を残そうと決める。近くにソファがあるが、床ゆかの上に白衣と共に押し倒たおして正面から繫がるのは、視覚的に楽しそうだ。

　自分の想像ににやけながら少し不自然な体勢でキスをして、解いたタイの下にあるボタンに指を掛かける。不意に、先日知り合いからセックスに関する駄だ目め出だしをされたことを思い出す。

　───確か、焦じらすのが長い、痣あざが残るのが嫌いや、だったな。

　Ｓと言っても、ソフトな範はん囲いでのことだが、流石さすがに初めて寝ねる相手とプレイをする気はない。

　そんなことを考えていると、鈴本の手が俺を支えるように背中に回される。力強い手だ。

　誘うように背中を撫なで、腰こしに落ちてくる。

「随ずい分ぶん、積極的だな。そんなにすぐ欲しいのか？」

　ベルトを外されながら意地悪な質問をする。相手は医者で、仕事上は鈴本の立場の方が強いが、セックスのときはいつだって主導権を握にぎっていたい。そのためには最初が肝かん心じんだ。

「時間をかけて欲しいんですか？　まさか初めてじゃないでしょう？」

　鈴本がバックルを外したせいで、パンツがベルトの重みで下がる。

　すると鈴本が吐と息いきで笑った。訝いぶかしく思って視線を落とすと、シマウマ柄がらのボクサーが目に入る。

　去年、同どう僚りようの結けつ婚こん式の二次会で当たったアニマルアンダーウェアセットの中の一枚だ。

　雷かみなり様を彷ほう彿ふつとさせるので虎とら柄がらは捨てたが、それ以外はわりと気に入って穿はいている。

　シマウマだけど草食系じゃないとコメントして置くべきかと、下らない考えを巡めぐらせていると鈴本の指が下着の内側に入ってきた。

「ん……」

　奉ほう仕しはするよりされる方が好きだ。積極的なところを見て、促せばフェラもしてくれそうだとほくそ笑んでいると、まだ柔らかさを残していたペニスを絶ぜつ妙みような強さで握り込まれる。

「は、ぁ」

　体の内側に熱が溜たまっていくのが分かり、ゆっくりと息を吐はき出す。ドアにロックはしていなかったはずだ。オフィスに無断で入る人間がいるとは思えないが、不用心過ぎる気がした。

「……なかなか上手うまいよ、先生」

　的確な動きのせいで、知らず知らず鈴本の肩かたに置いた手に力が入る。

　そういえば医者と寝るのは初めてだ。仕事相手や同僚と体の関係を持つのは面めん倒どうな事が多いから避けていた。だけどデメリットを考こう慮りよしても、目の前の体を突つき放すつもりはない。

「……っ」

　気を抜ぬけば手だけでいかされてしまいそうだ。

　それを隠すために、余裕ぶって鈴本の髪かみに唇くちびるを押し付けると、鈴本が俺の腰を引きよせた。

「がっつかなくてもすぐに……」

　入れてやるよ、と続けようとしたときに下着をずり下げられて、剝むき出しになった尻しりを撫でられる。抱いている相手から胸や尻に触れられるのが好きな奴もいるが、俺は萎なえるだけだ。

　だからそれとなく鈴本の手を外そうと相手の腕うでに手を掛けた瞬しゆん間かん、双そう臀でんの間に指が這はわされる。そして固く閉じた窄つぼまりの中心を指で強く押された。

「は……んっ」

　思わず背中を反らして、嫌な予感に唇の端はしを引きつらせながら鈴本を見下ろす。

「すぐに何ですか？」

　薄うすく笑う唇の隙すき間まから聞こえる穏おだやかな声の裏側に、獰どう猛もうな気配が潜ひそんでいた。欲よくを隠さない瞳ひとみには、覚えがある。記憶を探さぐっていると、それを邪じや魔まするように指が腰に這わされた。

「やめろ」

　不ふ穏おんな動きに反射的に拒絶したが、鈴本は大人しく従わない。

「ちょ、ちょっと」

　慌あわてて離はなれようとしたが、尻を摑つかんで押さえつけられる。言葉だけじゃ抑よく止しできないと悟さとり、慌てて両手で鈴本の肩を摑んで、椅い子すの背面に強く押し付ける。ギシ、と椅子が鳴いた。

「今いま更さら止めるのはなしでしょう？」

　尻の下の方を揉もまれて、懸け念ねんに拍はく車しやがかかる。先程まで自分の優位を信じて疑わなかったが、どうも風向きが変わってきた。抱かれている最中に相手を攻せめたい、というよりもむしろ……。

「まさか、そっちが抱くつもりじゃないよな!?」

　怯えながら確かく認にんした俺に対して、鈴本は「勿もち論ろんそうですが」と言った。

　太陽は東から昇のぼりますか？　と聞かれたような顔で俺の疑問に答える鈴本に、ぞっとする。

　恐きよう怖ふから本能的に後ろに下がろうとしたら、膝の辺りで蟠わだかまっていたパンツのせいで派手に床に転がる羽目になった。剝き出しの尻を床に打ち付けて、尾びてい骨こつが疼うずくように痛む。

「う、ってぇ……」

　しかしそんな自分を格好悪いと思うより、椅子から離れて足元に落ちたパンツを引き上げて、半はん勃だちの性器を押し込んでフライを上げる方が先決だった。

「そっちならなしだ、悪いけど、俺はそっちはやらない」

　ガチャガチャと音を立てながらベルトを締しめる。我ながらスマートじゃないが、尻を打ち付けたところを見られているのだから、今いま更さら取とり繕つくろっても仕方ない。

「ここまで来てソレはないだろ？」

　先程までの敬語が噓うそのように不ふ機き嫌げんさを滲にじませながら、鈴本がそう口にする。

　口調だけでなく急に態度まで横おう柄へいになった男に啞あ然ぜんとしながらも「無理だ」と吐き出してから少し考え、「抱く方なら付き合ってもいい」と付け加える。

　鈴本は不満げな様子を崩くずさずに背せ凭もたれに体を預けた。どうやら俺の条件を受け入れる気はないらしい。交こう渉しよう決けつ裂れつだ。

「なんだ俺が医者だと分かって、やられる気になったのかと思った」

　粗そ野やな台詞せりふに初対面の時のふわふわとした雰ふん囲い気きが、がらがらと音を立てて崩れていく。可か憐れんな花に魅みせられて近づいたら、食肉花だった気分だ。まんまと外面に騙だまされていたことに舌打ちをする。

「体で奉仕してくれるなんて随分仕事熱心なＭＲだと感心していたのに、勘かん違ちがいか」

　少し笑いを含ふくんだ男の口調に既き視し感かんを覚えた。

「もしかしてどこかで会ったか？」

　浮かび上がってきそうなのに、喫きつ水すい線のすぐ下の辺りをふらふらしている記き憶おくを捕つかまえ損そこなって、仕方なく本人に尋たずねる。思い出さない方が良い気もしたが、このままでは気持ちが悪い。

「次に会ったら抱かせてくれる約束だろ？」

　全く心当たりのない台詞に首を傾げた瞬間、かちりと頭の中で歯車が嚙かみ合う音がした。

　途端に二週間前に俺をホテルに連れ込んだ男の声が、鼓こ膜まくに蘇よみがえる。

　酔よっていたためにろくに思い出せなかった男の顔から霞かすみが晴れて、鈴本の顔と重なる。

　髪かみ型がたも違ちがうし、あのときは眼鏡もしていなかった。何より、自じ販はん機きの前で会ったときとは印象がまるで異なるので、同一人物だと気付きもしなかった。

「あのときの奴やつかよ……」

　同じ奴に二回も襲おそわれそうになったことに、脱だつ力りよくする。

　学習能力のない脳のう味噌みそを残念に思っている俺の前で、鈴本が長い足を組む。

　タイが解かれ、シャツのボタンが三つ外されてはいるが、先ほどまで熱ねつ烈れつに唇をむさぼり合い、事に及およぼうとしていた気配は既すでに拭ぬぐい去られている。

「思いだして貰もらえて光栄だな」

「忘れたままにしておきたかったけどな。それに、約束はしてない。そっちが勝手に言ってるだけだ」

　知り合いが格かつ好こいいと言っていたのを思いだして、納なつ得とくする。確かに外見が良いのは認める。

「それで本当にここで止めるつもりか？」

　面おも白しろがっている様子の鈴本を前に、半ば無意識に乱れた前まえ髪がみを搔かきあげた。

「……だからあんたが受けるならやってもいいって言ってる」

「ありえないね」

「自分がやられて嫌な事は、人にもやっちゃいけないって習わなかったのか？」

「俺にとって嫌な事が、お前にとって嫌な事だとは限らないだろ？」

　弧こを描えがく唇の形を見て、よほど自分のテクニックに自信を持っているのだと気付く。

　先日俺が知り合いにプライドをずたずたにされたように、この男の自信も粉ふん砕さいしてやりたいが、テクニックを検証するために抱だかれるのは御ご免めんだ。

「じゃあこの話は終わりだ。あんたの顔は好みだったけど、お互たがい無理なら仕方ないな」

　一ひと目め惚ぼれがあっさり終わった事と、襲おうとしていた相手に襲われかけたことにやるせない気分になりながら、冷静に戻もどろうと努める。

「安心しろよ、俺はお前よりも上手いらしいから」

　どこ情報だよ、と言いかけて、知り合いが男に会いたくて店に日参しようとしていた事を思い出す。あいつが、俺とのことをべらべら喋しやべったのだろう。

「……社交辞令だろ」

　あずかり知らぬ所でセックスを馬ば鹿かにされていたかもしれないと思うと、面白くない。

「それなら、先に相手を満足させた方に主導権を与あたえるっていうのはどうだ？　本当に社交辞令か、試ためしてみろよ」

　満足、というのが射精を指すというのは、鈴本の口ぶりから判断できた。

「そんな挑ちよう発はつには乗らない」

「お互い相手の顔が好みなのに、このまま何もしないで終わるのは勿もつ体たいないだろ？」

　確かに一理ある。ゲイは性的にマイノリティだ。知り合いも言っていたが、条件の合う相手なんて滅めつ多たに見つからない。ノーマルな奴を口説き落とすのは労力が要いるし、そういう奴ほどハマると面倒なので匙さじ加減が難しい。その点、同じ趣しゆ向こうを持っている相手なら、後あと腐くされない付き合いが出来る。ましてや雰囲気に騙されていたとはいえ、鈴本は一度惚ほれた相手だ。

　容姿は間ま違ちがいなく好みだし、この偉えらそうな男を組み敷しくのは精神的にも快感を得られそうだ。

　しかし負けたときの事を考えると、勝負に出る気になれない。

「じゃあもう一つ特典をつけてやろう。主導権の他ほかに、勝者には相手に一ついう事を聞かせる権利を与える」

　俺が悩なやんでいるのを見て、最後の一歩を踏ふみ出させるように鈴本は視線をデスクの上に置かれたパンフレットに向けた。

　もう崩れようがないと思っていたが、ここ数日間抱いていた鈴本へのポジティブなイメージが、波なみ打うち際ぎわの砂の城のように崩ほう壊かいしていく。

　若い医者っていうのは、ある程度は潔けつ癖ぺきさを持っている。インセンティブや接待を要求するのは、拝金時代のおいしい記憶がある年配の医者ばかりだ。最近は業界に自じ粛しゆくムードが高まっているので、接待経験の殆ほとんどない若い医師は、見返りとして何かを要求するという概がい念ねんがない。

　だからまさか性的満足の見返りに仕事で便べん宜ぎを図はかると、暗に言われるとは思わなかった。

「患かん者じやを実験に使わないんじゃなかったのか？」

「俺が負ける事はない。でも万が一負けたら、新薬以外で瀬野くんの会社に献つくしてやる」

「……なんでも一つきくのか」

　問いかけたときに、今期の目標数字が頭を掠かすめる。営業部では優ゆう秀しゆうな方だがその分持たされている数字が大きいので、達成できる自信はなかった。

　優位を確信しているように、鈴本が笑って見せる。もし俺が負けたら一体何をさせるつもりなのか知りたかったが、今それを尋ねたらテクニックに実は自信がないと思われそうだ。

　それにこれは知り合いから言われたことを覆くつがえしてプライドを取り戻す、良い機会かもしれない。

「分かった。乗ってやる」

　俺の返答に鈴本は満足げに頷うなずいた後で、再び時計に視線を移す。

「十分経たった。これからカンファなんだ」

　鈴本はそう言うと立ち上がる。

　カンファレンスが入っているくせに、俺とここで関係を持とうとしたのだろうか。上手うまく行ったらさぼるつもりだったのか。それとも本気じゃなくて俺をからかっていたのか。

「俺が勝ったら絶対に抱かせろよな」

　鈴本がどんなつもりで言い出したことでも、引き受けた以上は勝負で負けるつもりはない。

　それに外面に騙されて惚れた分の巻き返しがしたかった。俺だけが掌てのひらの上で転がされるなんて、我が慢まんならない。

「そのときはどれだけ瀬野くんが下手へたでも我慢してやるよ」

　嫌いやな男だ。そのまま背を向けてオフィスのドアに手を掛かける。

　連れん絡らく先を聞いていないが、俺の番号は名めい刺しに印刷されているから、コンタクトを取りたいときは鈴本から電話がかかってくるだろう。

「それでは予定に関しては、また後日ご連絡差し上げます」

　俺に続いて廊ろう下かに出た鈴本は、瞬またたく間に小こ春はる日和びよりに戻る。医者よりも役者のほうが向いてるんじゃないのか、と皮肉を言おうとして止めた。

　そっちが上辺を繕うなら、こっちも繕った上辺で返す迄までだ。

「ご連絡お待ちしておりますよ、先生。ああそれから、子供達に好かれるように祈いのってます」

　またびしょ濡ぬれにされればいいと思いながら、にこりと笑って告げる。

「ありがとうございます。ところでシャツが外に出たままですよ」

　鈴本はそう言って俺に背中を向けると、そのまま歩き去った。

　俺は自分の格好を見下ろして、小さく舌打ちする。

　先さき程ほど慌あわててベルトを締めたときは、シャツまで気が回らなかった。鈴本に指し摘てきされたことに屈くつ辱じよくを感じながらも、段々小さくなる背中を睨にらみ付ける。

「絶対犯おかしてやる」

　絶対に勝つ。少なくとも負けるのだけは御免だ。







　会社では年に数回、扱あつかっている薬に関する勉強会が開かれる。

　専門家が参加するので有意義ではあるが、社内行事なのでプライオリティは当然低い。俺の場合も医師とのアポイントメントを優先しがちだ。しかし前回と前々回を欠席しているので、今回は上長から出席命令が直々に下された。

　どうせ会の内容は文書に纏まとめられ、共有システムに上げられる。それに参加しなければ勉強不足な同どう僚りようがする馬鹿みたいな質問とその応答に、貴重な時間を削けずられなくて済む。実際今日だって、その質疑応答がなければ一時間は早く終わっていた。

「瀬野、全然飲んでねーの？」

　しなだれかかってきた同期に「仕事でもないのに飲めるか」と小声で返す。

　それに勉強会の後は飲み会になるという流れも面めん倒どうだった。同僚とは仲良くすべきだが、仕事の時間外に売上げに繫がらない行事に付き合うのは遠えん慮りよしたい。

「なんだ、飲むのが仕事だと思ってんのか？　酒が楽しくないなんて可か哀わい想そうな奴だな。よし、俺がまた鍛きたえてやるよ」

　小声で返した筈はずなのに、何かと理由を付けて絡からんでくる先せん輩ぱいの藤ふじ野のに聞きつけられる。

　八つ当たり気味に、切っ掛けとなった同期を軽く睨んだ。同期は気まずい顔をしたが、巻き込まれたくなかったのか、すぐに俺の横から可愛かわいくて有名な新人の隣となりに逃にげた。

　空いた席には、升ます酒ざけを手にやってきた藤野が座る。だから会社の飲み会は嫌きらいなんだ。

「そういや、研修の打ち上げのときも飲ませたなぁ。降参すれば止めてやるって言ったのに、お前が負けを認めないから、後で所長に怒おこられたんだよ。でも、お前ケロっとしてたよな？」

　新入社員は最初に三ヶ月の研修が課せられる。その後は午前中は各事業所で研修、午後は先輩と同行して外回りという業務形態が三ヶ月続く。後半は配属予定の事業所で行うので自宅通勤だが、前半は宿しゆく泊はく施し設せつに泊とまり込んで行うのでかなり辛つらい。その労を労ねぎらうために、前半の研修が終わると宴えん会かいが催もよおされる。藤野が言っているのはその席での事だ。

「まず何を飲ませるかな」

　当時、俺は定期的に行われるペーパーテストの成績が常に一位だったことから、先輩や同期から注目されていた。藤野は新人教育に参加していたので、俺の成績を自分の手て柄がらだと思っていて、俺を弟分として扱いたがる節があった。それをきっぱりと拒きよ絶ぜつしたことから関係が微び妙みように悪くなった。ただこういうタイプは基本的にこっちが毅き然ぜんとしているうちは大した手出しはしてこない。だから宴会で藤野が些さ細さいだが確かな悪意から酒を強要してきたときも平然と切り抜ぬけてやりたくて、その勝負を引き受けた。

　結果、帰宅途と中ちゆうに公園のトイレで胃の中身をぶちまけるはめになったが、幸いにも他人に目もく撃げきされることはなかった。結局三時間ほど公園の個室からは出られなかったが。

「先輩のお薦すすめでいいですよ」

　どうせ俺が何を言っても却きやつ下かされて、度数の高い物を頼たのまれるのは分かっている。

　俺は今もあの頃ころと同じく、負けん気だけは強いままだ。だけどかわす方法は覚えた。

　店員を呼んで注文する藤野に見えないように、テーブルの下で携けい帯たいのアラームを設定する。メロディは着信音と同じにした。十分後に鳴る予定だ。

　医師からだと言えば、この場を抜ける口実になる。

「よし、じゃあ頼んだ酒が来るまでおまえもこれを飲め」

　店員が居なくなった後で、藤野が自分が持っていた升ます酒ざけを出す。升の中に入っていたグラスを抜き、残った升の方を差し出してきた。

「……頂きます」

　半分ほど酒が入っている升を受け取る。

　中身は辛から口くちの日本酒だった。舌を刺さす刺し激げきから逃のがれるために、すぐに飲み込む。

　今回店を予約したのは俺だ。料理の質がよく、勉強会の会場から近いので選んだが、もっと注文した品が届くまでに時間がかかる店を選べばよかったと後こう悔かいしたのは、三杯ばい目のグラスを空けた後だった。

　既すでに胃が不ふ穏おんな動きをしている。お陰かげで赤みが美しい文もん殊じゆ乳豚のローストが不快に映る。

「よし、次はこれだ」

　藤野が薄うす桃もも色いろの瓶びんに入った清酒の中身を俺のグラスに注ごうとしていたとき、漸ようやく携帯が鳴り出す。次回は五分後に設定しようと決めて、液えき晶しように視線を走らせた。

「すみません、担当している病院のドクターからです」

　藤野が何か言う前に座ざ敷しきを離はなれると、静かなところに行くふりで、アラームを止めて店の奥にあるトイレに入る。

　吐はいた方が回復が早いのは分かっているが、胃液は不味まずいので出来れば嘔おう吐とせずにいたい。

　───そういえば、前回吐いたときは鈴本に指を突つっ込まれたんだよな。

　吐かせるツボを心得ている指の動きだったが、遠慮のない強ごう引いんなやり方だった。方法は覚えているが、あれを自分でするのは抵てい抗こうがある。とりあえず少しでも気分の回復をはかるために、洗面台で流水に手を浸ひたす。濡れた手で顔を拭ぬぐうとましな気分になる。

　ここでしばらく時間を潰つぶそうと考えていると、今度は本当に携帯が鳴り出した。

　藤野じゃないだろうなと確かく認にんすると、見知らぬ番号からの着信だった。この携帯はプライベート用ではないので、番号を知っているのは仕事関係者だけだ。噓うそから出たまことかもしれない。

　先程まで忘れていた営業職としての仮面を被かぶって通話に切り替かえる。

　愛あい想そ良く電話に出ると、聞こえて来たのは丁度考えていた相手の声だった。

『今、平気か？』

「……こんな時間に一体何の用だよ？」

『時間が出来たら連絡をするって言っただろう？』

　鈴本は俺の邪じや険けんな返答に気を悪くした素そ振ぶりもない。

「……会社の飲み会だから無理」

『酒は強くないだろ？　抜ける口実が出来て良かったな』

　もしかしてこの店のどこかから俺の動向を見ているんじゃないかと、思わず無人のトイレ内を見回す。トイレ内は清潔で硝子ガラスの壁かべの向こうの坪つぼ庭にわには若竹が生えている。

　そういえば竹の中にいた女は「できない」と言えない男の性さがを利用して、上手いこと相手を退けていたな、と中学の頃に読まされた日本最古のＳＦ小説を思い出す。

『面倒な医師に呼び出されたことにして出て来いよ』

　誘さそいをどう断るべきか考えて、散々男を弄もてあそんで月に帰った女を参考にすることにした。

「俺に会いたいなら、迎むかえに来いよ」

　鈴本も俺と同様にプライドが高い筈だ。タクシー扱いされたら、断るに決まっている。

　藤野の横に戻もどるのは嫌いやだが、これから鈴本と顔を合わせて例の勝負をする気力はない。

『どこにいる？』

　その質問に素す直なおに店の場所を口にすると三十分で行くと言われて、思わず「え」と声が出た。

『逃げるなよ』

　笑いを含ふくんだ声で言われると、今いま更さら断ることも出来ない。

　それどころか俺の返答も待たずに通話が切れた。

「今からかよ」

　溜ため息いきを吐いて、壁に後頭部を押し付ける。

　もっと無理難題を吹ふっ掛かけるべきだった。やはり酒のせいでろくに頭が回っていない。三十分と言われたときに「来るなら十分以内だ。それ以上は待たない」と高飛車に返すべきだったと後悔する。迎えに行くという申し出が予想外で、新しい条件を付けるほど頭が回らなかった。

　鈴本がどこに居るのかは知らないが、ここから病院まで車なら三十分程度だから、勤務明けかもしれない。

「今のうちに少しでも酔よいさましておくか」

　余った時間は、トイレで潰した。個室の中でぼんやりしていたら、立ったまま眠ねむっていたようで、携帯の着信にはっとして目を覚ます。いつの間にか三十分経たっている。

　電話に出ると完結に『着いたぞ』と一言言われ、俺の返答を待たずに切れた。

　電話の切り方に、傲ごう慢まんな男の性格がよく現れている。

　苛いら立だちながら座敷に戻ると、藤野が「遅おそいぞ」と、ラマに似た顔を意地悪く歪ゆがめた。

「すみません、今すぐ病院に行かなければならなくなりました」

「どこの病院ですか？　私、飲んでないから車で送りましょうか？」

　俺がそう言うと、近くにいた同じ営業所の後こう輩はいが気を遣つかってくれる。

「タクシーを呼んだから」

　藤野は途と端たんに詰つまらなさそうな顔をしたが、さすがに仕事よりも自分との飲みを優先しろとは言えないようだった。しかしその代わりに、透とう明めいな液体の入ったグラスを俺に差し出す。

「じゃあこれで飲み納めだな」

　呼び出されたと言った以上、仕事を理由にそれを断ることは出来る。

　けれど弱みを見せるのが嫌で、グラスを摑つかんで一気に呷あおった。その瞬しゆん間かん、頭をガンと殴なぐられたような衝しよう撃げきを覚える。味も何もない。アルコールそのものだ。食道が熱を持って灼やけつく。目め眩まいがした。一体、何度の酒だったんだと、早さつ速そく飲んだ事を後悔する。

「では、お先に失礼します」

　何とか一礼してから、同じ事業所の同期に不足が出ないように大目に金を渡わたして、店を出る。

　同僚の目がなくなった途端、足が蹌踉よろけた。エレベーターをフリーフォールのように感じながら、ビルを出て普ふ段だんより重く感じる鞄かばんを手に歩道を歩く。

　すぐに近くに停とまっている車が目に入った。暗いので運転席に誰だれが座っているのかは分からないが、傍そばに行くとライトが点ついたので、誘われるように助手席のドアを開ける。

　案の定、乗っていたのは鈴本だった。だけど眼鏡がないだけで、随ずい分ぶん印象が違ちがう。

「かなり飲んだみたいだな」

　車に乗り込み、シートベルトを締しめる時に言われた。

「まあな。それより眼鏡してないけど、平気なのか？」

　病院で会うときは眼鏡をかけているから、不安になった。

「生活や運転に支障が出るような視力じゃないから、仕事のとき以外は面めん倒どうでかけてないんだ」

　鈴本はそう言うと、ゆっくりと車を走らせる。俺は窓の外に視線を向けた。

「吐くなよ」

　以前脅おどした事を覚えているのか、鈴本が先手を打つ。

「前回は無む理り矢や理り吐かせたくせに」

「お陰で楽になっただろ？」

　確かにその通りだったから、それ以上文句は言わずに助手席で目を瞑つぶる。風景を見ているよりも、自分の瞼まぶたの裏を眺ながめている方が多少気分がましだった。やっぱり、最後の酒は飲むべきじゃなかった。無む駄だな負けん気の強さのせいで、いつも損をしている気がする。

「起きろ」

　不意に鈴本から声を掛けられて瞼を開ける。気付けば眠っていたようだった。

　普段なら酒が入った状態で車や電車に乗ると気分が悪くなるが、今日はそれがなかった。

　鈴本は車の運転が上手うまいのかもしれないと、目を擦こすりながら考えた。

　鞄を持って降りると、バンという音を立てて鈴本がドアを締める。その音が頭に響ひびく。

「持っていくのか？」

「社外秘の資料も入ってるんだ。万が一にも盗ぬすまれたら困る」

「酔っぱらいがふらふら持ち歩く方がまずいと思うけどな」

　鈴本が俺の鞄を取り上げたせいで急に右手が軽くなる。石のように重い荷物が無くなったお陰で、バランスを崩くずして前に倒たおれそうになり、咄とつ嗟さに鈴本の車に手を突く。

　そのときにＭを二つ重ねたフードマスコットが目に入り、慌あわてて離れた。いくらＭが好きでも、迂う闊かつに触さわる気にはなれない。万が一ボンネットを凹へつこませでもしたらと想像するだけで怖こわい。

　流石さすがボンボンの車だと感心しながら、既に歩き出している鈴本をふらふらと追い掛ける。

　駐ちゆう車しや場からエレベーターに乗ると、鈴本はフロントではない階のボタンを押す。上じよう昇しようするエレベーターに、また胃がシェイクされた。

「部屋は、予あらかじめとってあったのか？」

「お前が寝ねてる間にな」

　そんなに深く眠っていたのかと自分に呆あきれた。

　いつの間にかネクタイも解いていたようで、胸ポケットに折って仕し舞まってあった。自分でやった記き憶おくはないが、鈴本にされたと考えるのは微び妙みような気分だ。

　追及はしないことに決めて、壁に寄りかかる。ジャケットのポケットに何か固い物があると思って取り出したら、ミントのタブレットケースだった。自分の息が鼻につくので、中身をざらざらと掌てのひらに出して口に入れる。入れた後で、水分不足でそれが舌や頰ほおの内側に張り付いた。思わず咳せき込みながらタブレットを掌に吐はき出す。

「一見するとクールで理知的に見えるのにな」

　含みを持たせる言い方にむっとする。

　確かに俺はこいつの前で、格好悪いところばかり見せているが、それを俺の本来の姿だと思われるのは抵てい抗こうがある。会社の同どう僚りようにはしっかりしていると思われているし、今まで関係を持った相手にはこんなところを見せたことはなかった。それに印象に反するのは俺だけじゃない。

「先生にだけは言われたくないね。そっちなんか、まんま詐さ欺ぎだろ」

　タブレットはスーツのポケットに入っていたハンカチに丸める。

「医者が高圧的だと、患かん者じやが萎い縮しゆくする。仕事を円えん滑かつにするためには、多少の演技は必要だ。それにときどき瀬野くんみたいのが引っかかる」

　俺のことを疑ぎ似じ餌えに騙だまされた馬ば鹿かな魚みたいに言うのは、止めて貰もらいたい。

「自分が補食する側だと思い込まない方がいいと思うけどな。あんたはこれから俺にやられるわけだし。せいぜい吼ほえとけよ。すぐに鳴かせてやるから」

　鈴本は余よ裕ゆうを崩さないまま「それは楽しみだな」と、開いた扉とびらの向こうに視線を向けた。







　シャワーヘッドから降り注ぐお湯を、普段よりも数度高い温度に設定する。

　短い間だが眠った事で、気分は多少はましになった。出来ればこのまま布ふ団とんに潜もぐって眠り込んで仕舞いたいが、そんな事をすれば疑似餌に騙された挙げ句、自らまな板に上る事になる。

「ここまで来たらやるしかねーけどな」

　決意を新たにシャワールームから出たときに、下着が無む彩さい色しきのキリン柄がらであることに気付く。

「あー……」

　イタリア製で肌はだに優しい生き地じが気に入っているが、「遊び心があるデザインだ」と思って貰えるのは最初の一回ぐらいだ。何も身に付けずに出る事も考えたが、どうせこの場に放置しておけば、鈴本の目に入る。仕方ないのでもう一度穿はいた。笑われるのは覚かく悟ごの上だ。

　バスローブ姿で部屋に戻ると、鈴本が腰こし掛かけていたベッドから立ち上がった。近寄ってきて、俺の首の辺りに指を伸のばしてきたから、避さけるように顔を逸そらす。

「顔色は随分良くなったみたいだな」

　鈴本は俺の意向を汲くんで、それ以上触ふれようとはせずに、シャワーを浴びに行ってしまった。

　待つ間に水のボトルを二本空にしてから、二つあるベッドの窓まど際ぎわの方に仰あお向むけに倒れる。床ゆかに足を着けたまま、しばらくぼんやりとしていたらまた眠ねむってしまったようだ。

　鈴本に頰を撫なでられて、慌てて体を起こす。

「先に相手を満足させるっていうのは、射精させるって事でいいんだよな？」

　認にん識しきに差さ違いがあっては困るので、念を押すように尋たずねる。

　鈴本は肯こう定ていするように唇くちびるの端はしを引き上げた。バスローブを着ている俺とは違い、鈴本は下着以外、何も身に付けていない。引き締まった筋肉は記憶にあるよりも、逞たくましく見える。

「だったら、この体勢はフェアじゃない」

　喧けん嘩かもセックスもどう考えてもマウントポジションの方が有利だ。

「せめてタイムトライアルにしろ。先せん攻こうは先生でいい。今、十一時四十二分四十秒だから、十三分になったらカウントを開始する」

「いつもそんな風にやるのか？」

　はきはきと手順を決めると、鈴本に呆れられる。

「あんた相手にムードも何もないだろ？　普段はもっとまともにやる。安心しろよ。俺があんたを抱だく頃ころには、ムードなんか気にできないほどとろとろに溶とけてる筈はずだから」

　不敵な笑えみを浮うかべると、鈴本は何も言い返さない代わりに、俺の体を軽く押した。

　時計を見ると十三分を二十秒過ぎている。酔ようと感度が鈍にぶくなるから、この状態はある意味有利だ。だけどそんなハンデがなくても、勝つ自信はある。

　お手並み拝見だな、と目を閉じた。するとすぐに瞼に唇が触れる。

　そのまま眼球の上をねろりと舐なめられて、擽くすぐったさに笑いそうになった。睫まつげの際をすっと舌が辿たどり、次いで頰の上に唇が落ちた。

　そんな風に顔に触れられている最中に、無防備なバスローブの裾すそを割って掌が足を滑すべる。

　受け身の愛あい撫ぶは落ち着かない。される側、というだけで慣れた行こう為いを奇き妙みように感じる。

「十五分経たって変化なかったら、コールドでいいよな？」

「もっと短くても良い」

　余裕ぶっているのか、それとも本当に余裕なのかは分からないが、焦じらすような手つきが嫌いやだった。鈴本の手は肝かん心じんなところには触れずに、バスローブの紐ひもを解く。学生時代、テニスで鍛きたえた胸の筋肉に触れられ、腹の方まで撫でられる。

　もっと性急なやり方で来ると思っていたが、鈴本の手は丁てい寧ねいだった。

「ん」

　油断していたら、皮ひ膚ふの薄うすい所に口付けられて、僅わずかに声が漏もれる。すると、調子に乗った鈴本が唇を塞ふさいできた。すぐに深く舌が入って来る。呼吸を邪じや魔まするようなやり方が不満で、肩かたを押しやろうとすると、反対にベッドに体を押し付けられた。

　抱き竦すくめられ、逃にげ場のない状態でされるキスに、すぐに息が上がる。息いき継つぎの合間に舌を吸われて、油断するとまた声が漏れそうだ。

　最近は仕事が忙いそがしかった。知り合いには先日振ふられてしまったから、他人と触れ合うのは久ひさし振ぶりだ。そのせいか舌を絡からめているだけなのにやたらと気分が高まってくる。

「っ、ふ」

　軟やわらかく器用に動く舌を追い掛かけていると、急に唇が離はなれる。

　鈴本相手に思いの外夢中になっていた事に気付いて、ばつが悪いまま瞼まぶたを持ち上げると、鈴本は今度は触れるだけのキスを落とした。なんとなく彼の目的が俺の目を開けさせることにあったんじゃないかと思えて、望む通りになってしまった自分に舌打ちしたくなる。

「先生のやり方、結構ぬるいな」

　夢中になってしまったのを誤ご魔ま化かすように嗤わらう。

　鈴本は何も言い返さなかったし、気分を害した様子もない。一体何を考えているのだろうと、瞼の裏を見ながら思案していると、不意に胸の先を舐められて少し驚おどろいた。

　だけど元々そこは性感帯ではないので、他ほかの皮膚を舐められているのとあまり変わらない。

　時間の無む駄だだ、と高を括くくっていると、いきなり歯を立てられた。

「っ、う」

「瀬野くんは痛いのが好きなんだよな？」

　知り合いが何を言ったのかは知らないが、俺の役割は痛めつけられる方じゃない。

　鈴本も恐おそらくそれを知っているくせに惚とぼけたように訊きいてくる。一発殴なぐろうとしたら、気配を察した男に両方の腕うでを摑つかまれてもう一度同じ場所に舌が這はった。先さき程ほど嚙かまれたせいか、反射で体が構えてしまう。歯が当たる度たびに、びくびく体が竦むのが情けない。

　強く吸われると、僅かな痛みのせいでじわじわとそこが熱くなった。

「……、……」

　漏れそうになった声を飲み込む。胸で感じたとは絶対に思われたくなくて、息を殺す。

　鈴本はもう片方の乳ち首くびを摘つまんで、痛みを覚えるぐらいに手て荒あらに抓つねった。

　乱暴な手を外そうと甲こうを引っ搔かくと、途と端たんに指先は優しくなる。指の腹で宥なだめるように撫でられ、むず痒がゆい感覚が広がった。だけど再び体を捩よじろうとすると、咎とがめるように抓られる。

「っ」

　びりっとした痛みに瞼を持ち上げると、苛いじめられた場所に舌が落ちるのが見えた。

　先程よりも過か敏びんになっているせいで、いちいちその動きに反応してしまいそうになる。シーツに頰を押し付けて耐たえていると、しばらくして漸ようやく唇が離れる。

　ほっと息を吐くと、急にぐっと鈴本の膝ひざで股こ間かんを押しあげられて、自分が反応している事を教えられる。誤魔化しようもなく硬かたくなった物を下着の上から掌で触れられて、意図せず大きく息を吸ってしまう。

　胸で反応していることをからかわれるかと思ったが、鈴本は何も言わなかった。楽しんでいる気配は伝わってきたが、欲よく情じようしているというより、俺の様子を観察して面おも白しろがっているように見えた。しばらく布の上から遊ばれて、完全に固くなってから下着を剝はがれる。布の中に籠こもっていた熱がすっと拡散する感覚に、短く息を吐き出す。

「は、っ」

　不意に顔を上げると、目が合った。見るな、と言いそうになった唇を再び塞がされる。

　下した唇くちびるを含ふくまれて音を立てて吸われた。顔を背そむけようとしたときに、性器ではなくその下にある陰いん囊のうと尻しりの間を指先で辿られ、びくんと腰こしが跳はねる。

　キスをしながら会え陰いんを指で押された。痛みを感じる程ではないが、それでも強い指先に逃げるようにベッドの上をずり下がろうとすると、腰を押さえられる。

「そこ……やめろよ」

　思わず目を開けて目の前にある肩に爪つめを立てる。指先にはあまり力が入らず、逃げれば余計に強く押されて、腰が震ふるえた。直接体の中に指を入れなくても、そこから前ぜん立りつ腺せんを刺し激げきされて、じわじわとした熱を感じる。

「ひ、きょうだぞ」

　思わず声が上うわ擦ずったのは、その奥に指を這わせられたせいだ。閉じた穴の上を擦られて恐きよう怖ふ感かんと違い和わ感かんが一いつ緒しよになって、ざわざわと鳥とり肌はだを立てる。

「そっちを使うのはなしだ」

「後出しで条件つけられてもな」

「それともあんたはそっちを使わなきゃ俺をいかせられないのかよ？」

　わざと相手を煽あおって自分の望む方向へ導こうとする。

「分かった。お前の挑ちよう発はつに乗ってやる」

　鈴本は指をあっさりと放して、陰いん茎けいをするりと撫でた。

　先程まで貞てい操そうの危機だったのにもかかわらず、未いまだに固く反り返って鈴本の手に触れられて喜んでいる性器の根本に指が這う。敏びん感かんな裏側を撫でられると、それだけで息が乱れた。

「もう限界か？」

「は、全然」

　吐はき捨てながらも、横目で時計を確認する。まだカウントを開始して四分しか経っていない。

「っ……ぁ」

　我が慢まんしなければ、と考えるほど早く体に熱が溜たまった。それを逃がすためにはあっと欲よくの籠もった息を吐き出して、いつの間にか口の中に溜まっていた唾つばをごくりと飲み込む。　>>>♥

　悔くやしいが、指の動きに翻ほん弄ろうされて腰が揺ゆれそうになる。射精を堪こらえているとき特有の、腰が重たくなる感覚を誤魔化すために、達したら犯おかされるということを、改めて考えた。

「っ、はっ」

　だけど俺が余計な事を考えているのが分かったのか、急に皮との境目をぐりっと押されて痛いた痒がゆい刺激が生まれる。

「う、あっ……」

　無駄だと分かっても鈴本の手から逃れようと肩を押すと、唇を舐められた。酔っているせいか、舌を吸われるだけで体がふわりと浮き上がる気がする。そのうちいやらしい音が唇からしているのか、下か肢しから聞こえるのかすら分からなくなる。

「ん……ぁっ」

　突然それまでよりも強く舌を吸われてから、舌の表面を舌でざらりと舐められた。熱くて湿しめった柔やわらかい舌の感かん触しよくで、箍たがが外れるのがはっきりと分かる。

「あ」

　まずい、と思ったときにはもう、先せん端たんから白はく濁だくした精液を吐き出していた。止める術もなく鈴本の肩を軽く引っ搔きながら、その手を汚よごす。普ふ段だんより量が多くどろりとしたものが指の間を伝うのを見て、さすがに居たたまれない気分になる。

「六分二秒」

　睦むつ言ごとのように鈴本が甘い声で耳元に囁ささやく。六分二秒、と心の中で復唱して時計に視線を移す。

　荒あらい息をなんとか鎮しずめようとしている俺とは対照的に、鈴本は涼すずしい顔をしていた。

「どけ、よ」

　まだ熱に掠かすれてはいたが、意識して低い声を出して上に乗っていた鈴本を押しやる。腰こし紐ひもが外され、腕だけ通していたバスローブを脱ぬぐと、それで腹の上にも散っていた精液を拭ぬぐった。

「針が三十になったらカウント開始しろよ」

　向き直ると鈴本は幾いくつかある枕まくらを背中の間に入れて、ベッドヘッドに凭もたれていた。

　俺は達したことでいっそう気怠い気持ちになりながら、男の体を跨またぐ。

　間をおかない方が、攻せめていたときの興奮が残っていて有利だと思ったが、鈴本の股間は特に膨ふくらんではいない。装っているわけではなく、本当に鈴本は冷静だったようだ。

　───すぐにその余よ裕ゆうを覆くつがえしてやる。

　六分以内に相手をいかせるのは、大して難しくない話だ。

　けれど相手は抱だかれ慣れた体じゃない。慣れてる奴やつなら前立腺を弄れば話は早いし、何より相手が抱かれ方を知っている。けれど抱かれた経験がない男の体の中や、前立腺を弄るのは逆効果になる場合もある。普段とは属性の違ちがう快感に、戸と惑まどっていけなくなることが多い。少なくとも一回目は無理だ。かなり素質がないと、一度目で快感を得るのは難しい。

　そんな事を秒針が三十を過ぎてもぐるぐると考えていると、鈴本が手を伸のばして俺に触ふれた。

　濡ぬれた手で唇くちびるに触れられた瞬しゆん間かん、青あお臭くさい匂においが鼻を掠める。それが自分の吐き出した精液だと気付き、思わず鈴本を睨にらみ付けた。

「てめぇ」

　唇についたそれを忌いま々いましい気分で拭う。

「固まってないで、さっさと奉ほう仕ししろ」

「嚙みちぎってやる」

「へえ、口でしてくれるのか？」

　鈴本の挑発に「誰だれがするかよ」と答えて、固い胸に手を当てた。

　とにかくギネスに認にん定ていされるような記録的な早さで、こいつを絶頂に導いてやろうと下着の中に指を入れる。鈴本のそれを掌てのひらで包むと、徐じよ々じよに芯しんを持ってくる。

　手て筒づつを使って擦ると反りかえってきたが、盗ぬすみ見た男の表情はまだまだ余裕で、達する気配がない。熱は集まっているし固くはなったのだが、もう一段階上がある気がした。

　感度の悪い男を前に軽く舌打ちして、さっき自分がされたように唇にキスをする。一いつ瞬しゆん青あお臭くさい味がしたので嫌いやがるかと思ったが、予想に反して鈴本は積極的に舌を絡からめてきた。

「ふ、う」

　角度を変えながらしていると、そのうちキスの方に夢中になって、気付けば手が止まっていた。頭がぼんやりしてきて、慌あわてて顔を放して時計に視線を向ける。

　そうこうしているうちに、早くも四分が経たっていた。あと百二十二秒。ぼうっとしていたら、あっという間に過ぎてしまう。

　顔を上げると悠ゆう然ぜんと俺を見ている鈴本の目と視線が合った。鈴本の唇は勝利を確信しているかのように、いやらしく歪ゆがんでいて焦あせりを覚える。

「遅ち漏ろうなら、先に言えよ」

「……もし抱かれたいのに素す直なおにそう言えないなら、そのままわざと負けて仕方なく抱かれたふりをしろ。言い訳ぐらいは許してやる」

　汚れてない方の手で、擽るように耳の後ろを撫なでられた。

「誰が」

　優やさしい指先を心ここ地ちよいと思ってしまったのを誤ご魔ま化かすように、きつく吐き捨てる。

　このまま終われない。先さき程ほど否定した行こう為いだが、背に腹は替かえられない。眼前に迫せまった鈴本の赤黒い陰茎を見て、覚かく悟ごを決める。

　鈴本が俺をじっと見ているのは分かっていた。だから顔を上げずに背中を丸めて屈かがみ込む。

　奉仕しろ、と言われたとおりに口で尽つくすなんて屈くつ辱じよくだが、抱かれるのだけは嫌だ。

　先程まで手で育てていた鈴本の陰茎に、意を決して舌を這はわせる。シャワーを浴びた後だから、雄おすの匂いはしなかった。口の中に溢あふれる唾だ液えきを飲み込まずに、擦なすり付けるように舌を動かして、陰囊との境目を辿たどる。

「はぁ」

　はじめて、鈴本の唇から熱の籠こもった吐と息いきが漏もれた。

　それに気をよくしてじゅっと、音を立てて根本の部分を吸う。ようやく限界まで大きくなった陰茎を手で支えながら先端を舌で擦り、先の方まで太いそれを咥くわえて、上じよう顎がくに擦り付ける。くすぐったさを堪えながら、頰ほおを絞しぼって唇で作った輪で扱しごく。その最中も視線を感じたが、絶対に鈴本の顔は見ないで置こうと決める。

　余裕ぶった表情を見たくないというのもあったが、舐なめているだけで体は再び熱くなっていた。目が合ったら、その熱が更さらに温度を上げそうで怖こわい。

「ん、んぅ、っ」

　頭を動かしながら、手で絞るように上下させる。そのときに間ま違ちがって喉のどの奥まで入れてしまい、反射的に口を離はなす。唾液が糸を引いた。軽く咳せき込んでから、再び飲み込む前に濡れている陰茎の先端に、唇を擦り付ける。

「美味うまそうにやるな。咥えるのが好きなのか？」

　反論する時間が惜おしくて、今度は意図的に喉の方まで咥え込んだ。ひくっと、口の中が震ふるえるのが自分でも分かる。しかし出来る限りのことをしないと、あと数十秒で時間切れになる。

　焦っていると項うなじにかかる後ろ髪がみに、鈴本の指が絡んだ。女が指先に髪をくるくる巻き付けるように短い髪を弄もてあそばれる序ついでに、時折いやらしく指が脊せき椎ついの上を辿る。

「ん、ふぁっ」

　鈴本の指に気を散らされそうになりながら、知っている方法全すべてを使って満足させようとしたが負けそうな状じよう況きように焦りが募つのる。必死に舌を動かして、顔と手を唾液でべたべたにしながらそれを手で扱いていると、鈴本の指が項から頰に移動する。そのうち指は顎あごの下を擽る。

「瀬野くん」

　呼ばれると同時に顎の下の指で、顔を上げられた。見ないで置こうと決めたのに、うっかり目を合わせてしまう。鈴本の表情は、もう誤魔化しようもない程に雄になっていた。以前ホテルで見たときよりも、ずっと欲の籠もった視線を向けられて、体の芯が痺しびれるような気がする。

「時間」

　掠れた声で指し摘てきされて、棹さおから唇を放してデジタル時計の数字に視線を向ける。

「あ……」

　濡れた唇を拭うことも忘れて、呆ぼう然ぜんと一秒ごとに変わる時計の表示を見ていると、いきなり視界がぐるりと反転した。押し倒たおされたと自覚する前に、目の前に迫った鈴本が「今度は俺が奉仕してやる。口でじゃないけどな」と笑って、太ふと腿ももの内側に手を掛かける。

　その瞬間、キスの余よ韻いんも熱もさあっと醒さめた。

「よ、酔よってる相手に勝負を持ちかけるなんて、卑ひ怯きようだ」

　何とか言いくるめられないかと、この期ごに及およんで足あ搔がきたくなる。

「負けたんだから大人しく受け入れろ」

「ふざけんな、俺、そっちの経験なんかないって」

「それは優しくして欲しいってことか？」

「やめろって言ってんだよ！」

　強く力を込めて引き剝はがそうとしたときに、手を弾はじかれる。その際に甲こうが鈴本の頰に当たり、思いの外、パシンと強い音がした。途と端たんに鈴本の目が剣けん吞のんな光を帯びる。

「いい加減にしろ、最初からこうなる予定だっただろ？」

「俺の予定じゃ逆だったんだよっ」

「悪いな。早そう漏ろうじゃなくて」

「俺も違ちげーよ！」

　喚わめいたときに粘ねばついた指が、穴の上に宛われる。

　反射的に覗のぞき込むと、いつの間に準備したのか、鈴本の指にはスキンが被かぶせられていた。それは室内の明かりをてらてらと反射している。恐おそらくローション付きなんだろうと、どうでも良いことを考えていると、指先が中に入り込んで来る。

「う、わ…………、本気、かよ？」

　答えは分かっていたが、一いち縷るの望みを託たくして問いかけた。

　鈴本はそれには答えずに、「力を入れるな」と命令してくる。触しよく診しんするような手つきで、内側の方をぐぐっと押された。その指が前ぜん立りつ腺せんを掠かすめて、慌てて息を詰つめる。

　前立腺で上手うまく感じられるかどうかは慣れと素養次し第だいだ。内側から直接触れた事はないが、会え陰いんの上から何度か弄ったことはあった。そのせいなのか、もしくは俺に素養があるのか、鈴本に指で触れられたときに体の奥から押し出されるように大きな声が出そうになる。

「っ、う、嫌だ……」

「二度もお預けされたんだ。流石さすがにもう見み逃のがしてやる気はない。諦あきらめろ」

「先生、や……ぁっ」

　拒きよ絶ぜつしているのに、指が二本になった。もう一本分広げられて苦しいのに、指はますます無ぶ遠えん慮りよに内側を探さぐる。そのせいで思わず漏れた小さな声を、目の前の男が吐息だけで笑った。

　調子づかせたのが悔くやしくて、自分の唇に歯を立てる。

　そのときに掌が汗あせで滑ぬめり、いつの間にか鈴本の肩かたを摑つかんでいたことに気付く。離そうとしたが弱い場所を擦こすられて、再びぎゅっと握にぎりしめた。

「ん、っ」

　指は何度か内側を往復した後で、もう一本増やされる。先程よりきつい。

　流石に痛みを覚えて、体が勝手に楽な体勢を取ろうと腰こしを浮うかせてしまう。まるで催さい促そくするような格好だと気付いた頃ころにはすでに、指はもう半分以上埋うめられていた。

　三本は飲み込めたが、それ以上大きいのは無理だ。なのに鈴本は指を抜ぬくと、いつの間にかシーツの上にあったスキンの封ふうを切って、自分の性器に被せる。

「なぁ、本気……？」

　固く反り返った陰いん茎けいを目にして、今まで感じないようにしていた恐きよう怖ふ心が否定できないほど胸の内側で膨ふくらむ。

「安心しろ。もし切れたら縫ぬってやる」

「っ」

　それを聞いて余計に怖くなった。膝ひざを押されて足を開かされ、その間に鈴本が体を入れる。

　閉じられなくなった俺の両足を、鈴本はぞんざいな仕草で抱かかえると、先程まで指で開かれていた穴に先せん端たんを宛う。スキン越ごしに固い物を感じて思わず息を飲み込むと、こじ開けるように性器が入ってきた。

「い、た……いっ」

　ぐぐっと埋め込まれた物のせいで、全身の毛穴が開いて汗が滲にじむ。

　知らず知らず弓なりになっていた背中が、のし掛かかってくる鈴本の体重を支えきれずに、シーツに落ちる。鈴本が更に奥に進もうとするから、喘あえぐように口を開いたら、舌が差し入れられた。息苦しくて顔を逸そらしても、執しつ拗ように唇くちびるが追い掛けてくる。

　唇にばかり意識をとられていると、とうとうそれが深く入ってくる。

「う、あっ」

　目で見たときよりも舌で感じたときよりも、ずっと大きく思えた。奥の方を広げられる度たびに、びくびくと膝が跳はねる。俺が苦痛しか感じていないのを鈴本も知っているだろうが、容よう赦しやはして貰もらえなかった。

　痛みで体の内側がじんと熱を持つ。これから揺さ振ぶられるのを考えると、悲ひ愴そうな気分になる。

「切れてないな。上手く飲み込んでる」

「……っ」

　繫つながってる場所を指でぞろりと撫なでられる。途端にびりびりとした刺し激げきが走り、腰が震えた。

「人の気持ちも考えずに適当な事を言いやがって、切れなければいいって物じゃない」と喉のど元もとまで迫せり上がった言葉は、中に入ったものを軽く動かされたことで霧む散さんする。

「……う、ぅ」

　必死に矜きよう持じを保とうとする俺を見る鈴本の目はやけに楽しそうで、同時にやけに雄くさい。

「そんな頑かたくなに拒きよ否ひしてないで、お前も楽しめ」　>>>♥

　次は絶対俺が犯おかしまくって、蠟ろう燭そくや鞭むちを使って整った顔をぐちゃぐちゃにしてやると決意して睨にらみ付ける。勝負事の対価として了りよう承しようしたのだから、現在の状況を受け入れるしかないとしても、気色の悪い声をあげる気はないし、この行こう為いに協力してやるつもりもない。

　せいぜいマグロ相手に腰を振ってればいいと、腕うでで顔を覆おおいながら痛みに耐たえる。

「っ、ふ……っ」

　自らのファンブルによって、現在のカタストロフが引き起こされたかと思うと、悔くやまれる。

　ただただ痛みに耐えながら、早く終われと願う。気持ちよくない、痛いだけだ。

　そうであって欲しいのに、苦しさと痛みを感じていた体が、徐じよ々じよに快感を拾い始める。体の奥の、自分でも知りたくなかった良いところに鈴本の陰茎が擦すれる度に、声が漏もれそうだった。

「……、……っ」

　俺が必死で声を抑おさえているのを知ってか知らずか、鈴本が立場の違ちがいを見せ付けるように何度も激しく奥まで抉えぐってくる。

「あ、……、ん、ぁ、あ」

　声は漏れて仕し舞まえば、それまでだった。今までどうにか耐えていた筈はずなのに、次々と緩ゆるく開いた唇から滑すべり落ちていく。その度に鈴本との間に作っていた壁かべが、ぼろぼろと剝がれ落ちる。抱だかれて声をあげる自分が恥はずかしくて思わず顔を隠かくすと、その腕を強ごう引いんに取られた。

　のし掛かる男と目が合う。鈴本は俺を見下ろしながら、熱っぽい息を吐はき出した。

「瀬野くんの、感じてるのが不本意だって顔、いいな。もっと苛いじめたくなる」

「っ」

　反射的に睨み付けると、ぎりぎりまで抜かれたそれを、一気に奥まで沈しずめられた。

「あ、あ……っ」

　一ひと際きわ大きな声が漏れて、目の奥が熱くなる。先に達するのが嫌いやで、我が慢まんしようとしたが無理だった。はっと短い息を吐いたときに、いってしまう。

　鈴本はそれに気付くと、体に力の入らない俺の腰を抱えて、今度は自分が達する為ためだけに容赦なく揺さ振ってくる。

「や、めろ」

「自分がいったからってそれはないだろう？　最後まで付き合え」

　弛し緩かんして先さき程ほどより柔やわらかくなった場所を突つかれて、体が震ふるえた。余韻で敏びん感かんになっている粘膜に次々と快感を送り込まれて、溺おぼれそうになって思わず目の前の男の首に手を回す。

　耐えるために力を込めて引きよせると、鈴本が息を詰めて内側で達するのが分かった。どんな顔をしているのか、純じゆん粋すいに興味を覚えて近くにある男の顔に視線を向ける。

　目を伏ふせた横顔はぞくりとするような色気を纏まとっていた。その瞼まぶたがゆっくりと持ち上がる。視線に気付いた鈴本が、挑ちよう発はつ的に笑う。

　嫌みな男だ。だけど何故なぜか、その笑え顔がおを見ていると体の奥が奇き妙みように疼うずいた。







「で、散々ワガママ聞いた後でそいつが言うんスよ。そんな風にぺこぺこして見せたって、どうせ君らは俺達より高給取りなんだから、心の中では馬ば鹿かにしてるんだろって。いや、心の中ぐらい自由にさせて欲しいじゃないスか」

　遅おそい昼食を取るために病院近くのビストロを訪おとずれると、案内された席が偶ぐう然ぜん顔見知りのＭＲの隣となりだった。無視をするわけにもいかずに一いつ緒しよのテーブルでこうして一緒に食事をとっている。

　最初はお互たがい当たり障さわりのない話をしていたが、そのうちＭＲが過去にあった医師からの無む茶ちやな要求について語り始め、次第に俺が競合相手だということも忘れて、ヒートアップしていった。相当ストレスが溜たまっているらしい。

「それで、肝かん心じんの薬は取って貰えたのか？」

「取って貰えたなら文句なんか言わないスよ。ゾロって、結局医者の心証が良い会社に回すじゃないスか。俺はまだまだ尽つくし足りないってことで結局なし。嫌な奴やつだったスよ。同じ医者でも鈴本先生とは大おお違ちがいスね。あ、息子むすこの鈴本先生の方スけど」

　いきなり鈴本の名前が出て、噎むせそうになる。

　口の中にあるリコッタチーズの入ったトルテローニを、ホウレン草のクリームソースごと何とか飲み込んで、気分を落ち着かせるためにアイスコーヒーに口を付ける。

　あの男と寝ねたのは、四日前だ。四日間その事ばかり考えていたから、もう九十時間以上前の事だと思えない。あの日、終わった後は酒のせいもあってベッドでそのまま眠ねむってしまった。

　朝起きたら既すでに鈴本の姿はなく、俺は汚よごれていない方のベッドで目を覚ました。書き置き一つ無かったが、前回同様にホテルの料金は既に支し払はらわれていた。

　───酒さえ入ってなければ、負けたりしなかったんだ。

　自信を持つだけあって、確かに上手うまかった。認めたくはないけど、初めてで達する事ができたのは、あいつのテクニックに依よるところが大きい。俺は声を堪こらえるので精せい一いつ杯ぱいで、二度目だったのに一度も達していない鈴本よりも先にいってしまった。屈くつ辱じよくだ。抱かれただけでも屈辱なのに、二回目は後ろだけでいかされたっていうのがまた屈辱だ。

　静かに落ち込んでいる俺には気付かず、目の前に座るＭＲは鈴本の話を続けた。

「院長の息子だっていうのに権力振ふりかざす事もないし、穏おだやかで丁てい寧ねいで医者の鑑かがみスよね。しかもあんなに格好良いと女性がほっとかないスよね、きっと」

　みんなあいつに騙だまされている。

「入院してる子供とも激務の合間に遊んでるとか、どんだけ性格良いって話じゃないスか」

　あれは遊んでるというよりも、やっつけられてるんだ。素す直なおな心を持った子供は、あいつが上手く覆い隠している性格の悪さを見み抜ぬくのだろう。

　鈴本をべた褒ぼめするＭＲの言葉を聞いていると、先程まで美味うまかった食事を楽しめなくなる。

　すっかり〝僕の方〟に騙されている。〝俺の方〟を知っても同じ事が言えるだろうか。尤もつとも、あの男は迂う闊かつに本ほん性しようを現さないだろうが。

「瀬野さんもそう思うでしょ？」

「……さあ、まだ顔を合わせる機会がそれほどなくて」

　明確に肯こう定ていするのを避さけて、曖あい昧まいに濁にごす。

　話の矛ほこ先さきを変えるために、先月医者とゴルフコンペしたときにうちの新人が医者にボールを当てて仕舞い、謝り倒たおすはめになった時のことを話す。鈴本と初めて会った日の事だ。

　親しん睦ぼくを深めるためのコンペで、うちの新人と得意先の間にマリアナ海かい溝こうよりも深い溝みぞを作った。ボールを顔にぶつけられた医者はラウンド中ずっと不ふ機き嫌げんで、かなり気を遣つかった。その後知人にバーに呼び出されたのにそいつが男と消えて、ストレスも相まって酒を飲み、前後不覚の状態で鈴本にホテルに連れ込まれて襲おそわれかけた。

「ちょ、ちょっとタキオンさん、トマト嫌きらいなんスか？」

「え？」

　指し摘てきされて手元を見る。サラダに載のっていたプチトマトがぐちゃぐちゃになっていた。どうやら無意識にフォークの先でガツガツ突いていたらしい。

　残念な状態になったそれを慌あわてて口に運ぶ。

「ストレス溜まってんじゃないスか？　こまめに発散した方が良いスよ」

　その助言に「最近あまり休みが無くて」と無難な事を答え返すと、ＭＲは自分の接待での失敗談を話し出した。それに適当な相あい槌づちを打つ。

　接待といっても最近は締しめ付けが厳しいので、あまり金を使う物はない。俺が参加したコンペにしたって、会社からの持ち出しはない。しかし金銭負担の接待がなくても、休日を割さいて付き合っている。尤も、接待の中で一番ひどいのは、先日の鈴本との賭かけだが。結局抱かれるなら最初から勝負にしないで、薬事委員会で推おして貰えるのと引き替えに体を差し出せばよかった。これでは抱かれ損だ。

「タ、タキオンさん、その氷、ストローじゃ割れないスから」

　向かいの席から指摘されて、グラスの氷をストローでガツガツ突いていたことに気付く。

「あ、そろそろいかないとスね」

　鈴本ほど上手くはないが、俺もポーカーフェイスぐらいは作れる。しかし今日は色々とボロがでているせいか、他社のＭＲは俺から不ふ穏おんな空気を嗅かぎ取って、そわそわと立ち上がった。

　まだ少し早いぐらいの時間だったが、俺も一緒に席を立つ。

「今日はこれからどこ行くんスか？」

　店から出るときに尋たずねられて「さっき言ってた鈴本先生のところだよ」と答える。

「いいスね、代わって欲しいスよ」

　出来ることなら俺もそうしたい。

　ＭＲと別れてから、病院を目指して歩く。鈴本に会う予定はないが、病院に顔を出せば会う可能性が高い。あれだけ大口叩たたいたくせに負けたことをからかわれたら、愧き死ししてしまいそうだ。そうでなくても挿そう入にゆうされていった事を考えるだけで、刎ふん死ししたくなる。

「でもいつかは顔を合わせるんだから、ここは逆に挨あい拶さつに行くべきかもな」

　それに何時いつまでも抱かれ損だとうじうじせずに、再戦を申し込むべきなのかもしれない。

　そうすれば、俺のこの曇くもった気分も晴れるだろう。

「今なら油断してるからチャンスかもしれないしな」

　勝手の分かっている病院の中を歩きながら、鈴本の姿を探す。

　医局に顔を出して仕事を済ませてから、鈴本のオフィスに向う。運が良ければ中にいるだろうと思ったが、無人だった。やっぱりアポを取らなければ駄だ目めかとオフィスに背を向ける。

　だけど三階の渡わたり廊ろう下かを歩いていたとき、スクラブ姿で一階を歩いている鈴本を見つけ、急いでそちらの病びよう棟とうに向かった。俺が姿を見せると、鈴本は少し意外そうに片方の眉まゆを上げる。

「この間の夜が忘れられなくて会いにきたのか？」

「黙だまれよ」

　脅おどすように言ったが、何が可笑おかしいのか鈴本はくつくつ笑っている。

「怖こわいな。合意の上だろ」

　合意、と認めることに反感を覚えるが、確かにあれは合意だった。不本意にも。

「違ちがうなら何だ？　仕事の話なら忙いそがしいから後にしろ」

　普ふ通つう逆だろと思いながら、「先日は随ずい分ぶんお世話になったんで、その御お礼れいがしたくて。再戦要求に来ました。今度は酒入れないで勝負しましょうよ、先生」と挑発的に口にする。

「何か忘れてないか？」

　鈴本の言葉に首を傾かしげる。何か、と言われても特に思い当たる節がない。

　もしかして二回も払はらわせたホテル代の事だろうか。

「再戦を要求する前に、やることがあるだろ。一つ、言うことを聞く約束だ」

　指摘されるまですっかり忘れていた。

　鈴本の声の調子がやけにいやらしくて、思わず唇くちびるの端はしが引きつる。

「……俺に何をさせたいんだよ？」

　まさかもう一度抱だかれろなんて言うんじゃないだろうな。

　警けい戒かいする俺を鈴本が面おも白しろそうに見つめてくる。

「部屋を掃そう除じしておいてくれ。今日は一時頃ごろに家に帰るから、それまでにな」

「は？」

　俺の横を通り過ぎようとした男の腕うでを慌てて摑つかむ。

「ちょっと、待てよ。いきなりそんな事を言われても困る」

「不満か？　野外露ろ出しゆつや貞てい操そう帯たいつけて仕事しろとかいう瀬野くん好みの命令がいいなら……」

「……掃除をさせて下さい」

「そうか。家の鍵かぎはロッカーの簡易金庫に入ってるから持っていけ。金庫とマンションの暗証番号は陽子と電子の質量比になっている」

　ベッド以外でも主導権を握にぎられている事に歯は嚙がみしていると、鈴本の背中越ごしに近づいてくる内科部長と取り巻きが見えた。目が合ったので一礼すると、鈴本も背後を振ふり返る。

「いいですねぇ、優ゆう秀しゆうな先生は。こんなところで油売る暇ひまがあるんだから」

　嫌いやみが染しみ出す程ほどに含ふくまれた台詞せりふは、内科部長の取り巻きの一人から発せられた。

　どうやら相変わらず彼らと鈴本の関係は上手く行ってないらしい。

「時間を作るのは先生の方がお得意でしょう。激務の合間を縫ぬって、若くて綺き麗れいな女性の患かん者じやさんに乳ガンチェックのための触しよく診しんをされてるんですよね？　噂うわさになってますよ」

　にこりと微笑ほほえみながら鈴本がそう切り返すと、取り巻きの一人が真っ赤になった後で、真っ青になりながら内科部長の顔色を窺うかがう。内科部長はふん、と馬ば鹿かにした様子で鼻を鳴らした。

「いい気になるなよ、青二才。お前、向こうで無理な手術で患者を殺して訴うつたえられたんだろ？　投薬治ち療りようを続けてればあと半年は生きてられたのに、可か哀わい想そうにな」

　内科部長は嘲あざけるように言ったが、鈴本は穏やかな表情を崩くずさない。

　俺はただ黙って、鈴本が反論するのを待っていたが、結局鈴本は何も言わなかった。

「あんまり出しゃばるとな、折せつ角かく父親に泣きついて得た仕事を失うぞ」

　脅すように内科部長は吐はき捨てて、取り巻きを連れていなくなる。彼らが充じゆう分ぶん離はなれたのを待ってから、鈴本に視線を移す。先程の発言を気にしているかと思ったが、鈴本の表情は普ふ段だん通りで少し拍ひよう子し抜ぬけした。

　じっと見ていると、鈴本は「瀬野くんはあれと仕事で上手く付き合ってるんだろう？　尊敬するな」と感かん慨がい深く口にする。

「だから、俺はあんたの前じゃなければちゃんとしてるんだよ」

　何を言えば良いか解わからず、そんな事を口にした。

　どこか気まずい空気の中で次の言葉を探していたときに、徐じよ々じよに近づいてくる救急車の音に気付く。そのとき鈴本が病院の敷しき地ち内に入ってきた救急車に視線を向ける。

「何台も入ってくるな。もしかして事故か？」

　俺の言葉に鈴本は「さあ、どうだろうな」と答えた。

　救急車が搬はん送そう口に停とまると。すぐにばたばたと数人の看護師がストレッチャーを押して、近づいてくる。乗っているのは若い女性だった。

　赤い服を着ているのかと思ったが、すぐにそれが血だと気付く。意識はあるのか、酷ひどく苦しそうな呻うめき声が聞こえた。素人しろうと目めにも酷い状態だ。思わず後あと退ずさると、鈴本に肩かたを叩かれた。

「後でな」

　こんな状じよう況きようだというのに焦あせりのない顔でストレッチャーに近づく鈴本は、先程までとは違い医者の顔になっていた。

　迷いのない様子で患者の状態を確かく認にんして、指示を出しながら歩く鈴本につい視線を奪うばわれる。

　はりつめた場面でも動じない横顔を素す直なおに格好いいと感じてしまい、慌てて否定する。

　しかしそのとき患者に向けた鈴本の真しん剣けんな眼まな差ざしは、しばらく焼き付いたように瞼まぶたの裏から離はなれなかった。







「いや、でもやっぱり手放しで格好良いとは褒ほめられないよな」

　玄げん関かんの鍵を開けた途と端たんに、早くもうんざりする。

　掃除を頼たのまれたときは外のどんな要求よりもましだと思ったが、これはこれできつそうだ。

　部屋は玄関のところまで物で溢あふれている。所謂いわゆる汚お部へ屋やだ。いや、汚よごれているというよりも、整理整せい頓とんが行われていないのだろう。靴くつ箱ばこの棚たなには未開かい封ふうの段ボール箱が置かれているし、部屋に繫つながる廊下の両りよう脇わきには本が積まれている。

　潔けつ癖ぺき性ではないが、余りにも乱雑な空間に不快感を感じながら、リビングに足を踏ふみ入れた。

　そこは更さらに本の海だった。学術書から専門誌、何かのファイル、書類などでテーブルが見えない。ソファにもジャケットや封ふう筒とうなどが無造作に置かれ、座ることも出来ない状態だ。

「金持ってるんだから、ハウスクリーニングでも頼めよ」

　現在、夜十時だ。あと三時間でこれをどうにかするのは至難の業わざだろう。

「もしかしてそれが狙ねらいとか？」

　俺にリベンジされるのが怖くて、約束の不ふ履り行こうを理由に再戦要求を退けるつもりなのかもしれない。可能性の高い推量に思い通りになるものかと、ジャケットを脱ぬいでネクタイを外す。

　スペードがモチーフのカフスを無くさないように鞄かばんに仕し舞まい、袖そでを捲まくった。

「とりあえず、綺麗になってるように見えればいいんだろ」

　時間管理のために一時間毎ごとに携けい帯たいのアラームをセットすると、まずは部屋に散乱している物をそれぞれジャンル毎に集めて、大きな物から片づけていく。

　不要か必要か判断できない物は、紙かみ袋ぶくろの中に纏まとめた。黙もく々もくと作業を続けて、ようやく床ゆかが見えるようになると、家具が姿を現す。アンティーク風の趣しゆ味みが良いものばかりだった。

　しかし折角の気品もこの部屋の中では掃はき溜だめに鶴つるだと呆あきれていると、飾かざり棚だなの下から紺こん色いろの箱が出てくる。箱にはスイスの有名な時計メーカーの名前が銀の箔はく押しで書かれていた。

　箱を紙袋の方に投げる。学生の頃ころにテニスで鍛きたえたコントロールはまだ鈍にぶっていなかった。

「何か盗ぬすまれるかもしれないのに、知らない奴やつを家に上げる神経がわからねーよ」

　俺は自分のテリトリーに他人が入るのは好きじゃないから、ほとんど知らない相手に家の鍵を預けられない。それどころか友人を部屋に招くのすら抵抗を感じる。人よりもずっと縄なわ張ばり意識が強いせいだろう。

「顔を使い分けてる辺り、先生も用心深そうに見えるんだけどな」

　床を拭ふきたかったが、ダスターもモップも見当たらないので諦あきらめ、玄げん関かん脇わきの廊下に乱雑に積まれていた本を、リビングの壁かべ際ぎわに纏めた。本ほん棚だなはとっくに許容量を超こえているので、入らなかった分は積んである。本を捨てるか、本棚を買うかしか解決方法はなさそうだ。

「一通り綺麗になったよな」

　ぐったりしながらそう口にする。リビング以外のところには時間的に、手が回りそうにない。

　思わず座り込んだときに肘ひじが本の山にあたる。そのせいでばさりと落ちた一番上の本に、紙が挟まれていることに気付く。拾い上げてみると紙ではなく写真だった。

　写っているのは鈴本と、若い女だった。二人とも白衣姿で、額に入った賞状のような物を手にしている。賞状の内容は硝子ガラスが反射してよく分からない。鈴本の顔がまだあどけなさを残していることから、古い写真のようだ。もしかしたら学生時代の物かも知れない。

　写真の中の鈴本は愛あい想そ笑いを浮うかべるでもなく、淡たん々たんとした目を撮さつ影えい者に向けていた。一方隣となりにいる若い女の方は誇ほこらしげな笑えみを浮かべている。その二人の立ち位置が不用意に近すぎるように感じた。

　何となく二人の関係が気になって写真に見入っていると、玄関が開く音が聞こえる。

　腕うで時ど計けいに視線を走らせると、夜中の一時を十分過ぎていた。

「結構綺麗になったな」

　リビングに入ってきた鈴本は、部屋を見回して感心している様だった。

「他ほかに何か言うことはないのか？」

　促うながすと、「ご苦労だった」と感謝を口にするが、ご苦労は基本目下に向ける言葉だ。

　せめて様をつけろ、と小こ姑じゆうとみたいな事を考えていると、鈴本の視線が俺の手元に向けられた。

「懐なつかしいな。どこで見付けた？」

「これから」

　俺から分厚い本と写真を受け取ると、鈴本は数秒写真を見つめた後で、再び本の隙すき間まにそれを入れてそこら辺に置いてしまう。

「早さつ速そく散らかすなよ」

　呆れながら本を取り返して、山に戻もどす。女との関係は気になったが、そんな事を訊きけば何か誤解を生んで鈴本を調子づかせてしまうので、その件は追及しない事にした。

「それで、再戦だったな」

　鈴本は人の話を聞かずに、首から外したネクタイをソファの背に掛かける。

　この分では、部屋が元に戻るには一日もあれば充じゆう分ぶんな気がしてきた。定期的に掃除をしてくれる人間が必要だろう。もしくは同居して面めん倒どうを見てくれる人間か。

「今日の話じゃない」

「俺は構わないぞ」

「俺が嫌いやなんだよ。明日は朝から仕事が入ってるし、掃そう除じさせられて無む駄だに疲つかれてるしな」

　するなら万ばん全ぜんの体調で臨のぞみたい。鈴本が変な気を起こす前に帰ろうと床から立ち上がると、ふいに伸のばされた手に引き寄せられた。思わず逃にげようとした体をがっちりと摑つかまれる。

　見かけよりも力強い手から逃げられず、体を捩ねじっても鈴本は離れない。

「やめろよ」

「つきあえ。大きな手術の後は興奮して上手うまく眠ねむれないんだ」

　足を膝ひざで割られて、ぐっと腰こしを抱だかれる。　>>>♥

　相変わらず、自分が抱く対象で見られる感覚に違い和わ感かんを覚える。そのせいで胸の奥がざわついた。居い心ごこ地ちの悪さに、鈴本に触ふれられたところが熱くなる。

「……そっちが抱かれるっていうなら、付き合う」

　以前と同じ台詞せりふを口にしたときに、ぐう、と間ま抜ぬけな音が腹からした。

　思わず硬こう直ちよくすると、鈴本も同様に手を止める。

　生理現象だ。夕食を抜ぬいてるんだから、腹ぐらい鳴る。何も可笑おかしいことじゃない。分かってはいるがつくづく鈴本の前で格好悪い自分に、顔が赤くなる。別に鈴本の前で格好つけたいわけじゃない。ただ同じ男としてスマートに振ふる舞まえないところを、見られたくないだけだ。

「セックスまでしてるのに、なんでこんな事で赤くなるんだ？」

　俺が自分の思考に嵌はまっていると、どこか面おも白しろがる口くち振ぶりで鈴本が笑う。

　興が殺そがれたのか、鈴本は俺から離れるとキッチンへと向かった。解放された事に安あん堵どすると同時に、少し残念にも感じて自分の心境の変化に戸と惑まどっていると、冷蔵庫を開けた男が「食えない物はあるか？」と聞いてくる。

「別にないけど」

　作ってくれるつもりなのか、鈴本が冷蔵庫の中から食材を取り出す。

「米と、キノコと、チーズと卵があるけど、これで作れる料理はなにかあるか」

「リゾットとか？」

「じゃあそれでいいぞ」

　はい、と手にしていた食材をそのまま渡わたされ、思わず受け取ってしまう。

「俺が作るのかよ！　どれだけ人遣い荒あらいんだよ、あんた」

　そもそも作って貰もらうのに、何故なぜそこまで上から目線になれるんだ。

「俺が作ってもいいが、かなり不味まずい物が出来る」

　謙けん遜そんではなく確信しているような口振りだった。

　今から作るぐらいなら大人しく家に帰りたかったが、どうせ家に帰っても何もないのは分かっている。それにリゾット程度なら短時間でできる。

　作る気どころか手伝う気もない男に呆れながら、あからさまに溜ため息いきを吐ついてキッチンに入った。言うことを訊くのは一つだけという約束だったのに、結局飯まで作らされてるじゃないか、と納なつ得とくできない気持ちのまま手を洗い、油をフライパンに引く。米を炒いためる傍かたわらでコンソメキューブを探したが見つからないので、仕方なく塩と胡こ椒しようだけで煮に詰つめる。

　その間にバターを添そえたキノコに火を通していると、アイランドキッチンのカウンター越ごしに鈴本が「瀬野くんと付き合ったら色々と楽そうだな」と口にする。

「世話を焼いてくれる人間が欲しいなら、肩かた書がきと年収を有効活用して婚カツでもしろよ」

　肩書きだけで寄ってくる女は腐くさるほどいるだろう。俺も今の仕事についてから、学生時代の知り合いに「医者を紹しよう介かいして」と言われる事が多くなった。

「彼女はいたが逃げられた」

　鈴本の台詞せりふは意外ではなかった。台所に用意されている調理器具はどれも女性が好みそうなカラフルな物だ。それに冷蔵庫にあった食材も彼が買った物とは思えない。

　確かつい最近日本に帰ってきたはずだ。この短期間でふられていることに驚おどろいたが、もし彼女が小こ春はる日和びよりに惹ひかれて付き合い、二人きりでいるときに〝俺〟の横暴さを目まの当たりにしたら、確かに交際を考え直すだろう。

「先生はバイなのか？」

　先さき程ほどの写真のことを思い出しながら問いかけると、鈴本は「付き合うのは女、遊ぶのは男だな」と悪びれもせずに答える。

「恋こい人びとがいるのに遊んでて逃げられたのか？　浮うわ気きがばれて捨てられるなんて格好悪いな」

「浮気はしてない。性格の不一いつ致ちが原因だ。誤解されやすいんだ。良い人間なのにな」

「内科部長だったら、その発言に嚙かみ付いてくるだろうな」

　ついそう言ってから、昼間のやりとりを思いだして内心舌打ちをする。悪気無く言ってしまったが、内科部長の辛しん辣らつな言葉を思い出させるようなことを言うべきではなかった。

「オフィスの件で相当怒らせたから、俺が黙だまっていても嚙み付いて来る」

　しかし鈴本は俺の懸け念ねんを吹ふき飛ばすように、平然と笑う。

「院長の息子むすこの特権で奪うばったのか？」

　鈴本が平然としているから、俺も平然と聞いた。患者を殺した、と内科部長が言っていた件は気になっていたが、流石さすがにそれは尋たずねられない。

「逆だ。親が院長だから無む理り矢や理り連れ戻された。それに俺クラスの執しつ刀とう医いは全員オフィス持ってるんだから当然の要求だ。確かに内科部長から部屋を貰ったのは悪いと思っているが、彼には代わりの部屋が宛あてがわれている」

「なんで先生がそっちの部屋にいかなかったんだ？」

　最初からそうしていれば、内科部長を怒おこらせずに済んだんじゃないかと、料理をしながら問いかけると、鈴本はさも当然のように「広い部屋の方がいいだろう？」と言った。

「幾いくら海外でキャリア積んで難しい手術ができるからって、諸しよ先せん輩ぱい方に対する謙けん虚きよさは必要だと思うけどな。出る杭くいは打たれるって言うし」

「打たれる事には慣れている。向こうでも散々だったからな。本当に力がある奴やつは、いくら打たれてもまた出てくる。打たれすぎると曲がるけどな」

「だから先生は性格が歪ゆがんでるのか」

　素す直なおに納得すると、鈴本がまた笑う。小こ春はる日和びよりとも挑ちよう発はつ的なものとも違ちがう笑い方は、鈴本の素に近い気がした。その含ふくみがない笑い方は、嫌きらいじゃない。

「瀬野くんはいいな。媚こびもしなければ卑ひ屈くつになる事もない」

「今いま更さら媚びてどうするんだよ。大体、あんたそういうのが通用するような医者じゃないだろ」

　アポを取って新薬の説明をしたときにばっさりと、一いつ切さいの期待を残さずに「取らない」と切り捨てられたことはよく覚えている。

　尤もつとも、媚びないのは鈴本が相手のときだけではない。医者に対しては丁てい寧ねいに接するし、極力気分良く話を聞いて貰うための努力はするが、追従したり媚びたりするのは元々苦手だった。

　それに諂へつらわなくても数字は取れているから、余計にそういう事をする気にならない。

「俺がどんな医者か分かるのか？」

　事務員からの追加情報はまだ貰っていないが、鈴本がどんな医者かはなんとなく分かる。今日の昼間に見たあの真しん剣けんな眼まな差ざしと、ストレッチャーを押す看護師が鈴本を見付けた途と端たんほっとした顔を見せたのを思い返せば、自おのずと答えは出る。経歴に違わず、優ゆう秀しゆうなのだろう。

「少なくとも、酔よっぱらいの処置は毎回上手いよな」

「望むならいつでも指を入れてやるよ。上でも下でもな」

　鈴本は親おや父じ臭くさいシモネタを口にしてから、ワインクーラーから白ワインを取り出す。そして二つのグラスをワインで満たすと、そのうちの一つを差し出した。

「しばらく酒は飲まない。上も下も、先生に何かを入れられるのは遠えん慮りよする」

　そう言ってグラスの中のワインをキノコに振りかけると、ジュワっという音と共に豊ほう潤じゆんで香こうばしいバターの匂においがふわりと弾はじける。

「そうだな、俺も次は素面しらふの方がいい」

　注いだ後にラベルが目に入り、値の張る物だと気付いたが、鈴本は文句を言わなかった。

「そういえば、今日運ばれてきた血ち塗まみれの女の人は大だい丈じよう夫ぶだったのかよ？」

「一命は取り留めた」

　ほっと息を吐き出すと鈴本は「まだ手放しで安心できる状態じゃないけどな」と付け加える。

「なぁ、どうして人の生き死にがかかった場面であんなに冷静で居られるんだ？　人が死ぬ事に慣れてるからなのか？」

　淡たん々たんとした様子を見てふと気になった。

「慣れはしないな。患かん者じやが死ぬ度に自分の指が一本ずつなくなっていくような喪そう失しつ感かんを未いまだに感じている」

「じゃあ、どうして？」

「分からない。だけど俺が迷い、動どう揺ようするほど、患者が死に近づくことは分かる。だから瀕ひん死しの患者を前にしたときに感情は動かない。喪失感がやってくるのは、術衣を脱ぬいでからだ」

　鈴本の目はグラスの中に向けられている。伏ふせた目に、疲ひ労ろうが透すけて見えた気がした。

　常に余よ裕ゆうのある男。だけどもしかしたら、それも彼が被かぶってる仮面の一つなのだろうか。

「因ちなみに、人の命を助けるのはどんな気分？」

　無神経な質問を誤ご魔ま化かすように尋ねる。鈴本は何も言わずに少しだけ唇くちびるの端はしを引き上げた。

　先程までの淡々とした雰ふん囲い気きが消えたことに安堵して、炒め終わったキノコをリゾットと混ぜて、今度は溶といた卵を熱い鉄板の上に落とす。

　菜さい箸ばしで搔かき混ぜて、カマンベールを細かく賽さいの目め切ぎりにしてキノコのリゾットと合わせた。あとは卵でくるめばオムライスになる。

「再戦するのは構わないが、次に負けたら俺と付き合えよ」

　出来上がった料理を見て、いきなり鈴本が頭の湧わいた事を口にする。

「飯めし炊たきが欲しいなら他ほかを当たれ。媚びない奴がいいなら、エルウーエル薬品の営業もお勧すすめだけどな。先生に心しん酔すいしているみたいだし」

　昼食を一いつ緒しよに取った年下のＭＲの事を思い浮うかべる。媚びないというか、媚び方を知らないというか。おかしな敬語を使ってはいるが、何故なぜか成績は良いらしい。

　鈴本の分を皿に盛ってカウンターに置いてから、自分の分の卵をフライパンの上に落とす。俺の分が揃そろうのを待っているのか、鈴本は食事には手を付けずにワインを飲んでいる。

「最初に言ったと思うが、俺は瀬野くんが好みなんだ」

　いきなりの告白に驚いて、菜箸を落としそうになる。

　そんな事言われた記き憶おくがない。もしかしたらホテルに行った日に言われたのかもしれないが、一緒に店を出た経けい緯いすら乳白色なのに、口説き文句を覚えているわけがない。

「俺もあんたの顔は好みだ。早く俺の下でひぃひぃ喘あえがせたいね」

　動どう揺ようを誤魔化すために、わざと下品に言った。

「次は騎き乗じよう位がいいのか？」

「騎乗医なら、上に乗るのはそっちだろ」

「その解かい釈しやくだと瀬野くんが馬になる。そうなるとひぃひぃ言うのはやっぱりそっちだな」

　鈴本の屁へ理り屈くつに良い切り返しが見つからずにぐっと黙る。

　鈴本はグラスを片手に立ち上がると、カウンターの抽斗ひきだしからスプーンを二人分取り出す。

　俺はそのまま、シンクに寄りかかって食べることにした。鈴本とは調理台とカウンターを挟はさんでいた方が安心できる。先程のようにいきなり引き寄せられては堪たまらない。

　鈴本は丸く盛り上がった卵の形をじっと見てから、それをスプーンで割った。

「美味うまいだろ」

「まだ食べてない」

　フライングした俺を笑ってから、鈴本はスプーンを口に運ぶ。病院でジキル博士の仮面をつけているときとは違い、砕くだけた様子だった。普ふ段だんよりもずっとリラックスして見える。

「ああ、確かに美味いな」

　望む調味料が無かったことや、具材が少ないことには不満が残るが、相手に褒ほめられるのは悪い気分じゃない。バターたっぷりの料理に、さっぱりとした白ワインは合うだろうな、と自分の分のグラスに残ったワインを眺ながめる。

「襲おそわれるのが怖こわいのか？」

　視線に気付いた鈴本に問いかけられて「車がある」と答えた。

「泊とまって行けばいい」

「今日は再戦する気はないって言っただろ」

「泊まらせる代わりにやらせろなんて言ってない。飯の礼にベッドぐらいただで貸してやる」

　鈴本はそう言ってカウンターの上にあったグラスをわざわざ、俺の方に寄せる。

　確かにこれから家に帰っても、睡すい眠みん時間はあまり取れない。

「やめておく」

　だけどここで飲んだら、前回と同じ轍てつを踏ふむ羽目になる。

「つれないな」

　鈴本は大して残念がっていない顔で俺の分のグラスに口をつけると、水のように飲み干す。

　そういえば鈴本が酔ったところをまだ見たことがない。先さき程ほどから早いペースでグラスをあけているから、強いのだろう。羨うらやましい限りだ。

「因ちなみに俺がベッドを借りたら、あんたはソファで寝ねるつもりだったのか？」

「うちのベッドは二人以上の人間が寝ることを想定して作られてる」

　断って良かった。同じベッドで寝たら、なし崩くずしに手を出されるに決まっている。

　やられる前にやるって方法もあるが、先程いきなり引き寄せられたときの腕うでの強さを考えると、腕わん力りよく勝負には持ち込まない方が利口だ。

「帰る」

　このまま一いつ緒しよにいたら、どうも危ない気がして早々に食べ終えた食器をシンクに入れて、捲まくった袖そでを元に戻もどす。皺しわができたが、どうせクリーニングに出してしまうから構わない。

「そんなに警けい戒かいしなくてもいいだろ？」

「してねーよ。明日が早いからさっさと帰りたいんだ」

　している自覚はあるが、ここで認めたら負けだ。

　ジャケットとバッグを持って足早に玄げん関かんに向かうと、鈴本も付いてくる。

　恐おそらく施せ錠じようのためだろう。そう思い当たったときに、鍵かぎを返していない事に気付く。

「そういえば陽子と電子の質量比って、普ふ通つうに数字で教えろよ。分かりにくいんだよ」

　金庫を開ける前にわざわざ調べるはめになった。理工出身なら知っているかもしれないが、生あい憎にく俺は英米文学科卒だ。

「持ってろよ、どうせスペアキーだ。それに次も掃そう除じか飯を頼たのむ」

　鈴本は俺の苦情を聞き流して、差し出した鍵を一いち瞥べつもせずにそう言った。

　自分が負けるなんて微み塵じんも考えていない男に、見てろよ、と決意を固める。

「負けたら付き合えじゃなかったのか？」

　やはりただの冗じよう談だんだったか、と安あん堵どしながら問いかける。

「そっちは賭かけに頼たよらず、自力でやることにした。できそうだしな」

「はあ？」

　俺の態度のどこに勝算を見いだしたんだ、と文句を吐はき出すために開いた唇を塞ふさがれた。

　警戒していたのに、あっさりと距きよ離りを詰つめられて触ふれられる。慌あわてて体を引く。

　先程のように抱だき留とめられていたわけではないから、接せつ触しよくを断たつのは簡単だった。それでも背後にドアがある以上、逃にげられたのは僅わずか数センチで、鈴本の吐と息いきが唇に触れる。

「それで、次はいつがいいんだ？」

　軽い口調で聞いてくる癖くせに、視線だけはそれを裏切って肌はだに纏まとわり付いてくる。

　真意の読めない口くち振ぶりと、相反する目つきにぞくりとした。

「焦じらすなよ。我が慢まん強づよい方じゃないんだ」

　掠かすれた声はまだ余裕を残していたけれど充じゆう分ぶんに性的だった。

　その声が体の中の柔やわらかい場所に反はん響きようして、心臓の据すわりが悪くなる。病院で初めて会ったとき、パンフレットを拾ってくれた鈴本に対して感じたあの感情が、またもぞもぞと姿を現しそうになった。こいつといると攻せめられてばかりだ。巻き返そうとしても、上手うまくいかない。

　だけどここで負けたら、次の勝敗の結果も自ずと決まってしまう。

「後で連れん絡らくする。それから次も勝てると思ったら大おお間ま違ちがいだ」

　精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張って、鈴本の胸をとん、と突つき飛ばして後ろ手でドアを開く。

　僅かに生まれた隙すき間まから滑すべるように外に逃げる。

　敵前逃とう亡ぼうなんて格好悪いが、あのまま向き合っていたら雰囲気に流されてしまいそうだった。

「俺を抱だくつもりの奴やつ相手に雰囲気に流されちゃだめだろ」

　自分を叱しつ咤たしてから、少し離はなれた駐ちゆう車しや場に停とめた車に乗り込むときに、自分が鈴本の家の鍵を持ってきてしまった事に気付く。

　キラリと光るそれが、次のゲームの結果を予兆しているように思えて、気分が沈しずんだ。













　ミダスゴールドホテルの高層階にはいくつかバーが入っていたが、その中でも事務員が選んだのは高そうな店だった。

「これで知ってる事は全部話しました」

　彼女はミルク入りのジンフィズを飲みながら「鈴本先生の情報をこんなにたくさん教えるのは瀬野さんが特別ですよ」と笑う。

　特別というよりも、俺が鈴本と同性だから教えてくれるだけだろう。きっと俺が鈴本と既すでに寝ているなんて、想像もしていないに違ちがいない。

「他の業者にも同じように情報提供をしているのか？」

「鈴本先生の情報を欲しがるのは、どっちかっていうと内部の女性ですね」

　にこりと事務員が微笑ほほえむ。

　情報通とはいえ、医事と外げ科か医いではあまり接する機会もないだろうに、どうして他ほかの女性よりも多くの情報を手に入れているのかは謎なぞだが、その辺りは追及しないことにした。

　わざわざ藪を突くような真似まねはしたくない。

「感謝してる」

　俺と事務員の間にあるテーブルは硝子ガラスのボックスに赤い珊さん瑚ごが入っていて、硝子の天版で蓋ふたがされていた。凝こったインテリアを見て、価格設定もそれなりだろうな、と出費を覚かく悟ごする。先程までいた一つ下の階のレストランも、結構な価格だった。

　鈴本に関して言えば、本来ならもう情報は必要ない。新薬の件はきっぱりと断られている。

　それでも事務員を通じての情報収しゆう拾しゆうを、やめるつもりはなかった。再戦のためというよりも、あの男に興味が芽生えていた。

「院内の他の医者の評判はどうなんだ？」

「まだ来たばかりなんで分からないですけどぉ、反院長派は快く思ってないでしょうね。尤もつとも、悪く思ってても言わないでしょうけど。あからさまに嫌きらってる内科部長は別ですけど。合同カンファとか、毎回内科部長の血圧が上がって大変みたいですよ」

　事務員はそう言うと丁度近くにいたスタッフに酒の追加を頼んだ。

「あ、言い忘れてましたぁ。そういえば鈴本先生、来週の後半は学会でいないらしいです」

「学会？　なんの？」

　俺の質問に事務員は近くのホテルで行われる学会について口にした。

「そういう情報、もっと詳くわしく欲しいな」

「瀬野さん、随ずい分ぶん鈴本先生にご執しゆう心しんなんですねぇ。でも、無む駄だになるかもしれませんよ。鈴本先生、向こうが恋こいしいみたいです。うちのお局つぼね曰いわく、今回は手術の成功実績作るために無む理り矢や理り呼よび戻されただけらしいから、もしかしたらすぐに居なくなっちゃうかもしれません」

「向こうって……」

「シアトルです。この間もわざわざシアトルから鈴本先生に会いに来た人がいるみたいですよ」

　それを聞いて自分でも思った以上に動どう揺ようしたが、表に出すような真似はしなかった。

　さりげなく鈴本の恋れん愛あい関係も尋たずねたが「帰国したばかりでまだいないみたいです」と言われる。その点に関しては、俺の方が詳しいようなので、それ以上は尋ねなかった。

「じゃあ、今日はごちそうさまでした。また美味おいしいお店を探しておきますね」

　そう言ってタクシーに乗った事務員を見送る。来週の後半は学会なら、再戦に関しては学会の前がいいのか、それとも後がいいのかと悩なやむ。

　鈴本の家に行ってから、一週間以上が経過していた。その間、あの男とは会っていない。

　病院には顔をだしているが鈴本はいつも不在だったし、こちらも成功イメージがまだ摑つかめていないので、積極的に会おうという気になれなかった。

「なんか、今会ったら前回の二の舞まいになりそうなんだよな」

　それに仕事の方もやたらと忙いそがしい。世話になっている先生の講演会の準備や、新人の世話もある。毎日彼らに書かせる日報をチェックして翌日の朝までに改善点や、新たな指示を与あたえる作業は正直、営業成績には繫つながらないのであまりやる気が起きない。とはいえ、新人教育は事業所の成績には後々影えい響きようしてくるので、おろそかには出来ない。

　事務員と会った翌日も夜よる遅おそくまで残業をしながら、相変わらず連絡できない携けい帯たいを見つめていると、隣となりの席からひらりと何かが落ちた。拾って渡わたしてやると、それは新人の日報だった。

「悪い。あーあ、こんな仕事、もっと暇ひまそうな奴に回してくれればいいのになぁ」

「確かに、通常業務にプラスで新人の面めん倒どうを見るのは辛つらいよな」

　俺も丁度、新人の日報を見終わったところだったので、労ねぎらうように同意する。

「でも瀬野って何でもそつなくこなすよな。後こう輩はいの世話も、先せん輩ぱいのいなし方も上手いしさ」

「だからって俺に藤野さんを押し付けるなよ」

　来月も勉強会があるので釘くぎを刺さすと、同期は「いや、あれはさ」とばつが悪そうに首を搔かく。

「俺のせいっていうか、元々瀬野が藤野さんに粘ねん着ちやくされてるからだろ？　あ、もしかしてあの人こっちかもよ？　好きな子ほどイジメるってやつでさ」

　同期は「こっち」と婀あ娜だっぽい仕草をして見せる。藤野がゲイだと言いたいのかもしれない。

　俺も少し疑っているが、いくらマイノリティでも願い下げだ。藤野はどう調理しても、俺の好みではない。あれを抱くぐらいなら、まだ鈴本に抱かれるほうがましだ。

「うわ、もう終電の時間じゃん。俺、これ持ち帰るけど、瀬野はまだ残るのか？」

「ああ明日は午前中に休み取ってるから片づけておかないと」

「そっか、じゃあお疲つかれ。いくら完かん璧ぺき主義でもほどほどに手を抜ぬけよ」

　そう言って、同期が先に帰っていく。

　オフィスに一人きりになった途端、急に疲ひ労ろう感かんが増した気がしながら、入り口付近のパネルを操作して自分のデスクの周辺以外の電気を消す。新人のまだノートパソコン以外何も置かれていないデスクの上に、改善点を書き込んだ日報と、彼に読んでおいて欲しい資料を合わせて置く。

　自分のデスクに戻もどってから、ようやく帰れると思ったときに仕事用の携帯が鳴り、天を仰あおぐ。

　もうすぐ日付が変わる。こんな時間にかかってくる電話が、良い知らせだった例ためしがない。

　だから覚悟を決めて携帯を見たとき、そこに表示されていたのは鈴本の病院の名前だった。病院の番号は数種類あるが、かかってきた番号を全部登録しているのですぐに分かった。

『緊きん急きゆうだ。ストラルドブラグについて話を聞きたい』

　出た瞬しゆん間かん、名乗りもせずに鈴本が話し始めた。

「ストラルドブラグ……」

　ストラルドブラグはオーファンドラッグだ。所謂いわゆるみなしご薬品というやつで、特定の疾しつ患かんを持つ患かん者じやにとっては命に関かかわるほど重要な薬だが、稀まれな病気なので滅めつ多たに出ない。

　俺自身扱あつかった経験がなかった。一応自社で取り扱う製品の情報は頭に入ってはいるが、滅多に出ない薬に関しては知識が浅い。自分の脳内を検けん索さくするよりも、ノートパソコンを開いて社内のデータベースに接続したほうが早いので、すぐに電源を入れる。

『急患で運ばれてきた患者が飲んでいたらしい。本人は薬を飲んだ直後に症しよう状じようが出たと言ってる。症状を説明するから、治験の結果と照らし合わせて欲しい』

「分かった」

　指示通り症状をメモにとり終えると、鈴本は最後にかかりつけの診しん療りよう所じよ名を告げて「何か分かったらすぐに連れん絡らくをくれ」と口にして電話を切った。

　治験に関する資料は膨ぼう大だいだ。開発に聞いた方が早いと思い受話器を取り上げたが、この時間では誰だれも出ない。仕方なく診療所の担当者に尋ねようと、名前を確かく認にんする。

「ついてないな」

　藤野だった。もう一度受話器を持ち上げて、仕事用の携帯に連絡する。一度では出て貰えずに、二回目にかけたときにようやく繫がった。

　電話の向こうはひどく騒さわがしい。どうやら外にいるようだ。

　ただでさえ営業成績が悪いのに遊んでるのか、とつい非難めいた事を考えてしまう。

　しかし藤野がどこで何をしてようと、今は関係ない。普ふ段だんあまり接せつ触しよくを取りたがらない俺からの電話を訝いぶかしんでいる先輩に、手早く状じよう況きようを説明した。

『そんな症状聞いたことないな。開発に聞いた方が早いだろ』

　急に電話の向こうの声が不ふ機き嫌げんになる。恐おそらく自分が知らないことを訊きかれたのが原因だろう。知っていることだったら、勿もつ体たいぶって知識をひけらかしてくる。藤野はそういう奴やつだ。

「藤野さんが担当している診療所で出てるんですが」

『知らないよ。俺はお前みたいに優ゆう秀しゆうじゃないんでね。滅多に出ない薬の情報までカバーしてないよ。大体、診療所担当は病院と違って抱かかえてる件数多くて大変なんだ』

　知らない言い訳を聞く時間はない。こちらから電話したが、急ぎなので適当に礼を言ってから通話を切った。自分が担当している診療所に出した薬なのに、一いつ切さい焦あせった様子がないのは診療所のドクターからの問い合わせではないからだろう。

　開発には通じないから、仕方なく個人の携帯に直接電話する。すると眠ねむそうな声の開発部の主任から『そういえば使用成績調査の中にそんな副作用があった気がするな。何かの薬と併へい用ようした時にでるんだよ。何の薬かはすぐに出て来ないけど』と言われる。

「それ、データはどこに入ってますか？」

『ええとね、ちょっと待って。確か英語の資料しかなかったと思うんだけど』

「俺、英文だったんで大だい丈じよう夫ぶです」

　学生時代は古英語まで勉強していたから、学術的な物でも現代英語なら余よ裕ゆうで読める。

　主任に指示された通り、ネットワークの低階層に入っていき、その中にストラルドブラグに関する物を見付ける。礼を言って通話を切った後で、副作用発現状況の中から該がい当とうする物を探す。目的の記述を見付けたときはほっとした。すぐに鈴本に電話をかける。

「一例だけだけど、同様の副作用が出た被ひ験けん者しやはソーマを服用していたみたいだ」

『ソーマ？　分かった。ありがとう』

　忙せわしなく通話が切れた会社の受話器を戻した後で、開発部の主任宛あてに御お礼れいのメールを、藤野に対しても現状報告のメールを、それぞれ社内アドレス宛に送る。

　家に帰るのが億おつ劫くうだったので、二時間だけ仮か眠みんを取ってそのまま泊とまって仕事をした。

　翌朝になってから、一晩使って纏まとめたストラルドブラグの症例データとストラルドブラグを持って、Ｍマーケテイング・Ｓスペシヤリストと共に病院に向かう。同じく病院に泊まり込んでいたらしい鈴本は、訪問すると告げると、わざわざ夜間診しん療りよう用の入り口まで迎むかえに来てくれた。

「朝早くどうかしましたか？」

　緑のスクラブの上に白衣を羽織って、足元は爪つま先さきまで包むタイプのサンダルを履はいている。

　サンダルのいくつもあるカラーバリエーションの中で、鈴本が何故なぜ紫むらさき色いろを選んだかは分からないが、全体的にちぐはぐな格好のようで、妙みように色のバランスが取れていた。

　まだ通常の外来診療は始まっていない時間帯だが看護業務は既すでに始まっているので、そこかしこに忙しそうな看護師の気配があった。

「資料とストラルドブラグをお持ちしました」

　副作用が出ているので、ソーマかストラルドブラグのどちらかの投とう与よを止めるだろうが、その判断は俺ではできないし、もしかしたらすぐに必要になるかも知れないと持ってきた。

「仕事が速いですね。頼たのむ前から持って来て下さるなんて」

　鈴本の敬語を聞くのは久ひさし振ぶりだった。普段の粗そ野やな口調に慣れてしまったので、違い和わ感かんを覚える。素すを知っている分、気味が悪い。

「先生は今週学会に出席すると伺うかがっておりましたので、早いほうが宜よろしいかと思いまして」

「なるほど、他ほかの先生から瀬野さんは優秀だと伺いましたが、ただの噂うわさではないようですね」

　鈴本はその場で薬やく剤ざい部に電話すると、ＭＳに薬を持って薬剤部に行くようにと指示を出す。

　穏おだやかな言い方や物もの腰ごしは普段と変わらないが、ひどく疲れている様子だった。

　もしかしたらまだ仕事が残っているかも知れない。長居するのも気が引けたので資料を渡して帰ろうとしたときに「瀬野くん」と声を掛かけられる。

「時間あるか？」

　ＭＳがいなくなった途と端たん、鈴本はあっさりと敬語を止めた。

「今日は元々午前中は休みだったから。でも、知識は付け焼やき刃ばだから資料以上のことは答えられないけど」

　副作用に関する質問だろうと思ってそう答える。

「休みなのにわざわざ来たのか？」

　少し驚おどろいたように鈴本が言うから「先生から頼たよられたの初めてだったから、頑がん張ばってみたんだよ」と口にする。

「だからって別にあんたのことを特別視してるとかじゃないから、勘かん違ちがいはするなよ。仕事としてだからな」

　俺の言葉に鈴本はふわりと笑う。

「いや、薬に関することじゃない」

　だったら次の日程の事だろうか、と首を傾かしげる俺を鈴本は病室の前に連れて行く。

　新生児室と同じ大きな窓越ごしに室内の様子が確認できるその硝子ガラスの向こうには、眉まゆ毛げまで白い初老の患者がベッドに横たわっている。

「瀬野くんが救った患者だ」

　鈴本の言葉に違和感を覚える。俺はただ電話で情報を伝えただけで、何もしていない。

　だけど反論する前に「それで？」と鈴本が白衣に両手を突つっ込んで俺に視線を向けてくる。

「人を救うのはどんな気分なんだ？」

　それは以前俺が鈴本に投げかけた質問だ。

「救ったのは先生で、俺じゃない」

　病理医のように検査をしたわけでも、鈴本のように診しん察さつや処置をしたわけでもない。

「ソーマの事がすぐに分かったから、適切な処置ができた。原因が絞しぼり込めなければ検査で処置が遅おくれて、命に関わっていたかも知れない」

　鈴本はそう言ってくれるが、本当にそんな大げさな事だとは思えなかった。ただ、鈴本の役に立てたなら、良かった。

「助かりそうなのか？」

「二、三日もしたら退院できる」

　鈴本の言葉に、無意識に肩かたに入っていた力が抜ぬける。仕事をしていて報むくわれたと思うのは、数字を達成したときやそれによって収入が増えたときばかりだった。

　医者に礼を言われ、実際に患者を見せられる機会なんてなかった。

「ありがとう」

「どうして瀬野くんが礼を言うんだ？」

「なんか……よく分からないけど、元気がでたから」

　鈴本はふっと笑って「下まで送る」と言った。促うながされて先さき程ほど乗ってきたエレベーターに乗る。

「今回は助かった。この件は薬事委員会で評価させて貰もらう」

　目的の階数を押して鈴本が口にする。その言葉を聞いて、夢から覚めた気がした。

「薬事委員会……」

　鸚おう鵡む返がえしにして、それが自分の望みだったと思い出す。

　鈴本と馬ば鹿かな賭かけを始めたのは、薬事委員会を目前にして数字を上げるのが目的だった。

　だけど仕事の件がなくなれば、鈴本と勝負をする理由が無くなる。そう気付いたときに嫌いやだと思った。このまま何も無かったように、ただの医者とＭＲの関係になるのは詰つまらない。

「賭けの賞品は他の事を考えておけ」

　知らず知らず眉まゆを寄せて俯うつむいていると、不意に鈴本がそう言った。

「……じゃあ治験に協力しろ」

「それは確かに……賭けの報ほう償しようじゃない限り引き受けないだろうな」

　治験が取引材料として成立しそうな事に安あん堵どする。その途端体が蹌踉よろけた。

「寝ね不ぶ足そくか？」

「最近あんまり眠れなかったから。駄だ目めそうなら車で少し寝てから帰る」

「それなら俺のオフィスで寝ていけよ」

　鈴本が眠たげに欠伸あくびをする。肉体労働と知的労働を要求される上に、精神力まで必要な鈴本の方が身体的には辛つらいはずだ。

「あんたの方が睡すい眠みんは必要そうに見えるけど」

「残念ながら通常業務がある」

　自分クラスの執しつ刀とう医いなら当然だとオフィスは持ちたがるくせに当直はしっかりやるのか、とその辺りのスタンスに首を傾げていると、鈴本はオフィスがある階のボタンを押した。

　すぐに開いた扉とびらから下りて、結局逆らうことなく鈴本のオフィスに向かう。

　部屋に入った途端に、珈コー琲ヒーの匂においがした。デスクの上には飲みかけのカップが置いてある。

　ソファは背せ凭もたれが倒たおされ、ベッドになっていた。その上に入院患かん者じやが使う薄うすい布ふ団とんが載のっている。もしかしたら俺が来るまで仮眠を取っていたのかも知れない。だとしたら仕事前の貴重な睡眠時間を邪魔した事になる。

「いきなり、朝から来て迷めい惑わくだったよな？」

　つい窺うかがうように尋たずねると、珈琲に口を付けた鈴本は「そんなことない」と否定する。

　その表情が殊こと更さら優やさしく見えてつい見み惚とれていると、鈴本の白衣のポケットの中で極ごく微び弱じやく電波式の携けい帯たいが鳴り出す。鈴本は一いつ瞬しゆん顔を蹙しかめてから通話ボタンを押した。

「分かりました。すぐに行きます。先にＣＴの準備だけさせておいてください」

　鈴本は電話の向こうの声に耳を傾かたむけた後ですぐに指示を出すと、カップをデスクに戻もどしてドアに手を掛ける。

「俺はもう行くけど、部屋は好きに使ってていい」

　俺の意見を聞くことなく、言いたいことだけ言って鈴本はオフィスを出ていった。

　しばらくぼんやりしていたが、今の状態で運転するのが危険なのは確かだ。

「でも、取引先でスーツのまま寝るって、変な感じだな」

　考えてみると凄すごくおかしい気がしたが、睡すい魔まに促されるようにソファに横になる。

　他人のオフィスでなんて眠れないだろうと思っていたが、疲れていたせいかあっさりと深い眠りに落ちる。

　夢は見なかった。目が覚めたときに視界に入ってきた白い布団を見て、自分が眠ねむっていたことに気付く。シャワーを浴びてないせいでワックスがべたつく髪かみを搔かき上げて腕うで時ど計けいを見ると、二時間も経過していた。まだ眠ねむ気けは残っていたがいつまでもここにいるわけにはいかない。

「そろそろ帰らないとな」

　そう呟つぶやいて起きあがったときに、ふと自分以外の気配に気付いて視線を巡めぐらせる。

　テーブルを挟はさんで向かいには一人掛がけ用のソファが二つ並んでいた。その一つに鈴本が座っている。だけど瞼まぶたは綺き麗れいに閉じられていて、傍はた目めにも深い眠りに落ちているのが分かった。

　ほんの少しだけ開いた唇くちびるから安らかな呼吸音が聞こえてくる。

「俺より疲つかれてるんだから、さっさと起こせば良かったのに」

　椅い子すに座って眠るだけじゃ、疲ひ労ろうはろくに回復しないだろう。普ふ段だんは傲ごう慢まんで偉えらそうなのに、こういうところでは気を遣えるのか。

「いやでも、最初から優しかったよな」

　ホテルでも無む理り強じいはされなかった。その後に病院で再会したときも優しかった。

　それで顔も好みだったから、一気に落ちたんだ。恋こいに落ちるのに時間は必要なかった。ろくに何も知らないのに欲しいと思った。あのときの高こう揚よう感かんが何故なぜか急に蘇よみがえって、触ふれたくて堪たまらなくなる。強い衝しよう動どうに突き動かされるように、近づいた。

　───鈴本は俺以上に疲れているようだから、少し触れたくらいじゃ起きないだろう。

　手を伸のばせる距きよ離りで目を閉じている鈴本が悪い。　>>>♥

　鈴本の横のソファに膝ひざを突く。顔を近づけると、薄い瞼に走る青い血管が見えた。こいつの寝顔を見るのははじめてだ。眼鏡を外して、指先でなぞると細かく睫まつげが震ふるえる。

　Ｖ字に開いたスクラブからは鎖さ骨こつから指二本分下まで肌はだが覗のぞいていた。頭を左側に傾けているから、右の首筋が張っている。ぴんと伸びた皮ひ膚ふとその下の筋肉に、唇でそっと触れる。

　そのまま生はえ際ぎわの方まで唇で辿たどる。知らず知らず身を乗り出していたせいか、体を支えるために無意識に鈴本の肩を摑つかんでいた事に気付き、慌あわてて手をソファの背凭れに移す。

「はぁ」

　肌を唇で追い掛かけているだけなのに、興奮する。顎あごにふれ、耳の方まで唇を寄せる。

　このまま犯おかしてしまいたいと思うのは、性せい欲よくなのか恋れん情じようなのか自分でもよく分からなかった。

「ん……」

　鈴本の小さな声を聞いたら、いよいよ我が慢まんできなくなって手て探さぐりでスクラブの裾すそを捲まくる。

　その下はもう素す肌はだだ。さらりと乾かわいたその肌に触れて、ぞくりとした熱を覚える。胸に這はわせていた掌てのひらを下げて、パンツの上から体の中心を摩さすった。

　鈴本のそこがろくに反応しない代わりに、触さわってもいない自分のそれが固くなるのが分かる。

　そろそろ起きるだろうと覚かく悟ごしていたが、一向に鈴本が目覚めないから、このまま最後まで目覚めなければいいと思いながら、自分のベルトを外す。

　そのときに「何やってるんだ？」と眠そうな声に尋ねられて、動きが止まる。

「起きてた、のか？」

「今、起きた。寝込み襲おそうなんて卑ひ怯きようだな」

　台詞せりふのわりには鈴本に怒おこった様子はない。

「のこのこベッドまで貸しておいて何言ってるんだ」

「どうせなら、指より舌でしろ」

　俺がどう反応するのか興味深そうに、鈴本がこちらを見ている。

「今回の先せん攻こうは譲ゆずってやる」

　そこまでするつもりはなかった。じゃあどこまでかと聞かれても答えなんか用意していない。

　ここでするのかよと固まったが、先に仕し掛かけたのは俺だ。鈴本は笑えみを浮うかべたまま俺を見ている。俺が逃にげてもこのまま受け入れても、どっちでも良さそうに見えた。

「誰だれかに見られても、俺のせいにするなよ？」

　一応釘くぎを刺さしてから、鈴本のそれに先程と同様に服の上から触れる。

　パンツと下着のウェストゴムをずらして、中の物を取り出す。先程までの素そっ気ない様子とは違い、そこは握にぎっているだけで芯しんを持ってくる。

　ソファとテーブルの間は狭せまいから、正面から咥くわえられず、仕方なくソファに座って横向きに屈かがみ込む。アームレストが邪じや魔まで体勢も窮きゆう屈くつだったが、この方が顔を見られなくて済む。

「一いつ触しよく即そく発はつさせてやるよ」

　唇を付ける前に鈴本を見上げて挑ちよう発はつする。けれど余よ裕ゆうを保っていられたのは僅わずかな間だった。

　口を開いてそれを受け入れてすぐに、頭に鈴本の手がかかる。

「ん、むっ」

　唇を離はなそうとしたところを強ごう引いんに頭を押さえられて、喉のどの奥までそれを咥えるはめになった。

「ふ、っ、あっ」

　苦しくて、生理的な涙なみだが目の端はしに滲にじむ。舌も喉もひくひくと痙けい攣れんするように動くと、頭を押さえていた手の力は少し緩ゆるんだが、離れてはいかない。

「ぅ、は、……っ」

　苦しい、と鈴本の太ふと腿ももに置いた手で爪つめを立てる。口の中を好きに犯されながらも、歯を立てないようにしている自分が馬鹿みたいだ。

　そう思ったときに両手で頭に触れられて、口の中の物が引き抜ぬかれる。果てたわけじゃないのに唐とう突とつに抜かれて、唇をそれの形に丸く開いたまま顔を上げた。

　戸と惑まどう俺を鈴本が欲よく情じようを滲ませた顔で見ている。

「やらしい顔してるな」

　ぬるぬるする唇を拭ぬぐわれた。再び舐なめるために唇を近づけると、押しとどめるように唇を指で塞ふさがれる。すると鈴本が白衣から震えている携帯を取り出す。

「はい」

　電話に出た鈴本の声は澄すましたものだった。取り繕つくろえる程度にはまだ余裕があるらしい。

　さすがに自分の物を咥えさせながら電話に出るほど、図太い神経はしていなかったようだ。

「……オーベンは誰ですか？」

　別に、意地悪な気分でそうしたわけじゃない。俺にしては珍めずらしく、相手を気き遣づかっての事だ。

　この状態で呼び出されてお預けなんて可か哀わい想そうだ。一度達して萎なえてしまえば問題なく仕事に戻れるだろうと、唇を邪魔する指を外して再びそれに舌を這わせた。ほんの少しこの男を焦あせらせたい気持ちがあったのも確かだが。

「っ」

　頭の上で鈴本が息を飲み込む。

「分かりました。サチュレーションとバイタルは？」

　指で扱しごきながらじゅっと幹を吸うと、鈴本の声がほんの少し不自然に引きつる。

　電話の相手は、寝ね起おきだと思うのだろうか。もし唾だ液えきを吸い上げる音が向こうにも聞こえていたら、こいつはどうするんだろうと考えるのは、結構楽しい想像だった。

　口の中の物はびくびくと震えて、限界が近い。堰せきを切らせたくて、ぎゅっと太腿を摑んで先せん端たんを吸う。途と端たんにどくんと先端から白はく濁だくした精液が吐はき出される。

　舌で受け止めると、妙みような達成感を覚えた。

　中ちゆう途と半はん端ぱに喉の奥に流し込まれたそれを、躊躇ためらわずに飲み込む。嚥えん下かしても口の中は粘ねばついて苦い味が残ったが、不快だとは思わなかった。それどころか、じわりと腰こしに熱が溜たまる。

「飲んだのか？」

　意外そうに聞かれて頷うなずく。鈴本の手には通話の切れた携帯が握られていた。

　舐めるのに夢中で気付かなかったが、いつの間にか話は終わったらしい。

　俺の視線がブラックアウトした液えき晶しように向いている事に気付いたのか、鈴本は「研修医がパニクってるから行ってくる」と、乱れた着衣を整えながら言った。

「昼過ぎには戻もどれると思うが、待つか？」

「午後から仕事だから」

「それなら、続きは近いうちに。後で連れん絡らくする」

　鈴本は俺の耳と頰ほおの間に唇を押し付けると、着衣の乱れを直して立ち上がる。

　部屋を出ていくときの顔が名な残ごり惜おしげで、少しだけ溜りゆう飲いんが下がった。

　自分の技術は鈴本には通用しないと思っていたが、そんなことはなかったと得意になる。だけど心地良い気分は束つかの間で、置き去りにされて熱を持て余す。

　鈴本の性欲を発散させた分が、俺の方に溜まってしまった。

　一人きりになった部屋で下か肢しに手を這わせるのは、後ろめたい。先さき程ほどまでスリルを感じてはいても背徳感を感じなかったのは、部屋の主が傍そばにいたからだ。

　唾液をごくりと飲み込む。決して美味うまくはないあの味を、鮮せん明めいに思い出そうとしている自分に呆あきれながら、掌で擦こする。一触即発なのは俺の方だ。もう終わりが見え始める。

「鈴本」

　無意識に名前を口にしていた。予想外に早く吐き出されたそれが、シャツを汚よごす。

「最悪」

　思わずそう呟つぶやいたけれど、気分は正反対だった。ぐったりとソファの背せ凭もたれに体を預ける。

　鈴本の顔が、閉じた瞼まぶたの裏にちらつく。認めるのは癪しやくで悔くやしいけど、達した後も乱れたままの鼓こ動どうやこの高こう揚よう感かんは恋こいに似ている。

　いや、たぶんこれはもう、恋だ。傲ごう慢まんなくせにどこか優やさしいあの男に、いつの間にか心の奥を占有されてしまった。







　期末の翌日、早朝の部内ミーティングは営業成績に関する話題に終始していた。

　目標が未達だった者は、釈しやく明めいと改善案の提示を求められる。年間目標は既すでに四月に決まっているから、マイナス分は来期で挽ばん回かいしなければならない。

「俺、二回連続数字下回ってるよ」

　コーヒーカップを持ったまま、溜ため息いき混じりにぼやく同期に「今月開業する医者を紹しよう介かいしてもらったんだろ？」と励はげます。

「でも、小児科なんだよ。正直、医者も俺らも子供より老人相手の方が儲もうかるじゃん。小児科だと高が知れてるっていうかさぁ。お前はいいよな、大病院のボンボンに気に入られて」

　他ほかに心当たりがないから、鈴本の事なのだろうが、「ボンボン」という台詞に反感を覚える。当初は俺も七光りだと舐めていたが、実際はそれに甘んじない医者だ。

「どうやって取り入ったわけ？」

　まるで媚こびて仕事を取ってきたような言い方だ。

　だけど実際、先にいかせたら薬事委員会で取り上げろと要求するつもりだったのだから、媚びるより酷ひどい。ただ最初に取引を持ちかけたのは、鈴本の方だったけれど。

「秘密」

「なんだよ、ケチだなぁ」

　その言葉に肩かたを竦すくめて、外回りのために会社を出た。

　同期とは仲良く出来るときもあるが、成績が発表された直後は難しい。互ご角かくならまだしも片方が常に勝ち続けていれば確かく執しつも生まれる。結局のところ仲間ではあるが、ライバルでもある。

「気が抜けないのも、競きそい合うこと自体も嫌きらいじゃないけど、たまに息が詰つまるよな」

　営業に使っている自分の車に乗ってからぼやく。友達作りのために職場に来ているわけではないから、馴なれ合いに興味はないし、敵意混じりの嫉しつ妬とを向けられるのも心ここ地ち良いものではない。ましてや手て柄がらを個人的に取り入って取ったと思われるのも面おも白しろくなかった。

『ストラルドブラグの件では世話になった。お陰かげで、後こう遺い症しようも残らずに済みそうだ。今後もよろしく頼たのむ』

　先日、薬事委員会後の大量注文の礼に社内からかけた電話で、鈴本はそう言った。

　そのときにこの仕事が賭かけの褒ほう美びでなくて良かったと思った。たぶん賭けの褒美なら、大して嬉うれしいとも感じなかっただろう。数字が上がったのも嬉しいが、鈴本の役に立てたことや、普ふ段だん触ふれ合う機会のない患かん者じやのために動けたことも嬉しかった。

「まだ直接会って礼れいを言ってないよな。結局、この間の賭けも中途半端のままだし」

　思いだすとじわりと頰が熱くなる。あまり深く考えずに言われるまま口でしてしまったが、鈴本にはどう思われただろうか。

　───そういえば時間見るの忘れてたけど、どれぐらいだったんだろう。

　御礼の電話を除けば俺からも連絡していないし、鈴本からも電話は来ていない。

　どうせ他の医師への挨あい拶さつもあるし、薬やく剤ざい部にも顔を出したいので予定にはなかったが、鈴本の病院に立ち寄ることにした。一応、口実に新しくなった製品のパンフレットを持参する。

　いつものように医局を回ってから、オフィスに向かう。鈴本がオフィスを持っているのは便利だ。人目がないからプライベートな話ができる。

　オフィスのある階まで階段を上っていると、不意に廊ろう下かから女の声が聞こえてくる。

「ホテルとってないのか」

　女が何を言ったのかは分からなかったが、鈴本の声は聞き取れた。

　咄とつ嗟さに階段の陰かげに身を隠かくしたのは、自分でも何故なぜだかよく分からない。鈴本が俺以外に粗そ野やな話し方をするのを初めて聞いた。

「今日は志帆の所に泊とめて貰もらおうと思ったから」

　志帆、という呼び名に思わず反応する。足音は二人分だった。階段のすぐ横にあるエレベーターの所で止まっている。扉とびらが開くのを待っているのだろう。

「断る。家に泊めたのがばれたら、お前の親にまた結けつ婚こんをせっつかれるからな。第一、今日も帰れるか分からない。誰だれかが原げん稿こうにケチを付けたお陰で、ここ数日泊まり込んでるんだ」

「ケチじゃなくて志帆が恥はじをかかないためのアドバイスだわ。それに結婚に関して色々言われてるのはあなただけじゃないのよ。私だってあなたのお父様と会う度に打だ診しんされてるわ」

　それに対して鈴本が深い溜息を吐き出す。

「帰らないなら余計に泊まらせてくれてもいいんじゃない？　広いベッドをただ空けておくのは勿もつ体たいないわ」

　女は鈴本を押し切るようにそう言った。

　鈴本が返答しないうちに、エレベーターの到とう着ちやく音が響ひびき、二人の気配が無くなる。鈴本が砕くだけた様子で話していた相手が気になって、上ってきたばかりの階段を下りた。

　自分でも格好悪い真似まねをしている自覚はあるが、相手の顔を確かめずには居られなかった。

　ドアが開く瞬しゆん間かんには間に合わなかったが、逆にそれで良かったのかもしれない。

　白衣の鈴本と、見知らぬ女の後ろ姿が少し先の廊下に見える。何か鈴本に声を掛かけられたのか、自分より高い位置にある男の顔を見上げて笑う横顔に既き視し感かんがあった。

　以前鈴本の部屋で見た写真に写っていた相手だ。あどけなかった顔は大人びて、写真の何倍も綺き麗れいになっている。女に興味のない俺ですらそう思うのだから、普ふ通つうの男は堪たまらないだろう。

「結婚話がでるってことは、付き合ってるってことか？」

　いや、恋こい人びとだったら素す直なおに泊めるだろう。だとしたら恋人未満なのだろうか。

　そんなことをぼんやり考えていると、鈴本が一人で戻って来た。正面玄げん関かんの外にあるタクシー乗り場まで、わざわざ彼女を見送りに出ていたようだ。

　随ずい分ぶんまめな対応で、鈴本らしくない。それだけ彼女とは親しいのだろう。

　鈴本が歩いている廊下は中庭に面した側が硝子ガラス張りになっている。強い陽ひの光が差し込んでいて、白衣に光が反射して目が眩くらむ。

　薬事委員会の件、新しいパンフレットの件、それから前回中ちゆう途と半はん端ぱに終わった賭けの件。

　話しかける口実はいくつもあるが、今顔を合わせたら余計な事を口走って仕し舞まいそうで、階段の陰から出ていけなかった。

　そんな俺に気付かないまま、鈴本は先程下りてきたエレベーターに乗っていなくなる。

　ふと鈴本が言っていた台詞せりふを思い出す。

「付き合うのは女、遊ぶのは男」と言っていた。浮うかれてすっかり忘れていたが、俺が鈴本と上手うまく行ったとしても、それはきっと遊びの延長でしかないということに、今さら気付いた。







　中学の頃ころに読んだ小説の一頁ページ目で殺された被ひ害がい者しやの死因は、テトロドキシン中毒だった。

　ふぐ毒は青酸カリよりも毒性が強く解げ毒どく剤ざいがまだ開発されていないと、推理小説から学んだ。

「ふぐ嫌きらいだったか？」

　箸はしを持ったままじっとしていると、湯気越ごしに聞かれる。

「初めて食べるから、嫌いかどうかはまだ分からないけど……」

　接待や仕事の集まりで色々な店に行くが、今までふぐを扱あつかう店に足が向かなかったのは、もしかしたら意識の根底にあの小説の記き憶おくがあって、無意識に回かい避ひしていたのかもしれない。

　そういえば犯人は医者だったな、と目の前で機き嫌げん良よく箸を持つ鈴本に視線を向ける。

　俺が病院で声をかけ損そこなった日から一週間経たっている。突とつ然ぜん電話で「会おう」と言われて、のこのこやってきたらこうしてふぐ専門店の個室に連れ込まれた。

「先生は、好きなのか？」

　テーブルの上に並ぶのはふぐちり、ふぐ刺さし、ふぐの唐から揚あげ、ヒレ酒だ。これでもかという程ほどふぐづくしだ。ふぐばかり頼むということは疑いようもなくそうなのだろうと思いながら、答えの分かってる質問をする。

「菊きく盛もりをこうやって食うのが好きだな」

　鈴本が皿に盛られたふぐ刺しの一番外側の円の一角に、タレの入った容器を傾かたむけて中身を数すう滴てき落とす。それが染しみこむ前に箸でぐるりと切り身を纏まとめて無造作に摑つかみ、一口で食べる。

　好意的に解かい釈しやくすれば男らしい、客観的にみると些いささか品がないものの、薄うすい刺さし身みを一枚一枚食べるのも面めん倒どうなので、俺もそれに倣ならう事にした。

　紅皿の上に盛られていたせいで淡あわい桃もも色いろに見えた刺身は、箸で摘つまむと透すき通とおるように白い。

「美味うまいだろ？」

「まだ、口に入れてねーよ」

　俺がそう言うと、鈴本がにやりと笑う。リゾットのときの仕返しらしい。

　まんまと以前の鈴本と同じ台詞で切り返してしまい、悔くやしく思いながらふぐを咀そ嚼しやくする。

　タレの正体はポン酢だった。初めて食べるふぐは肉が薄いのに身が締しまっていて歯は応ごたえがある。さっぱりとした風味が新鮮で、毒の事も忘れてすぐに二回目の箸が伸のびた。

「そういえば、学会は上手くいったみたいだな」

「そういうのもチェックするのか」

　鈴本に絞しぼって情報収集をしているわけではないと言いたくて、「皮ひ膚ふ科かの先生に今度子供が生まれるって事も知ってる。小児科の師長と放射線科の教授ができてるってことも」と告げた。

「出所はうちの事務員か？」

「……なんでそう思うんだ？」

　狐きつね色いろの唐揚げを食べながら鈴本が何か言うのを待つ。さくり、と音がしてまだ熱くて舌した触ざわりの良い白身を味わう。今まで食わなかった事を後こう悔かいするほど美味い。この世で一番美味い唐揚げは白子だと思っていたが、認にん識しきを改めるべきかもしれない。

「ミダスに行ったときに、瀬野くんとうちの事務員が歩いてるところを見た。情報提供料はまさか体じゃないだろうな？」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない質問に「彼女のねらいは俺じゃなくてあんただ」と言いそうになったが、思い止とどまった。写真の女とはタイプが違ちがうが、事務員も華はなやかな外見をしている。彼女が自分に好意を持っていると知って、鈴本がその気になっても困る。

「体で済むなら安くていいけど。俺より、そっちは？　先生。誰となんのためにホテルに？」

「気になるのか？」

「聞かれたから聞き返したまでだろ。相変わらず自意識過剰だよな、あんた。素顔がばれたら患者に嫌きらわれるんじゃないか？　実際は結構ガラ悪いしな」

「もともとそれが理由で良い医者のふりをするようになった。威い圧あつ的に振ふる舞まってるつもりはなかったけど、前の病院にいたときに担当していた患者の親が俺を怖こわがって、重じゆう篤とくな症しよう状じようが出てるのに病院に来なかった。子供自身も俺が怖くて病院に行きたくないと言ったらしい」

「その子供、助かったのか？」

「助かった。別の病院のＥＲからうちの病院に搬はん送そうして手術は俺が担当したが、患者やその親とのコミュニケーションは俺の後こう輩はいが担当した」

「でも、親もおかしくないか？　医者が怖くて子供が病気になっても病院にいけないなんて」

　俺も歯医者は嫌いだったが、どんなに泣いても無む理り矢や理り連れて行かれた。医者が怖くて子供が嫌いやがるから病院に連れて行かないなんて、どう考えても親に問題がある。

「かなり若い母親で、あまり病状を理解していなかったからな。説明はしたが、母国語じゃなかったからよく分からなかったらしい。尤もつとも、それは後で俺の後輩に聞いた話だ」

「それが先生が良い人ぶるようになった理由なのか？」

「子供が回復して退院したときに、後輩から〝演技でもいいから愛あい想そ良くしなさい。あなたの笑え顔がお一つで患かん者じやが安心できるなら、安い物でしょ〟って怒おこられた。それからだ。元々、子供の頃は院長の息子むすことしてときどき優等生ぶってたから、そう難しいことでもなかった」

「後輩って、この間同じ学会に出ていた綺麗な女医？」

「どうして分かるんだ？」

　喋しやべり方が似ているからだ。それにあのとき目にした、二人の信しん頼らいし合っている様子で分かる。

「経歴のところに、先生が前に居た病院の名前が出てたから。日本人同士、向こうの職場で親しかったのかなって。彼女、先生の好みっぽいよな」

　鈴本と彼女のことを話すのは嫌な気分だった。誤ご魔ま化かすようにばくばく食べていたせいで、目の前の皿が早くも一つ空になる。

「瀬野くんの観察眼は凄すごいな。あいつとはむかし付き合ってた」

　心底感心したように鈴本はそう言ってから「でも、もう恋れん愛あい感情は挟はさまない」と付け加えた。

「俺達は恋愛よりも仕事上で信頼して尊敬し合う関係の方が向いている。何度か泣かせた後で傷つけるぐらいなら友人で居た方がいいと気付いた」

「なんか、それって……」

　恋人よりもずっと凄い存在に聞こえるのは勘かん違ちがいなんだろうか？

　大切な存在だからもう手を出さないって言っているように聞こえる。

　それに鈴本は「恋愛感情は挟まない」と言ったが、少なくともベッドの大きさを知っていたということは、帰国してから家に行ったことはあるのだろう。もしかしたら以前、事務員が言っていたシアトルからわざわざ来た人物というのは、彼女かもしれない。

「捨てられた男のいいわけに聞こえるけどな」

「瀬野くんは厳しいよな。口説いても逃にげるしな」

「本気じゃないくせに何言ってるんだよ」

「本気だ」

　鈴本は飄ひよう々ひようとした顔で告げる。だけどさっき後輩の話をしていたときの方が、ずっと真しん剣けんな顔をしていた。彼女はきっと、俺よりたくさん鈴本の顔を知っているのだろう。

「本気だって言うなら……先生、一回俺に抱だかれろよ」

　絶対に女が見ることができない顔が見たい。誰だれも今まで見たことない鈴本の表情を知りたい。

「いきなりなんだ？　勝つ自信がなくなったのか？」

　今となってはそうだ。惚ほれた相手に触ふれられて、反応しないでいられる自信はない。

　それに勝ち負けじゃなく、そういう事がしたい。ただ単純に、恋愛みたいに。

「賭かけは賭けだ。ただで抱だかせてやる気はない」

「それなら俺は……もう下りる。賭けは中止にしてくれ」

「自分が勝てないからって投げ出すのか」

　本気だと言ったくせに、鈴本は食事の手すら止めない。

　自分では勇気を振り絞って言った言葉を軽く受け流されて、鈴本との間に明確な温度差を感じる。だけどそれを責める権利はない。最初は俺だって本気になるつもりはなかった。

「これ以上お前と会っても意味がないだろ。それに自分から再戦要求しておいて悪いけど、今日は誰かを抱きたい気分なんだ。だからお前が無理なら、他ほかの奴やつを誘さそう。いちいち勝負しなくても、面倒なく抱き合える相手はいるからな」

　冷静さを取り戻もどして適当な言い訳をして立ち上がる。

　実際誰かと肌はだを合わせたい気分じゃなかったが、今すぐここを離はなれる理由が欲しかった。

　鈴本は俺の言葉に溜ため息いきを吐はき出した後で、「送るから、少し待て」と口にする。

　まるで馬ば鹿かげた事で怒り出した相手を宥なだめるような口調だった。仕方ないな、と面めん倒どう臭くさいな、が見え隠かくれした言い草に、ますます気分が下降していく。

「一人で帰れる。女扱いしなくていい」

　鈴本から逃のがれるために、部屋から引き上げようとすると、背後から腕うでを摑まれた。

「急にどうしたんだ？」

　珍めずらしく少し困こん惑わくした声に、きっと分らないだろうと思いながら、黙だまり込む。　>>>♥

　むしろ分って欲しくない。後輩に嫉しつ妬としてるとか、適当に体だけ求められてる関係が嫌だとか。それを知られたら終わる。鈴本は俺が面倒な事を言わないから、構ってくるだけだ。

　だから面倒になったら。きっと終わる。終わらせられる前に、せめてもの矜きよう持じとして自分から終わらせてしまいたいのに、結局この場でこうして引き止められて、迷っている。

「何かあるなら言え。勝手に怒ってるだけじゃ、分からない」

「だから理由は言っただろ。これ以上会っても意味がない。何にも発展しない関係を、続けてどうするんだよ。一度はそっちが勝ったんだし、もういいだろ。治験の事は協力して欲しいけど開発に恩が売れるってだけで、俺にとっては薬事委員会ほど価値は……」

　台詞せりふの途と中ちゆうで、言葉を塞ふさぐように唇くちびるが重なる。

　力ずくじゃないのに強ごう引いんな指に顎あごを取られて、舌が入ってくる。

　触れた瞬しゆん間かんに接せつ触しよくを僅わずかでも喜んだのは、まだ割り切れない感情があるせいだ。

　そんな自分に気づいて、慌あわてて情けない心情ごと振り払はらうように、反射的に腕を動かしたら障子の木き枠わくにがたりとぶつかる。幸いにも紙は破れなかったが、一いつ瞬しゆんひやりとした。

「お客様、どうかなさいましたか？」

　外から店員に尋たずねられて、自分がどこにいるのか思い出す。

「なんでもありません。少し酔よってふらついてしまったみたいです」

　鈴本が、涼すずしい顔ですらすらと器用に噓うそを吐く。

　俺だって普ふ段だんならそれぐらいの芸当は出来る。だけど今、鈴本を目の前にしてキスをされて、いきなり見知らぬ誰かに声を掛かけられて、頭は回らなかった。

　つまりそういう事なんだ。お互たがいを前にして、鈴本には余よ裕ゆうがあって俺にはない。

「左様でございますか。突とつ然ぜんお声掛けして申し訳ございませんでした。もし宜よろしければ水をお持ち致いたしますが、如何いかがなさいますか？」

　きっと店員がいなくなったら、キスで誤魔化される。

　そうなったら流されない自信がなかったから、店員がいるうちに障子を開けた。

「瀬野くん」

　その声には立ち止まるつもりはなかった。コートの襟えりを正さぬままに店を出ると、ちょうど客を降ろしたタクシーが止まっていたので、乗り込んだ。

「駅に向かってください」

　急せかすように言うと、バックミラーを一度確かく認にんしてから運転手が車を走り出させる。

　鈴本が追ってきているかどうか、窓の外を確認するのが怖かった。きっと追っては来ないだろう。こんな風に感情のままに行動するような人間じゃない。

　───もともと俺もそうだったんだけどな。

　他人に弱みをみせずにいられるのを誇ほこりに思っていたし、同期よりも上手うまく仕事をこなしている自分が好きだった。男相手のセックスに関しても常に主導権を握にぎっている状態は、余裕があって心ここ地ちよかった。子供の頃ころから器用でそこそこ優ゆう秀しゆうだった。

「どっちの駅です？　ＪＲの方ですか？」

　交差点の信号で捕つかまったときに尋ねられて、答えるために顔を上げる。

　バックミラーの中に惨みじめな顔の男が映っているのを見て、いい年してなんて顔をしてるんだと、自分が情けなくなる。

　運転手には機械的に答えを返した後で、鈴本に顔を見られていないか不安になった。見られていたら全部、ばれてしまっているだろうと怖こわくなって、コートの中で鳴っている携けい帯たいをどうしても確認できなかった。







　十一月に入ってから、忙いそがしい時期が続いていた。

　競合他社の製薬会社が外資系に吸収合がつ併ぺいされるという話が急きゆう遽きよ浮ふ上じようし、業界の勢力図が大きく変わりそうで、上役の話題はその件でもちきりだった。それに関連してか、うちの所長や営業部長がばたばたと会議を重ねている。臨時の事業戦略会議が開かれているのかもしれない。

　尤も、俺たちのような末まつ端たんは今まで通りできることをするしかないので、年末調整に向けての作業を例年通りきりきり進めるだけだ。

　───だけど、憂ゆう鬱うつだな。

　今日は鈴本の病院にも行かなければならない。鈴本と同じ科の医者とアポをとっているので、鈴本に会う可能性はいつもより高かった。

　最後に鈴本と会ってから五日経たったが、その間こちらからは連れん絡らくを取ってない。

　タクシーで逃げるように帰った日、携帯の着信は鈴本からだったが折り返さなかった。それ以来向こうからも連絡はない。これは駆かけ引きじゃなくて、鈴本はもう途と切ぎれてもいいと思っているんだろうな、とあの日以来鈴本の名前が見当たらない着歴をスクロールしながら考える。

　一度関係を持ったとはいえ、付き合いは浅い。鈴本にすれば、初めから惜おしいような繫つながりではないだろう。後こう悔かいしているといえば、後悔している。関係が終わりそうなことにではなく、自分が子供じみて、ヒステリックな女みたいな対応をしてしまった事にだ。大人なんだから、もっとスマートな終わらせ方だってあったはずだ。

「つきあってもいないくせに、過去の女に嫉妬するとか自分で自分が気持ち悪いな」

　だけど賭けは投げ出せても仕事を放ほうり出すわけにはいかないので、約束に間に合うように病院に向かう。守衛室の前で記帳して、活動許可個人証付きの業者タグを付けて中に入った。

　とりあえず研修医だろうが何だろうが、白衣を着ている人間には一礼をする。視界を白衣が掠かすめる度たびに、相手が鈴本じゃないかと緊きん張ちようした。

　会ったときの事は考えていた。平気な態度で声を掛けてから前回の事を詫わび、電話を折り返さなかった事の言い訳をする。だけどそうやって細かい所まで考えていると、自分が馬鹿みたいだとも思っていた。どうせ、鈴本は大して気に留とめていないに違ちがいない。

「あれ？　タキオンさんと約束してたっけ？」

　アポの時間に医局に行くと、眠ねむそうな顔で顔見知りの外げ科か医いが額を搔かく。脂あぶらでてかっている肌と充じゆう血けつした目を見て、寝ね不ぶ足そくなのかもしれないと思い、労いたわりの言葉をかける。

「今日は忙しいから、悪いんだけどまた今度でいいでしょ？　ダメ？」

　あまり時間がないときに無理に話をしても、どうせ芳かんばしい結果は得られない。

　だったら、ここで譲じよう歩ほして後日時間を設けてじっくり聞いて貰もらった方が良い。

　その場で次のスケジュールを摺すり合わせて、パンフレットと資料だけ渡わたした。

　しかしそれは心電図や電カルの資料が積まれた書類の山の上に無造作に置かれたので、恐おそらく読んでは貰えないだろう。下の方の地層に、以前渡した別の資料も埋うもれていそうだ。

「今度は大阪で講演されるんですよね？　そのご準備でお忙しいところを申し訳ありません」

「いや、そういうんじゃなくて、志帆先生が無断欠勤なんだわ」

「え？」

「朝から連絡してっけど摑つかまらなくて。おいユニ大、家まで行ったんだろ？　どうだった？」

　大学名で呼ばれた医師は恐らく研修医なのだろう。短い眉まゆ毛げを八の字にして首を横に振ふる。

「インターフォンを押しても反応がなかったです」

「このところ大きな手術続きだったから、過労で倒たおれてたりして」

「あのスケジュールじゃ、なくはないですね。しかも今日は救命担当だし。案外先生自身が運ばれてきたりして」

　近くのデスクにいた別の医者の言葉に、急に鈴本の事が心配になった。冗じよう談だんだとは分かっているが、一度気になると最悪なケースばかりが頭に浮うかぶ。先さき程ほどまでは顔を合わせたくないと思っていたが、倒れているかもしれないなんて言われたら、どうしても気になってしまう。

　───このところずっと疲つかれた様子だったしな。

　次の予定にはまだ間があったから、病院を出た後は鈴本の家に車を走らせた。

　一度携帯に電話したが出なかったので、鈴本のマンションの近くで車を停とめて、鞄かばんの中から剝むき出しの鍵かぎを取り出す。

　捨てるわけにもいかず、かといってキーケースに入れることも出来ずに剝き出しのまま、鞄に入っていた。入り口でインターフォンを押したが、研修医が言っていたように反応はない。居留守なのか、居ないのか、それとも本当に中で倒れているのか。

　そんな心配に突つき動かされてマンションに入り、部屋のドアの前に立ったとき、もし何でもなかったらどうしたらいいだろうと考えた。例えば鈴本が風呂ふろにでも入っていて呼び出しに気づかなかっただけだとしたら、無断で家に上がり込んだ俺は完全に不ふ審しん者だ。

「やりすぎだよな」

　家主の許可も得ずに、合い鍵を使って部屋に入るのは恋こい人びと同士でもルール違い反はんだ。

　ましてや俺と鈴本は深い関係じゃない。だけど倒れてるなんて言われたら、心配になる。

　確認するだけだ、と誰だれにともなく言い聞かせて鍵をゆっくりと右に回すと、カチリと錠じようが開く音がした。

「先生、いるのか？」

　ドアの隙すき間まから中に入って呼びかける。玄げん関かんには鈴本の靴くつが乱れた形で脱ぬぎ捨てられていた。

　数秒逡しゆん巡じゆんしてから、家に上がる。出来るだけ素す早ばやく確認して帰ろうと奥に進む。

　家の中は薄うす暗ぐらかった。恐らくカーテンを締しめ切っているのだろう。

「うわ」

　リビングを入ってすぐに、部屋が以前と殆ほとんど変わらない有様になっている事に気付く。

　乱雑に積まれた書類や本を見て、自分の苦労が水の泡あわになったのが分かり眉まゆを顰ひそめたときに、ソファの後ろに人が倒れている事に気付く。

「先生!?」

　慌あわてて駆け寄って肩かたに手を掛ける。外げ科か医いの言葉は冗談ではなかった。

　思わず揺さ振ってから、転てん倒とうしたときに頭を打っている可能性を考えて手を止める。

　もしかして過労だけではなく何か疾しつ患かんがあって倒れたんじゃないか、と目まぐるしく考えを巡めぐらせた。携帯を取り出すためにコートのポケットに手をいれたときに、ふいに腰こしを撫なでられて飛び上がり、ごとりと音を立てて携帯を床ゆかに落とした。

「なんだよ、また寝ね込みを襲おそいにきたのか？」

　振り返ると、鈴本が欠伸あくび混じりに寝ぼけたことを言う。

「寝込みって、寝てたのかよ？　床で？」

　紛まぎらわしいことをするなという気持ちと、焦あせっていた様子を見られた気き恥はずかしさで責めるように言うと、鈴本は悪びれもせずに俺の腰に手を当てたまま眠ねむ気けを飛ばすように首を振る。

「五十時間以上起きてるとどこでも寝られるようになる……。今、何時？」

　鬱うつ陶とうしそうに目を擦こすって起きあがる男に、拍ひよう子し抜ぬけしながら腕うで時ど計けいを見せる。

　瞬まばたきをしながらそれを見た鈴本は「朝のか？」と口にした。

　時刻は午後二時を回っている。

「午後の」

「…………カンファ終わってるのか。今日はＥＲ入る予定だったんだけどな」

　額に手を当てた鈴本は、しかしすぐに諦あきらめたような顔で髪かみを搔き上げた。

「床で寝るって相当だな……」

「寝ようと思って寝たわけじゃない」

「わかってるよ、それは」

　周囲に散乱している資料やカルテを見る限り、読んでいるうちに眠ってしまったのだろう。でなければ女医曰いわく、大きなベッドがあるのにわざわざ床では寝ないだろう。

　俺がそんなことを考えていると、鈴本が腕を体の後ろに反らして伸のびをする。その瞬しゆん間かん、バキ、と背骨が大きく鳴る。首を回したときはゴリ、という音も聞こえる。

「研修医が家にまで呼びに来たらしいけど、気付かなかったのか？」

　俺の言葉に鈴本は積まれた本の上に置かれた携帯を取る。

　着歴を確かく認にんすると、すぐに鈴本はどこかに電話をかけて、通話が始まった途と端たんに丁てい寧ねいな言葉で謝罪を口にする。どうやら病院に電話しているようだ。

　ジキル博士面で喋しやべる横顔から、視線をそらす。最初は〝僕〟の方の鈴本に惹ひかれたものの、それが演技だとわかった今となっては、白々しい感じがして苦手になってしまった。

「仕事に行くなら車出すけど？」

　酷ひどく疲れているように見えたので、通話が終わったのを見計らって申し出る。

　病院までは近いので一ひと眠ねむりはできないだろうが、車内で珈コー琲ヒーを飲むぐらいはできるだろう。

「今日、休みになった」

　携けい帯たいをソファの上に放って立ち上がった鈴本は、改めて俺に視線を移すと「怒おこるのはもういいのか？」と口にする。

「最初から怒ってない。先生がいくら言っても理解してくれないから、ああいうやり方になっただけだ。俺はもうあんたとは仕事上の関かかわりだけにしたい」

　鈴本は黙だまって俺の話を聞いていた。

「今回は、病院に行ったら過労で倒れてるかもしれないって聞いて、来ちゃったけど」

　まだ寝ぼけているのか、じっと俺を見つめる鈴本の前に鍵を差し出す。

「先生が……俺にふられて落ち込んでるんじゃないかって心配になったっていうのもあるし」

　何も言わず、鍵も受け取ろうとしない鈴本に場が持たず、冗談で紛らわせようとしたら、鈴本は否定もせずに「ああ」と穏おだやかに笑う。

「それはある。確かに寝ね過すごした原因の半分は瀬野くんのせいだ」

　ぱちりと瞬まばたきする様がかわいらしく見えて、一いつ瞬しゆん鼓こ動どうが跳はねた。

　諦めるって決めたくせに、また気持ちが傾かたむきそうになって、無意識に握にぎりしめていた鍵を引導のように棚たなに置く。正確には棚に積まれた本の上だ。数週間前に片づけた筈はずなのにもう混こん迷めいを極きわめている。

「もう起こしに来ないのか？」

　明らかに疲れている様子の鈴本にそう問いかけられて、返答に困る。こんな時に、弱い部分を見せるのは狡ずるい。

「後こう輩はいに頼たのめばいいだろ？　それとももう彼女はシアトルに帰ったのか？　だから俺をそんな風に口説くのか？」

　講演が一つだけなら、もう帰っている頃ころ合あいだろうと思って問いかける。恋れん愛あい感情は挟はさまないときっぱり言っていたが、それを盲もう目もく的てきに信じられるほど、男女の友情が強いとは思えない。

　そう吐はき捨てるように言ったとき、鈴本が急にふっと笑った。

　笑われた理由が分からなくて「なんだよ」と睨にらみ付ける。

「この間いきなり帰ったのは、もしかして妬やいたからか？」

「………な、わけねーだろっ」

　ついムキになって否定してから、これじゃ肯こう定ていしてるようなものだ、と自分でも呆あきれた。

「勘かん違ちがいするなよ。そういうんじゃない」

「じゃあ、何だ？」

　にやにや笑ってる男に反論できずに唇くちびるを嚙かむと、鈴本の指先がそこに触ふれる。

「妬いてくれるのは気分がいいから、勘違いでもいい」

「何だ、それ」

　五日間ぐだぐだ悩んでいた事や、子こ供ども染じみた態度で中座した事を全すべて、嫉しつ妬としていたからで片づけられるのは堪たまらない。確かにその通りだが、付き合っても居ないのに、占せん有ゆう権けんを主張するような馬ば鹿かな真似まねはしたくない。そもそも俺が望んでいたのは──。

「最初に言ったと思うが、俺は瀬野くんが好みなんだ」

「やりたいだけだろ」

「否定はしない。でも、瀬野くんだからしたいんだ」

「あんたに好かれる理由なんて思い当たらない。最初に言ったって事は外見が好みなのか？」

「確かに外見も好みだけど、中身の方が好みだ。生意気なところも、意外と真面目で素直なところも見ていて楽しい。むかしの女に嫉妬して拗ねてるのも、かわいいしな」

　予想外の言葉に、じわりと顔が熱くなる。

　悔くやしいな、と俯うつむいたまま考える。簡単な一言でこのところ苛いら々いらしていた気分や、鬱うつ々うつとしていた事が晴れていく気がした。好み、なんて軽い言い方で俺が決めたことや悩んでいた事を全部ひっくり返してしまう鈴本は狡い。

「瀬野くんは？」

　すでに赤くなった顔を見られている。たぶん全部伝わっているはずなのに、それでも敢あえて尋たずねてくる男に、まだ素す直なおに全部明あけ渡わたすことはできない。何も言えずに俯いていると、鈴本が諦めたように立ち上がる。反射的に顔を上げた。

「とりあえず腹が減ったから何か作れ」

「は？」

「昨日の夕方から何も食ってない。何か作るなら、俺を置いて帰ったことを許してやる」

　相変わらずの命令口調だったが、それはまだ明確な言葉を返せない俺に対する、鈴本なりの助たすけ舟ぶねだとは分かっていた。

「お詫わびって、普ふ通つう自分から要求するものじゃないだろ……」

　だから文句を言いながらもジャケットを脱いで、文字盤ばんを確認してから時計を外す。

　次はアポなしで知り合いの病院に顔を出す予定だった。元々予約を入れていないのだから、後ろ倒だおしになっても問題はない。

「そういえばこの前エプロンを見つけたんだ」

　そう言って、鈴本が奥の部屋から取ってきた生成のエプロンを俺に渡す。キャンバス地でシンプルなそれは性別に関係なく使えそうだ。

　これを使っていた元彼女は例の女医じゃないだろうな、と少し複雑な気分でそれを着けて冷蔵庫を開けるが、中には何も無い。正確に言えば、使いかけのチーズと飲み物、それから消費期限切れの牛乳以外は何も無かった。前回よりも貧しくなっている。

「何作れって？」

　思わず問いかけると「米が残ってたから、またリゾットでいい」と答えが返ってくる。

「医者の不養生って言葉知ってるか？」

　呆れながら冷れい凍とう庫の方も開ける。ロックアイスしか入っていない。横のワインクーラーの方が、まだ中身が詰つまっている。

「せめて野菜は取れよ。ビタミン欠けつ乏ぼう症しように関しては俺より先生の方が詳くわしい……」

　呆れながらそう言って振ふり返ろうとしたときに、いつの間にか背後に鈴本が立っていた。

「何？」

　近い距きよ離りに驚おどろくと、しゅるっと音を立てて腰こしの辺りで緩ゆるく結んでいた紐ひもを解かれる。

「瀬野くんも十分に休養を取ってないだろ。手を貸せ」

「は？」

　何がしたいんだと思っていると、冷蔵庫の扉とびらにかけた手を取られる。

　強ごう引いんではないが、有う無むを言わせない手つきだった。確かに年末に向けて今の時期から仕事は徐じよ々じよに忙いそがしくなっていて、満足に休めているとは言い難い。

　脈でも診みるつもりなのかもしれないと抵てい抗こうしなかった。だけど先ほどあんな告白めいたやりとりをした後では近い距離が恥はずかしくて、体に触れる鈴本の手を居い心ごこ地ち悪く感じていると、手首に紐が巻き付く。

「？」

「この間の続き、してなかったのを思いだした」

　そう言われた後でもう片方の手も摑つかまれて、鈴本が何の事を言っているのか理解する。

「はあ!?　飯作るんだろ!?」

「睡すい眠みん欲よくの次に強いのは性せい欲よくだと思わないか？」

「思わねーよっ」

　何も言えない俺に答えを急せかさない大人の対応はただの演技だったのか、と背後の男に向き直って怒ど鳴なろうとしたが、どう結ばれたのか紐が巻き付いた方の手はびくともしなかった。

　もう片方の手はなんとか振り切ったが、背中から抱だき締しめられてろくに身動きが取れない。

「触さわるの二週間ぶりぐらいだな」

「俺の体気き遣づかってくれたんじゃなかったのかよ」

「主治医として、患かん者じやがよく休めるように適度な運動に協力するだけだ」

　いつから俺の主治医になったんだ、と怒鳴ろうとしたが、鈴本が「好きな相手が家に来てくれて、それをただで帰すわけないだろ？」と口にした途端に、抵抗する力が弱まってしまう。

　本当にお手軽だな、と自分に呆れながら「仕事抜ぬけて来てるんだよ」と最後の抵抗を試みる。

「瀬野くんは早いから、すぐに終わる」

「普ふ段だんは早くねーよ。先生が相手の時だけ……」

　そう言ってから失言に気づく。これでは特別だといってるようなものだ。

　案の定、調子に乗った男が耳に音を立ててキスをしてくる。

「時間は瀬野くんに任せる」

　それは計れってことなのだろうと、外したままカウンターに置いた腕うで時ど計けいに視線を向ける。

　俺が時計を見たのを、行こう為いへの了りよう承しようと取ったのか、鈴本の手がエプロンの裾すそを割って、ベルトのバックルにかかる。身を捩よじろうとしたときに、後ろに回った腕がツンと引かれた。

　縛しばられる側になるなんて、考えたこともなかった。自由にならない体に戸と惑まどいを覚える。

　下着の上に触れた指に息を殺すと、大きく開いたエプロンの脇わきから手が入って来て、鈴本が片手で器用にシャツのボタンを外していく。ネクタイを締めたままシャツを乱されて、エプロンを付けたままでパンツを脱ぬがされるなんて間ま抜ぬけな格好にもほどがある。

　知り合いには見られたくないなと考えていると、下着の上から股こ間かんを握りこまれた。

「ん、う」

　逃のがれようとして、シンクの縁ふちに手を突く。

　エプロンは外されず、開いたシャツの隙すき間まから入って来た手で胸を弄られて、息が上がる。

「……縛るのが、趣しゆ味みだとは思わなかった」

「瀬野くんはこういうの好きだろう？」

　掠かすれた声で尋ねられて「俺の趣味はする方で、される方じゃない」と言い返す。

　相手がそうして欲しいと思っているから、いじめるだけだ。最初から耐たい性せいのない相手にはそういう行為はしない。そもそもいじめると言っても、ソフトな範はん囲いだ。

「でも勃たってる。それとも俺が相手だから特別ってことか？」

　首を振る。口を開けば高い声が出そうだったから、歯を食いしばった。

　実際指し摘てきされた通りにそこは固くなっていて、鈴本の手の動きに煽あおられる。前回は中ちゆう途と半はん端ぱなまま終わっているから、まるで続きを待ちわびていたみたいに敏びん感かんな反応をしてしまう。

　口の中に溜たまった唾だ液えきを飲み込むときに、ごくりと喉のどが鳴った。

「本当に早いな。少し我が慢まんするか？」

　そう聞かれて、唇を嚙む。嫌いやな聞き方だ。だけど、このままじゃ俺の負けが見えているから、悔しい気持ちで頷うなずく。すると鈴本の手はそこから離れる。

　下生えの辺りを指先でくすぐるように辿たどられた後、指は太ふと腿ももの方に逸それる。その事を残念に感じて息を吐き出すと、耳の後ろに押し付けられた鈴本の唇が笑えみの形に歪ゆがむのが分かる。

「っ」

　こいつこそサディストだ。

「いきたくなったら言えよ」

　誰だれが。絶対言うか。そう思うだけで吐はき出さなかったのは、前言を撤てつ回かいしないでいられる可能性が低いと、自覚していたせいだ。何せ鈴本の指先が脇わき腹ばらをなぞる度たびに足が細かく震ふるえる。

　しつこく摘つままれた胸の先に、痺しびれるような熱が灯ともった。

　最初はそんな場所では感じなかったのに、鈴本に弄られるうちにいつの間にか触ふれられ慣れて仕し舞まって、今ではこいつの望み通りになった。ふつりと立ちあがった先を痛いぐらいの強さで押し潰つぶされて丸く撫なでられると、それだけで堪らない気分になる。

「……っ」

　感じているのはばれている。それは分かっているがあからさまにさらけ出せるほど、まだ明け透すけにはなれなくて、必死に耐たえていると項うなじを舐なめられた。毛の生え方に逆らうようにざわりと舌が動いて、思わず背中を反らせる。シンクに突いた手で縁へりを強く摑む。剝むき出しの尻しりにシャツの裾や背後の男の服が擦すれる度に吐き出す息が熱を孕はらむ。

「そろそろいくか？」

　そう聞かれて首を振る。だけど心の中では頷いていた。

「あと三十秒でいかないと、俺が負ける。もう出せよ」

　鈴本の頭が少し動く。恐おそらく背後の時計を振り返ったのだろう。

　俺も見ようとしたが、その瞬しゆん間かんに放って置かれた陰いん茎けいを擦こすられて、思わず前まえ屈かがみになる。

「ん………っ」

　焦じらされていた熱が一気に集まり、一いつ瞬しゆんだけ立ち眩くらみのように視界が歪む。ふらついた瞬しゆん間かん縛しばられた腕を引かれた。腕はエプロンに繫つながっているから、自然と背筋が伸のびる。

　粗そ野やな仕草にぞくりとして、自分の変化に泣きたくなる。手て荒あらに扱あつかわれるのが快感になるだなんて、今まで俺が虐いじめてきた連中みたいだ。

「あと二十秒。我慢できそうか？」

　掠れた声が耳元に吹ふき込まれて、まだ十秒しか経たっていないのかと、絶望的な気分になる。無骨な掌てのひらに包つつみ隠かくされた先せん端たんはもう潤うるんでいて、終わりを期待している。

　片方の手で縛られた腕を引かれたまま、もう片方の手で擦られる。はだけられた胸の先がエプロンの固い生地に擦れて、ぞわりとした刺し激げきが背中を走る。

　だけどそんな風になりながらも、頭の中ではカウントダウンを始めていた。

　じゅうご、じゅうよん、じゅうさん。まだ、もう少し、と息を詰めながら耐える。

「ご、よん、さん……」

「偉えらいな、ちゃんと数えてるのか」

　いつの間にか口に出してた。すっと息を吸い込んでラスト一秒を耐える。

「ぜ、ろ」

　もう耐えなくていいと思うと、急に体から力が抜ける。鈴本は腕を摑んでいた手を胸に回して俺を抱だき込むと、亀き頭とうを指先ですっと撫でた。その途と端たんに我慢できずに手の中に吐精する。

「っ、あ、ぁっ」

　は、と息を吐き出しながらもこれで俺の勝ちだと、台所の床ゆかに崩くずれて見上げる。

　だけど鈴本は俺が望んだような顔はしていなかった。目元は困ったように下がっているが、唇くちびるの端はしは上向いている。

「ごめんな、瀬野くん」

「何が、ごめんだ。約束は守れよ」

　荒あらい息の合間にそう口にする。嫌な予感がした。

「時間を読み間ま違ちがえたみたいだ。あと一分以上ある」

　もう笑みを隠さずに、鈴本が言う。慌あわてて時計に視線を走らせる。確かに五分も経っていない。あのときオフィスでどれほど自分がこの男に奉ほう仕ししていたのかは覚えていないが、少なくとも五分以上はかかった。

「卑ひ怯きようだ」

　そう吐き捨てると「間違いは誰にでもある」と欲望を隠しもしない顔で返される。

「騙だまそうとして騙したくせに」

「素す直なおに抱きたいと言っても抱かせないだろう？」

　騙された直後に真しん剣けんな顔をされても、流石さすがにもう引っかからない。ラスト何秒、と告げられたときに疑うべきだった。わざわざ教えてくれるほど、親切な男じゃないと分かっていたのに。

「……するならさっさとしろよ」

　自棄やけ気味に口にする。信用しないで、俺も時計を確かく認にんすべきだった。尤もつとも、確認したとしても勝てたかどうかは分からないが。

　卑怯な男を睨にらむと「俺にも余裕がないんだ」と言いながら、顔を近づけて来る。

　嚙かみ付いてやろうと思ったが、存外甘い口付けだったから受け入れた。それに本当は、どちらでも良かったのかもしれない。負けても勝っても。

「……ここでするのか？」

　鈴本にそう聞いたのは「移動しよう」という意味だった。

　だけど予想外に「今度な」と掠れた声で肯こう定ていされて、閉口する。焦じれた様子で自分のフロントをくつろげる男を見て、鈴本も俺に煽られているのだろうかとぼんやり考えた。

　一度目のときは俺を攻せめている最中にろくに勃たなかったくせに。

「足、開け」

「やらせてもいいけど、先生の言いなりになる約束はしてねーよ」

　意地悪く言ってから、今のうちに縛られた片手の紐ひもを解こうとしたが、結び目が固すぎて紐の隙間に爪つめが入らない。複雑な結び目を指で辿っているうちに、外げ科か結びじゃないかと気づく。ＳＭの縛りとは違ちがって解くことが前提にない結けつ紮さつを、片手で解くなんて絶対に無理だ。

「無む理り矢や理りの方が好きなのか」

　ぐっと膝ひざを押されて開かされる。向かい合ったまま、尻でずり下がろうとしたが腰こしを抱き寄せられた。鈴本は至し極ごく楽しそうだ。ここまで全部自分の思い通りに事が運んでいるのだから、そんな顔になるのも当然だろう。

「なんでそんなににやにやしてるんだよ」

「瀬野くんが全然嫌そうじゃないからな」

　予想外の台詞せりふに、言葉をなくす。確かに初めてのときに比べたらそうだ。

　好きじゃない相手とするのと、好きな相手とするのは違う。

　黙だまっていると、鈴本が口付けてくる。それを拒きよ絶ぜつしないでいると、抱だき寄せられて尻に触れられた。指で馴ならされるのは、相変わらず抵てい抗こうがある。異物感に無意識に眉まゆが寄った。

　窮きゆう屈くつなそこは指二本でも苦しい。一度受け入れた場所だが、前回は酒が入っていた。素面しらふの今は、上手うまく力が抜ぬけない。

「ふ……く」

　指の感かん触しよくが気持ち悪くて小さく首を振ふる。鈴本は一度指を抜いた。離はなれたからローションでも持ってくるのかと思ったら、あろう事か作業台から小こ瓶びんに入ったオリーブオイルを取り出す。

「先生、ちょっと」

　鈴本は俺の抗こう議ぎを無視して、掌にそれを垂らすと馴な染じませるように指を握にぎり込んで、親指でざらりと他ほかの指の内側を撫でる。指の隙間からするりと零こぼれたオイルが、シャツを濡ぬらした。

「シャツ、後で貸せよ」

「なんなら下着も貸してやる。蛇へび柄がら以外で良いならな」

　鈴本の言葉に、自分が今日は黒地に灰色の鱗うろこ模様が入った下着を付けている事に気付く。

　鈴本と会うときに限ってアニマルプリントだから、それしか持っていないと思われているのかもしれない。だけど、いつもアポなしで事に持ち込もうとする方が悪い。

「は……っ」

　さらりとしたオイルでぬめる指は先さき程ほどよりスムーズに内側に入ってくる。油を俺の皮ひ膚ふに馴染ませるように指で受け入れる場所を揉もまれて、眦まなじりがじわりと熱くなった。

　目が合うと、触れるだけのキスを何度もされた。

　指でたっぷりと馴らされた後で、張り詰つめた陰茎を押し当てられ、深く息を吐き出す。

　鈴本は俺の腰を抱かかえてゆっくりとそれを埋うめてくる。スキンを使ってくれなかったという事に気づいたが、文句を言うより先に指先まで甘く痺れていく。

「ふ……っ、ぁ」

　下半身が急に重たくなった。入れるより、入れられる方が体に与あたえられる影えい響きようが大きい気がする。空腹だった腹が別の物で満たされて、立っているわけじゃないのに先程と同じように目め眩まいがした。

「颯也って呼んでいいか？」

　部屋を掃そう除じしろとか、飯を作れとか、驚おどろくほど図ずう々ずうしいことを言うくせに、今いま更さらそんなところだけ律りち儀ぎに聞いてくる男に戸と惑まどいを覚えた。

「好きに……っぁ」

　喋しやべろうとすると、高い声が出る。もしかしたらそれを意図して質問してくるのだろうか。

「颯也」

　名前を呼ばれて体の奥がぎゅうっと締しまる。たぶんそれは鈴本にも伝わってしまった。

　最後まで受け入れるとゆっくりと揺さ振られる。最初は気にならなかったが、次し第だいに縛しばられた腕うでが痛くなる。解いて欲しいが、見上げた鈴本の顔に余裕が無さそうだったので、気を散らせたくなくて口を噤つぐむ。夢中になっている顔を見ていると、こっちまで堪たまらない気分になる。

「っ、ん」

　腰を少し上げて、受け入れやすい体勢をとる。

「ふ、うっ、ん」

　唇を結んでいるから苦しくて、酸欠気味のせいで顔が赤くなる。手で口を押さえたままふうふう言っていると、強めに突つき上げられた。その瞬しゆん間かんに思わず鈴本の体を足できつく挟はさんでしまう。膝が上がったことでエプロンが捲まくれる。肩かた紐ひもはずり落ちて、ネクタイはよれているし、シャツはぐしゃぐしゃだ。だけどやめろとは言わなかった。俺も、もう止めてほしいとは思っていない。　>>>♥

「は、ぁっ」

「颯也」

　ふいに口に当てていた手を取られて、下か肢しに導かれる。

　逆らう気力もなく、自分の濡れた陰いん茎けいを握り込むと鈴本は遠えん慮りよ無く俺の腰を摑つかんで、深く打ち付けてくる。抱えられた足は不安定に揺ゆれて、背中と腕だけが床に擦すれる。

「っ、せん、せぇ……っ」

「いきそう？」

　噓うそを吐ついてもすぐにばれるし、そもそも噓を吐く意味がない。

　それでもどこかぎこちなく頷うなずくと、鈴本がきつく抱き締めてくる。背中に鈴本の腕が回って先程まで体重がかかっていた腕が浮うき、痛みが消えて痺しびれだけが広がる。

「中で出していいか？」

　その言葉に首を横に振る。仕事がある、と言おうとしたときに、また深く打ち付けられる。体の中の深く濡れた場所を占せん有ゆうされると、何でも言いなりになってしまいそうで怖こわい。

「後で俺が搔かき出してやるから」

　頑かたくなに首を縦に振らないでいると「颯也」と掠かすれた声で名前を呼ばれる。

「頼たのむ」

　甘えるような声だった。腰を揺さ振られなくなり、鈴本はゆるく自分の指を俺の陰茎に巻き付ける。根本をきゅうと押さえられて、お願いじゃなくて脅おどしだろうと目の前の男を睨み付ける。

　それでも余裕無さそうに吐き出される呼吸を聞いていたら、許す気になった。

　出していいと言う代わりに、顔の横に突いた鈴本の手首に唇を寄せる。力の入って筋張ったところに舌を這はわせて軽く吸うと、ふっと頭上の男が息を吐き出して、中で爆ぜる。

「颯也」

「あ、っ……はぁ」

　鈴本はまだ硬かたいそれで内側を擦こすって俺をいかせた後で、ゆっくりと抜いた。

　俺は床ゆかの上に頭を付けて息を吐き出して、呼吸の荒あらい男を見上げる。

「先生、手」

　まだ快感の余よ韻いんを感じている鈴本の顔はぞくりと来るほど色気があって、見み惚とれそうになる。小こ春はる日和びよりのときよりも雄おすを前面に出してる今の方が、ずっと好みだということに今更気づく。

　鈴本の両手が後ろに回って、必然的に抱き締められる形になった。熱を吐き出した後で、こんな風に近くに居るのはどこか気き恥はずかしい。鈴本のシャツに唇くちびるが触ふれて、どうせなら服を脱ぬいでもらえばよかったと後こう悔かいする。

「かなりきつく締まってるな。取れそうにない」

「どうにかしろよ。仕事に戻もどらなきゃならないんだから」

　俺がそう言うと鈴本は抽斗ひきだしを開けて鋏はさみを取り出す。

　本当に解けなかったのかと呆あきれていると、皮膚にヒヤリとした金属が触れる。俺を傷つけるつもりはないと分かってはいるが、見えないところで肌はだに鋏を当てられている事に、自然と体が強こわ張ばる。直後にジョキンと音がして、腕の拘こう束そくが緩ゆるんだ。

　ようやく自由になった手を前に持ってきて、痺れを飛ばすために軽く振る。

　止まっていた血が血管に流れ込むびりびりとした刺し激げきを感じながら「ＳＭがしたいなら俺とポジションを替かえろ」と苦情を伝える。

「良さそうだったけどな」

「縛られる趣しゆ味みはない」

「今まではだろう？」

　やけに自信ありげに言ってくる男に言葉を詰まらせる。

　鈴本は痕あとがついてしまった俺の手首を引き寄せて、自分の唇でそこに触れると「あとで何か一つ言うことを聞けよ」と笑った。







　変化には葛かつ藤とうがつきものだ。

　今までずっと男を啼かせてきたのに、それをいきなりひっくり返した状態を受け入れるのは、抵抗がある。それでも徐じよ々じよに自分の感情と折り合いを付けて、受け入れがたいことを受け入れているのだということを鈴本には分かって欲しい。

　だから未いまだに鈴本に対して明確な言葉を伝えられない気持ちを汲くんで貰もらいたい。

『逃にげ回るのもいい加減にしろ』

　電話の向こうの声は苛いら立だっているわけではないが、ご機き嫌げんでもない。理由は俺がプライベートで会おうとしないせいだ。

「逃げてない。本当に仕事が忙いそがしいんだ。年末はどの会社も大変なんだよ」

　あれから何度か鈴本とは顔を合わせたが、寝ねたのは家に行った日だけだ。

　最初は許して貰えたものの、会う度たびに言葉を求められている。大人の態度で見み逃のがして貰えると思っていただけに、意外だった。

「先生だって忙しいんだろ？　俺と会うより睡すい眠みん時間取る方が大事じゃないのか？」

『時間は作れる。合わせてやるって言ってるんだから、そっちも予定を空けろ』

　俺だって会いたい気持ちはある。だけど会えば「好きだ」と告げられて、「瀬野くんは？」と返事を求められる。それに「抱だかれろ」と直接言われると、まだ戸惑ってしまう。

　今までは自分が言う側で抱く立場だったのを、簡単にはひっくり返せない。甘く囁ささやかれて鈴本のキスで溶とけている間はいいが、ふと我に返ればそんな自分を気味悪く感じる。

　───でもそろそろ覚かく悟ご決めないと、鈴本がきれそうだしな。

　オフィスでも二人きりになるのを避さけているせいか、俺がいるときに医局に鈴本が顔をだすようになった。どうして俺が医局にいることが分かるのかと思ったら、研修医がばらしているらしいと、最近気付いた。俺が事務員を使って情報収集をしているように、鈴本にも情報源がいるようだ。最初の頃ころ、小春日和の鈴本に大学病院のどろどろした人間関係は合わないんじゃないかと思っていた自分は、心底あいつに騙だまされていた。

　結局、次の予定ははぐらかしたまま通話を終えて携けい帯たいを手にトイレからオフィスに戻るとき、もう一人変化を受け入れられない奴の声が耳に入ってくる。

「会社ごと絶対に訴うつたえてやるからな！」

　相手は部長にもかかわらず、そう悪態を吐いているのは、藤野だった。

　先週、藤野が横領の罪で懲ちよう戒かい免めん職しよく処分になった。今日は私物を受け取りに来るという事だったので、大人しく処分を受け入れたのかと思えば相当荒あれている。

　最近、上役がばたばたしていたのは勢力図が変わるせいではなく、藤野の横領が原因だったというのは、俺達にも寝ね耳みみに水の話だった。それほど大きな額ではないが、五年以上経費を過か剰じよう申しん請せいしていたというのは悪質だ。藤野の場合はもともとある医者を怒おこらせてしまい、その医者が所属する医師会の病院から出禁を食くらったのがきっかけだった。暗にではあるが藤野をクビにしなければうちの会社全体との取引を今後考えると言われ、上役がすぐに藤野の周辺を洗って合法的にクビにする理由を探したら横領が発覚したらしい。

「この会社は何年も頑がん張ばってきた人間を平気で切り捨てるのか！」

　先せん輩ぱいの言葉に、部長がむっとした顔で立ち上がる。

「頑張ってきた？　お前なんかよりも新人の方がずっと頑張ってるじゃないか。一日のうち、お前何時間働いてるんだよ。二時間か三時間程度だろ。瀬野くんを見てみろ、お前の倍以上の売り上げを出して会社に貢こう献けんしているのに、経費なんてお前の半分以下だぞ！」

　評価されるのは有あり難がたいが、こんな逆さか恨うらみされるような状じよう況きようでは引き合いに出して欲しくない。怒いかりで真っ赤になった先輩と目が合い、複雑な気分でデスクに戻る。

　とばっちりを受ける前に外に出てしまおうと、さっさとデスクワークに取り掛かかった。

「前から言いたかったんだけどな、同期でお前だけなんだぞ役職がついてないのは。お前の不始末のために俺がどれだけ頭を下げたと思ってる」

　普ふ段だんは冷静な部長が珍めずらしく憤いきどおっている。上司と部下とはいえ、同期同士の諍いさかいだ。

　仲ちゆう裁さいは部長の上長か、彼らより社歴が長い人間にお願いしたいが、誰だれも動く気配がない。

　するとばさばさっと部長のデスクの方から音がした。振ふり返ると、部長と藤野が胸むな座ぐらを摑み合っている。思わず呆とぼけてしまったが、流石さすがにこれは止めるべきだろうと立ち上がる。

　酔よってもいない大人同士が摑つかみ合いの喧けん嘩かをするところを、初めて生で見た。

「落ち着いてください、二人とも」

　これ以上肉にく弾だん戦せんにならないうちにと先輩の肩に手を掛けると、ぐっと肘ひじで押された。そのときに体勢を崩くずして、近くのデスクの端はしに眦まなじりをぶつける。

「っ、いい加減にしてください！」

　強めに怒ど鳴なると、漸ようやく藤野が俺の方を振り返ってばつの悪そうな顔をした。

　藤野が怯ひるんだすきに同どう僚りようが二人を力ずくで引き離はなす。藤野はもう抵てい抗こうしなかったが、周囲から白い目で見られて、表情は凶きよう悪あくになっていく。それでも誰かが呼んだ警備員がやってくると、大人しくオフィスを出ていった。

　結局、私物の入った段ボールは持っていかなかったので、恐おそらく後日郵送することになるだろう。藤野がいなくなってからしばらくはオフィスはざわめいていたが、俺は話には加わらずにさっさと資料を纏まとめて会社を出た。

「瀬野さんって、やっぱりああいうときに頼たよりになりますね。格かつ好こ良かったです」

　駐ちゆう車しや場で一緒になった女子社員に声をかけられて、苦く笑しようする。

　鈴本が絡からまなければ上手うまくやれるが、鈴本が絡むと途と端たんに格好いいとはほど遠い対応をしてしまう。思えば最初からそうだった。

　───好きだって、言えば済むのに言えないなんて、子供みたいな事で悩なやんでる。

　車に乗って予定を立てていた病院を回る。どこの病院でも目のことを聞かれたので途と中ちゆう確かく認にんしたら、痣あざのようになっていた。藤野には最後の最後まで嫌いやな思いをさせられている気がする。

　だけど今後は迷惑をかけられることもないと思えば、怒りは湧わかなかった。しかし会社に帰るのは億おつ劫くうだった。どうせ戻ったらあれこれ藤野の事に関して誰かに話しかけられるだろう。

「鈴本のところに寄って帰ろうかな」

　そのあと直帰すればいい。会えなくても、オフィスに顔を出したことが分れば、多少機嫌は緩かん和わするだろうと車のハンドルを病院の方向に切る。

　通常の診しん療りようを終えた後なので病院の中は閑かん散さんとしていた。守衛に訪問理由を聞かれて「鈴本志帆先生に頼たのまれた資料をお届けに参りました」と答えて、慣れた病院の中を歩く。

　顔見知りの職員と会え釈しやくをかわしていると、俺の姿を見み掛かけた事務員が近づいてくる。

「瀬野さん、こんばんはぁ。こんな時間までお仕事ですか？」

　私服姿だから帰るところだったのだろう。

「ちょっと鈴本先生に用があって」

「そうなんですか。そういえばお知らせしたいことがいくつかあって、もしよかったらぁ」

　いつものように食事を強請ねだる彼女に「いつにする？」と尋たずねる。

「えっとぉ」

　その場で携帯を開いて彼女がスケジュールを確認するのを待っていると、「瀬野くん」と声を掛けられる。振り返ると鈴本が立っていた。相変わらずスクラブに白衣姿だった。

　建物の中でも、病室以外は冷え冷えとしている。この季節にはずいぶんと寒そうな格好だ。

「あ、鈴本先生」

　ぱっと事務員の顔色が変わった。鈴本のことをジキル博士だと思っていたが、外面の変化は女の方がよりあからさまかもしれない。俺と接していたときとは瞳ひとみの輝かがやき方が違ちがう。

「お話中すみません。瀬野くんに用事があるので、宜よろしいですか？」

　鈴本は近づいてくると、俺ではなく事務員に優やさしく微笑ほほえみかけた。礼れい儀ぎ正しい言い方に、事務員の目は熱く潤うるんでいる。洞どう察さつ力の鋭するどい彼女も、鈴本の演技にまんまと騙されているようだ。

「はぁい、すみませんお邪じや魔まして。じゃあ、瀬野さん、また今度ゆっくり」

　にこりと笑って去っていく事務員は、歩き方まで普段と違って見える。彼女がいなくなると、途端に鈴本は「俺と会う時間はないのに、女と会う時間はあるのか」と不ふ機き嫌げんそうに言った。

「彼女と会うのは、仕事の一いつ環かんだから」

　もしかして拗すねているんだろうかと新しん鮮せんな気持ちで、詰つまらなさそうな表情を浮うかべている男を見つめ、不覚にもかわいいと思ってしまう。

「それにちゃんと会いに来ただろ？」

　そう言うと鈴本は少しだけ機嫌を直す。それから俺の顔を見て眦に指先で触ふれてきた。

「これどうした？」

　鈴本の指先が目の端に触れて、赤くできた痣に視線が這はう。

　不意に、鈴本に会おうと思いたった理由に気付く。俺は愚ぐ痴ちりたかったのかもしれない。嫌きらいな先輩のせいで、怪け我がをした。ぶつかったときは痛かった。

　今まで誰かに弱音を吐はいたことはなかったが、鈴本に話したいと思ったのは、甘えたかったからかもしれない。いつの間にか、無意識に寄り掛かろうとしていた。自分の本心に気づいたら急に恥はずかしくなる。

「転んだときに、ぶつけた。大した傷じゃない」

　もっと酷ひどい傷を日常的に見ている癖くせに、それどころか腹を割さいて臓器を切ったり繫つなげたりしている奴やつが真しん剣けんな顔で「気をつけろ」と口にする。

　些さ細さいな傷に大げさな反応をされるのが恥ずかしくて、指を払はらいのけて顔を逸そらす。

「颯也？」

　そんな俺を不ふ審しんがるように鈴本が名前を呼ぶ。

　今なら言えるかも知れないと、思った。病院の非常灯に照らされた暗い廊ろう下かでなら、素す直なおに気持ちを伝えられるかもしれない。

　唐とう突とつすぎるだろうかと躊躇ためらいながら口を開いたときに、廊下の向こうから足音が聞こえた。

　鈴本がぱちりと瞬まばたきをする。それを見て自分が早まったことをしそうになっていたことに気付く。いくら人気がないとはいえ、相手の職場で告白なんて、頭が湧いているとしか思えない。

　いや、もっと凄すごいことを既にしているが。

「どうした？」

　急に邪じや険けんな態度を取った挙げ句、赤面したまま自己嫌けん悪おに陥おちいっている俺を、不審がって鈴本が声をかけてくる。

「……なんでもない」

「そうか？」

　真剣に不思議がっているような素そ振ぶりに、余計に恥ずかしくなる。

「志帆」

　俺が俯うつむいていると、背後から近づいてきた足音が近くで止まった。

　振り向むくとそこには鈴本の後こう輩はいがいた。元彼女というべきかもしれない。

　一体どうして他ほかの病院の女医がここにいるのか不思議だった。学会はとっくに終わっているはずだ。

「ちょうど良かった。オフィスに検査結果を持っていくところだったの」

「そうか。じゃあ一緒に行くか」

　鈴本はあっさりそう言うと、俺に視線を向けて「また後で連れん絡らくする」と続ける。

　仕事中なのだから仕事優先なのは当たり前だが、あまりにも素そっ気ない態度に少し苛いら立だつ。

　自分は俺と事務員の間に入ってきて強ごう引いんに話を終わらせたくせに、と不ふ愉ゆ快かいな気分で「忙いそがしいようですから、連絡は結構です」と衝しよう動どう的に口にする。

　鈴本は何か言いたそうだったが、俺の方が先に踵きびすを返した。

　情けないな、と嫉しつ妬と心を持て余している自分を滑こつ稽けいに感じる。甘えたいとか、下の名前で呼ぶ元恋こい人びとに妬やくとか、鈴本が関かかわらなければそんな恥ずかしいことを考えずに済む。

　こんなことなら早く言ってしまうんだった。そうすれば鈴本を下の名前で呼ぶ権利ぐらい、彼女から取り戻もどせたのにと、女め々めしいことを考えた。







　いやな気分で家に帰ってから、近くのコンビニまで出かけたのは酒を買うためだった。

　賑にぎやかな場所では飲む気にはならなかった。誰だれかと話す気にはならないし、ましてや一夜限りの相手を引っ掛かけるつもりもない。

　どちらかというと、今日のことを反省しながら静かに飲みたかった。

「おい、瀬野」

　だけどコンビニに入ろうとしたところで声を掛けられて顔を上げる。

　振ふり向いたものの、声の主がどこにいるのか分らなかった。

　視線を巡めぐらせて初めて、電柱の傍わきの暗がりに藤野が立っている事に気づく。

「藤野さん」

　暗く思い詰めたような表情を見て、危機感を覚えて身構える。

　コンビニまでは後数メートルだ。付近にはまだ開いている店もあり、人通りはそこそこある。

　それでも刺さされたりしないだろうな、ととぼとぼ近づいてくる藤野を警けい戒かいしながら見つめる。

「何か？」

　問いかけると、あと五メートルのところまで近づいた藤野の足が止まった。

　昼間に会社を出たときと同様に、スーツ姿だった。営業成績が悪くてもいつも見た目だけには気を遣っていたが、今日はやけに草臥くたびれて見える。部長との乱らん闘とうでひっかいたのか、もみあげのところに赤い爪つめ痕あとが残っていた。

　不気味に沈ちん黙もくを守る男に、無意識にじりっと足が下がると、いきなり藤野が地面に膝ひざをついた。いったい何を、と思っているうちに頭をそのまま歩道にこすりつける。

「申し訳なかった！」

「え……」

「本当にすまない。お前を傷つけるつもりはなかった」

　藤野の言葉に戸と惑まどいながら「いいえ」と答える。通りかかった二人組のサラリーマンが俺に非難めいた眼差しを向けた。自分よりもずっと年上の相手からの公開土下座に、慌あわてて近づく。

「やめてください。こんなところで」

「本当に申し訳なかった！」

　がつん、と音がして頭が歩道にぶつかり怖こわくなって、力ずくでその体を起こす。鈴本ほどじゃないが、俺も腕わん力りよくには自信がある方なので、あっさりと藤野は顔を上げた。

「許してほしい、瀬野」

　その場でわんわん泣き始めた先せん輩ぱいを前に、困りはてた状態で周囲を見回す。何人かが興味深そうに見ているのに気づいて、相変わらず藤野に迷惑をかけられている状況にうんざりする。

「どうして俺の家を知ってるんですか？」

「どうしてもお前に謝りたかったから」

　藤野は営業部の部長の名前を出して、そこから聞いたと口にする。部長には後で必ず文句を言おうと決めて、藤野から離はなれようとしたら腕うでを取られた。縋すがり付くように泣いている相手を突つき放すこともできず、かといって家に連れ込むのも嫌いやで、仕方なく傍にあった居酒屋に誘さそう。

　藤野がまだ泣いていた事から、店員は何も言わずとも奥の個室を用意してくれた。

　しばらく愚痴を聞いて、適当にタクシーに乗せて帰せばいいと溜息を飲み込む。

　酒を飲むつもりはなかったが、藤野に「ここは奢おごらせてくれ。いい先輩じゃなかったかもしれないけど最後にお前と酒が飲みたい」と泣き顔で請われて、仕方なく一いつ杯ぱいだけと断って口をつけた。

「俺はさぁ、嵌はめられたんだよ。着服なんてクビにするためだけの体ていのいい建前でさ」

　テーブルには藤野が頼たのんだ料理が置かれていた。いくつも並んだ皿を見て、明日から無職なのに大だい丈じよう夫ぶなんだろうかとつい心配になる。

　そのときに不意に携けい帯たいが鳴った。確かく認にんすると鈴本からだった。名前を見た瞬しゆん間かん、ほっとする。

　数時間前の自分の大人気ない対応を思い出すとばつが悪かったし、後輩で元彼女の女医の事を思い出すとまだ心中は穏おだやかじゃなかったが、電話を貰もらえたのは素直に嬉うれしかった。

「すみません、ドクターからです」

　以前と同じような言い訳を口にして席を立つ。藤野は愛あい想そ良く「ああ、仕方ないな。仕事なら」と穏やかに見送ってくれる。最後の最後になって、ようやく先輩らしくなった。

　一度店の外に出てから電話に出ると、鈴本から『今どこにいる？』と訊きかれる。

　鈴本の台詞せりふまで前回藤野と飲んでいたときの物と似ていて、少しおかしくなった。

「さっきの、ごめん。大人気なかった」

　開口一番に言って仕し舞まわないと、また先延ばしにしてしまいそうだった。

『嫉妬したのか？』

「……悪かったな」

　今度は俺が拗すねたように吐き出すと、ふっと擽るような柔やわらかな笑い声が聞こえた。

　俺が病院の廊下で鈴本に対して思ったように、情けなくて馬ば鹿かみたいに幼よう稚ちで格好悪い嫉妬心を、鈴本もかわいいと思ってくれたのかもしれない。それを裏付けるように、機き嫌げんの良さそうな声で『妬く必要なんて無いだろう？』と訊かれる。

『俺は颯也が好きだ。それだけ信じてればいい』

　耳から伝わってきた熱が、じわりと脳に回った。甘い台詞せりふを聞いて思い出すのは、最後にしたときに達した後の色気が残る鈴本の姿で、あのときに感じていた指の痺しびれまで体に蘇よみがえる。

　鈴本のせいで色々と変わってしまった。体の奥を占せん有ゆうされて作り替かえられてしまった。

　こんな風に思いだしただけで顔を赤くしている自分なんて、数ヶ月前なら想像できなかった。

「……分かった」

　俺が珍しく素直に頷くと、電話の向こうで鈴本が『夜勤が明けたらまた連絡をする』と言った。

「……待ってる。それから、次に会ったらちゃんと言う」

『それは楽しみだな』

　本当に楽しそうな声の余韻に、胸を疼うずかせながら通話を切る。

　店にはしばらく時間を置いてから戻った。個室に入る前に店内の鏡で自分の顔色が平常に戻っていることを確認してから、襖ふすまを開く。

　部屋の中では酒では潰つぶれないはずの藤野が、テーブルに顔を半分つけていた。

　手に持っているコップには透とう明めいな液体が入っている。部屋に入ると、藤野はどろりと酒で濁にごって、どこか虚うつろになった目を俺に向けた。

　藤野が潰れるなんて、一体何度の酒なのだろうと思いながら、自分の席に座る。もしかしたら俺に会いに来る前から、飲んでいたのかもしれない。

「瀬野はそうやって、仕事が終わってからも働いてるんだよなぁ」

　電話の相手は確かに医者だが、仕事とは程ほど遠とおい内容だっただけに居い心ごこ地ちが悪い。

「俺は要領が悪いから、人の倍は働かないと」

「で、人の倍は稼かせぐんだよな。それは要領悪いって言わないだろ。お前、俺の給料の何倍もらってんだよ」

　皮肉っているのか褒ほめているのか、どちらともつかない調子だった。いつもの絡からみ酒が始まりそうで、俺は自分の手元にある酒をちびちびと口にしながら、料理の方を片づける。

　藤野はそんな俺の様子を見ながら、仕事の愚ぐ痴ちを口にする。出禁になった決定打が、医者の車に車体を擦こすって、そのまま逃とう走そうしたせいだと知り、流石さすがに言葉を失う。

「その様子をクリニックの患かん者じやが偶ぐう然ぜん見てたんだよ。しかもナンバーを控ひかえていたんだと。お節せつ介かいな奴やつだよ、余計なことしやがって。だけど院長はさぁ、ぶつけたのは患者だと思って通報しなかったんだよ。でもそこの医事が俺のナンバーだって気付いて、それで終わり。全部パア」

　くくく、と自棄やけ気味に笑う藤野は痛々しかったが、とても慰なぐさめる気にはならなかった。

　横領だけでも充じゆう分ぶんなのに、当て逃にげなんてますます同情できない。

　聞けば聞くほど自じ業ごう自じ得とくに思えて、さっさと家に帰してしまおうと頼んだ料理を食べきってから、藤野が新しくオーダーをする前に、まっすぐ歩けない先輩に肩かたを貸して個室を出る。

　奢られて貸しを作るのが嫌だったから、食事代は折半にしたかったが、結局先輩が強ごう引いんにカードで支し払はらってしまった。

　外に出てタクシーが通る方の通りを目指していると、何故なぜか急に目に映るビルがダリの時計のように、くにゃりと軟やわらかく溶とけ出す。

「え、あれ……？」

　ビルを見ていたら膝から体が崩くずれる。腰こしが抜ぬけるというか、急に手足に力が入らなくなる。

　そのままうずくまるように地面にへたり込む。麻ま酔すいをかけられたように、自分の体がいうことをきかない。酒に酔よって力が抜けるときとは、違ちがう。骨がまるきりなくなってしまったような奇き妙みような感覚に戸惑った。

「あーあ、瀬野は本当に酒が弱いな。家に送ろうか？　それとも駅のホテルにするか？」

　先程まで酔ってまっすぐ歩けなかったはずの藤野が、俺の顔を覗のぞき込んでくる。

　口元に浮うかんだ気味の悪い笑えみを見て、これは全部藤野が仕組んだことなのだと気付いた。

「なぁ俺にもいい気分を味わわせてくれよ、瀬野」

「おまえ、おれに」

　少し話しただけで舌を嚙かむ。強く嚙んだが、大して痛みを感じないのは、感覚が鈍にぶっているからかもしれない。不意にふぐ毒の事を思い出す。テトロドキシン。神経毒。麻ま痺ひ。

　まさか毒は使わないだろう。もしかしたら筋きん弛し緩かん剤ざいかもしれない。

「なにする、つもり」

　言葉が縺もつれ始める。舌も上手うまく動かなくなるのを感じて、怖くなった。

「楽しむだけだよ。俺、ずっとお前の事が気になってたんだ。実は前に一回、クラブで見かけてさ。お前も男、いけるんだろ？」

　そう言われた瞬間、カマンベールみたいに溶けた世界が、もっと凶きよう悪あくに歪ゆがんでいく。

「あんただけは、れいがいだ」

　頭痛を堪こらえて吐き捨てた瞬間、いよいよ世界は真っ暗になり、そのうち音までなくなった。







「いや、その……いきなり倒たおれたから」

「一いつ緒しよに飲んでいたんですか？」

「あ、ああ、まぁ。俺は止めたんだが」

「同どう僚りようの方がいらして良かったです」

「う、うん。大したこと無いから救急車は断ったんだが、通行人が勝手に呼んでしまって」

　耳元で、ごちゃごちゃ話している声が聞こえてうっすらと目を開けると、眩まぶしい光が目に飛び込んでくる。ここは一体どこだと頭を巡めぐらせると、ずきんと痛みが走った。

「っ」

　思わず額を押さえようと手を挙げると、腕とチューブが繫つながっているのが見える。その細い管を目で追って、自分が点てん滴てきを施ほどこされていることに気付いた。

「なんで……？」

　一体いつ自分の腕にこんなものが刺ささったのか、全く記き憶おくにない。必死に思い出そうとするが、全すべてが曖あい昧まいでしばらく白い壁かべを見つめる。どこか見覚えがある気がした。

「瀬野くん、大丈夫ですか？」

　頭の上から聞き慣れた声がしてそちらに視線を向けると、スクラブ姿の鈴本が立っていた。

　鈴本の声は安心しているようでもあったが、呆あきれているようでもあった。

　ぼんやりした頭で周囲を見回して、ようやくそこが鈴本の病院の救命救急センターだと気付く。今まで目に入らなかったが、看護師が数人忙せわしなく動いているのが見える。

「お酒を飲んで倒れたそうです。同僚の方が付き添そってくれていますよ」

　同僚と聞いて視線を巡らせたときに、少し離れた場所に藤野が立ってるのが見えた。

　俺と目が合った瞬しゆん間かん、飛び上がらんばかりに姿勢を正して苦笑いをする。その卑ひ屈くつな笑みを見ていたら、居酒屋で飲んだ酒の事や店を出た後で路上に倒れた事を一気に思い出す。

「お前……、何盛ったんだよ？」

　摑つかみかかっても吐はかせてやろうと、ベッドから降りた瞬間にがくんと膝ひざが崩れる。

　どうやら薬の影えい響きようはまだ続いているらしく、そのまま床ゆかに落ちそうになったところを、鈴本に抱かかえられてベッドに戻もどされた。

「ひ、い、や、何を言ってるのか、全然」

　鈴本の腕うでの中から藤野を睨にらみ付ける。今まで表面上は従順だった後こう輩はいにあからさまな敵意を向けられて、藤野は動どう揺ようして首を横に振ふった。もしかしたらそれは、この場で暴ばく露ろしないでくれ、大事にしないでくれという意味だったのかもしれないが、どのみち許す気はない。

「瀬野くん？　どういう事ですか？」

　鈴本が真しん剣けんな顔で聞いてくる。

「薬盛ってホテルに……」

　俺が最後まで言う前に、普ふ段だん温おん厚こうな鈴本の目が眼鏡の向こうですっと細くなる。

「お前、瀬野くんに何を飲ませた？」

　それまで病院では穏おだやかに振る舞まっているジキル博士が、ハイド氏に変わる。

　トーンの下がった声に、藤野はいっそう慌あわてて「誤解だ」というフレーズを繰くり返した。

「いや、俺は何も、誤解だよ、誤解。瀬野は酔ってるから、誤解してるんだ」

　そう言って、後あと退ずさるように逃げようとした藤野を鈴本が捕つかまえる。

　鈴本は身長差のある藤野の胸むな座ぐらを摑んで、思い切り壁に押し付けた。足の着かない高い位置で襟えり首くびを摑まれる状態は、ある意味首つりに近い。背中を強く打ち付けられた藤野は息をするのも苦しそうに足をばたつかせた。

「なにを、する、やめろ」

　切れ切れになんとか吐き出された台詞せりふを聞いて、鈴本がうっすらと笑う。

「警察を間に入れれば殺人未み遂すいに問われる。今喋しやべるか、警察に喋らせられるか好きな方を選んでいいぞ」

　臆おくしたように藤野が「ごかいだ」と絞しぼり出す。

　鈴本はその瞬間、ぱっと手を放し、藤野はそのまま床に落ちた。

「研修医、警察」

　鈴本はこの事態に目を丸くしている青年に指示を出す。

　すぐに電話の方に向かっていく研修医の後ろ姿を見て、藤野が「ま、待ってくれ、グラーニアだ。グラーニア、を一錠じよう粉末にして酒に溶かしただけだ」と口を割る。

「それを酒と一緒に飲ませれば、どうなるか分からなかったのか？」

　藤野はぐうと詰つまってから「命に関かかわるようなもんじゃ……」と言い訳めいたことを口にしたが、鈴本に「心臓疾しつ患かんがあったら？」と鋭するどい視線で問い返されて黙り込む。

「併へい用よう薬もアレルギーも知らないで、よく命に関わるようなものじゃないなんて言えるな」

　冷えた声と眼まな差ざしで、鈴本が藤野を糾きゆう弾だんした。

　同時に周囲の視線も侮ぶ蔑べつを含ふくんだ物になる。研修医なんて、まるで汚お物ぶつでも眺ながめるような表情を藤野に向けていた。酒に薬を混ぜて同性をホテルに連れ込もうとしたなんて、普ふ通つうの若い男の目には理解できない上に、さぞ不気味に映るのだろう。

「警察に連れん絡らくして事情を話せ。それから警備からも人を寄よ越こして貰もらえ」

　研修医に向かって鈴本が指示を出すと、藤野は裏切られたという顔をして「薬を言ったら、警察は呼ばないって言ったじゃないか！」と真っ赤な顔で怒おこり出す。

「馬ば鹿かか。誰だれがそんなこと言った？」

　藤野はわなわなと唇くちびるを震わせて立ち上がると、脱だつ兎との如ごとく救命救急室を出ていく。

「あ、待て！」

　研修医がそれを追い掛かけようとしたが、鈴本が制した。

「放っておけ。どうせ逃げられない」

　研修医は渋しぶ々しぶ戻もどってきた。もしかしたら正義感の強いタイプなのかもしれない。

　しばらくして来た警官に事情を説明し、会社の上司にも連絡を入れた。部長は俺の住所は教えていなかった。だとすると藤野は懲ちよう戒かい処分前に会社のデータベースから俺の住所を抜き取ったのかもしれないという事で、個人情報の私的流用の件で訴そ追ついされる可能性が出てきた。

　他人ひと事ごとながら、ぼろぼろだな、と呆れる。

　結局俺は会社から有給休きゆう暇かの使用許可を貰った。気分はまだ悪かったが、入院するほどではないと思っていたものの、鈴本の強固な勧すすめでそのまま一晩救命救急に泊とまるはめになった。

　夜も更ふけると、研修医は何か用事を言いつけられていなくなったし、ＥＲには俺の他ほかには病人がいなかったから、看護師も一人消え、二人消えて、しばらくすると俺と鈴本の二人だけになる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「グラーニアって何だ？」

「鎮ちん痛つう剤ざいだ。アメリカでは流通してるけど日本じゃ認にん可かされてない。日本でもネットなら手に入るかもな。勿もち論ろん違い法ほうだが向こうでは普通に使用されてるから、安全な薬ではあるな。酒と一緒に摂せつ取しゆしなければ」

　確かに風邪かぜ薬ぐすりだって酒と一緒に摂取すれば問題がある。もしかして意識を回復しなくても、藤野は構わなかったのではないかと今いま更さらながら怒いかりが芽生える。しかし俺が何もできなかった分、鈴本が怒ってくれたから良しとする。

「颯也が運ばれてきたときは、手が震ふるえた」

　急に真面目まじめな声と眼差しで告げられて、ぎゅうと喉のどが詰まった。近い距きよ離りにいる男の眼鏡を外す。それを合図に、唇が押し付けられた。

「あんなに怖こわいと思ったのは、久しぶりだ」

「先生でも怖いものがあるのか」

「たくさんある」

　ふっと、目の前の顔が笑う。それを見ながら今度は自分から唇を寄せた。

「こんなところ見られたら、あんたまであの研修医に軽けい蔑べつされるな」

　触ふれるだけのキスを終えた後で、そう口にする。

「颯也が手に入るなら誰に何を思われても構わない」

　今までで一番真しん摯しに響ひびいた台詞に、気付けば「俺も」と返しながら消毒薬の匂においがする部屋の中で、ゆっくりと鈴本を抱だきしめた。







「体調の方はどうですか？」

　いつの間にか眠ねむってしまい、朝になると顔見知りの看護師が朝食を用意してくれていた。

「ご迷めい惑わくをおかけしてすみません」

　普段仕事で訪おとずれてる病院に、患かん者じやとしているのは酷ひどく心ここ地ちが悪かった。

　忙しなく動き回る人達の前で、ぼんやり飯を食うのが悪いことの様に思える。

「俺、もう帰っても大丈夫ですか？」

「鈴本先生の許可が出れば大丈夫ですよ。もう少しお待ち下さいね」

　看護師の言葉に「はあ」と頷うなずいたが、鈴本の姿は見えない。

「でも、びっくりされたでしょう？」

「え？」

「鈴本先生、患者さんや業者さんの前だといつも温厚だから」

　まるで、スタッフの前ではそうじゃないような言い方をする。

「鈴本先生は裏ではいつもああなんですか？」

　看護師は曖あい昧まいに微笑ほほえんで「手術中はときどき。救命スタッフや手術室に入る人間は分かってますけど、知らない人間はびっくりしちゃいますよね。私も機械出しで鈴本先生の手術に初めて参加したときは、驚おどろきました。でも、あのワイルドな鈴本先生の方が若い子たちには人気なんですけどね」と口にする。

　それから少し世間話をしながら俺の状態をチェックすると、看護師は離はなれていった。

　このまま待っていても仕方ないので、出された食事に手をつける。救命救急室でも朝食が出るのか、と考えてみれば当たり前の事を意外に感じながら、シンプルな食事を口に運ぶ。

　個人的に今回の一件に警察をからめたくはなかったが、自分の名前を使われた部長が怒り狂くるっていたので、事態は大げさになりそうだ。その場合、せめて藤野に性的な目を向けられていたという事だけは露ろ見けんさせたくない。会社で奇き異いの目を向けられるのは御ご免めんだ。

「あ、鈴本先生」

　研修医の言葉に顔を上げると、シャツの上に白衣を羽織った鈴本が近づいてくる。

　鈴本は枕まくら元もとにあった看護記録をチェックしながら「気分は如何いかがですか？」と尋たずねてくる。

「大丈夫です」

　一応、他の人間に聞かれても平気なように、敬語で返した。

「頭痛や目め眩まいはありませんか？」

「特には」

「そうですか。でもしばらくは経過観察させていただきます」

「入院ってことですか？」

　確かに昏こん倒とうなんて初めてだったが、原因の薬の影えい響きようはすでにない。もしかして他に疾患でも見つかったのだろうかと、鈴本の顔に視線を走らせる。

「今日の夜には帰れるので、それまで僕の家のベッドで安静にしていてください」

　にこりと微笑んだ鈴本が、周囲に見えないように俺の手に部屋の鍵かぎを握にぎらせる。

「あいかわらず噓うそ臭くさい笑え顔がおですね」

「かわいくないことを言っていると、後で泣かせるぞ」

　笑顔で不吉なことを言う鈴本に、顔が引きつる。やけに楽しそうな鈴本は「後で時間を作って家まで送るから、もう少しじっとしていろ」と口にして、部屋を出ていった。

　その背中を見送った後で、部長にもう一度電話を入れるために通話が許可されている屋上まで足を伸ばすことにした。

　スリッパを履はいてエレベーターに乗る。

　今日は病院にいるのがもったいないほどの晴天だった。部長に体調がずいぶん回復したので明日は出社できると話すと、同情されて「とりあえず明日も休みなさい。アポがあるなら俺が代わりに行って事情を話しておくから」と言われる。今までなら丁てい寧ねいに断っただろうが、今回はその言葉に甘えることにした。

　通話を終えて戻もどろうとすると、検査着にカーディガンを羽織った姿の患者が屋上にやってきた。鈴本の後こう輩はいの女医だった。彼女も携けい帯たいをかけに来たようだ。

「あの」

　声を掛けると、戸と惑まどったように「何か？」と言われる。

「あの、失礼ですがシアトルの病院に勤めてらっしゃる先生ですよね？」

「今はただの入院患者ですけどね。でもどうして知ってるの？」

「先日の学会で……」

　そういうと合が点てんしたとばかりに頷く。それから俺の顔をまじまじと見て「もしかして志帆と話していた人？」と尋ねられた。

「はい。その不ぶ躾しつけかと思いますが、どうしてシアトルではなくこちらに入院なさってるか伺ってもよろしいですか？」

　俺の質問に彼女は「あは、ほんとに不躾だわ」と笑った。

　気分を害しただろうかと不安になったが、言葉で言ったほど気にした様子はなく「自分の患者に囲まれながらの入院生活って煩わずらわしそうじゃない？　しかも検査する相手が同どう僚りようって、最悪よ？　それに向こうの心臓外げ科か医いのエースは私の恋こい人びとなの。恋人の手術なんて、私だって手が震えてまともにできないわ」と口にする。

「私の手術ってかなり難しいから万が一失敗したときに、恋人にトラウマを植え付けたくないしね。それに、ここには名医がいるし。理由は以上よ。これから彼に電話するから、悪いけど席を外してくれる？」

「すみませんでした」

　軽く頭を下げる。いくら相手が医者とはいえ、病気に関した立ち入った質問をしてしまった事を後こう悔かいしていると、不意に「志帆はああ見えて凄すごくさびしがり屋だから、構ってあげてね」と言われた。振ふり返った時には、既すでに彼女は携帯を耳に押し当てている。

　鈴本が話したのだろうが、彼女が俺達の事を知っているのは意外だった。

　そのことが存外嬉うれしくて、胸の内側がふわふわと軽くなる。少し寒い風に背中を押されながら建物の中に戻ると、救命救急に戻る途と中ちゆうでさびしがり屋には見えない男と顔を合わせた。

「病院って、患者としてくると窮きゆう屈くつだな」

　思わずそう口にする。本当は訊ききたいことはたくさんある。彼女に俺のことをどう説明したのかとか、何故なぜ彼女がベッドのサイズを知っているのかとか。だけど今は訊かないでいいと思った。好かれている自信があるから、それは後で構わない。

「そうだな、相手が患者だと手を出せないしな」

　からかうように言った鈴本と一いつ緒しよに、光が差し込む廊ろう下かを歩く。鈴本が先を歩くと白衣の色が目に眩まぶしいから横に並んだ。

「そういえば、言うことを一つ聞いてもらう約束だったよな」

「まだ覚えてたのか」

「約束は守って貰もらう。今後、俺の前以外では絶対に酒を飲むな」

「……はい」

　素す直なおに頷くと、鈴本はそんな俺の反応が意外だったのかぱちりと瞬まばたきをしてから、満足そうに微笑んだ。







「っは」

　朝の光がロールスクリーンのカーテンを透すかして、ベッドに落ちる。日差しで温ためられたシーツを思わず握りしめて、背中を反らせると余計に深く咥くわえられて欲よくの籠こもった息を吐はく。

「鈴本」

　開いた足の間に顔を埋うずめられ、恥はずかしさに肌はだが焼ける。

　昨日は病院を出てその足で鈴本の部屋に来た。部屋の掃そう除じをした挙句、冷蔵庫を満たすことに労力を注いだせいで、鈴本が帰ってきた頃ころには疲つかれきっていた。

『寝ねていい』

　先にシャワーを浴びて、風呂ふろから上がるのを待つ間にうとうとしていた俺に向かって、鈴本は医者の顔でそう口にした。その声に促うながされるように眠ってしまい、目が覚めたのは数分前だ。

　起きたら気分は悪くないかと訊かれ、頷いたらキスをされて着ているものを脱ぬがされた。

　止める間もなく体に手を這はわされて、気づけば足を開かされて鈴本の舌がそこに這っている。

「あ、っ……ぁっ、ん」

　敏びん感かんなところを舐なめられて、背中に震ふるえが走った。

「安静じゃなかったのか、よ……」

　まだ半分寝ぼけている頭でそう問いかけると、音を立てて先の方を吸われ、足に力が入る。

「だから俺が奉ほう仕ししてるだろ」

「や、め……っ、ぁ」

　大きな口で吸われると、それだけで達してしまいそうになる。舐められながら奥の方を擽られて、余計に息が上がった。まだ閉じている場所に指を宛われると、そこが呼吸をするようにひくりと動いて、指を押し遣やろうとするのが分かる。

「舐めんの、駄だ目めだ」

　じゅ、と音をたてられた後で、指が中に入ってきた。その動きを追いかけそうになると、先せん端たんの敏感な部分に舌が這う。

「っ、早いから、俺……」

　びくりと動いた膝ひざ頭がしらにも唇くちびるが落ちる。口が離れた事にほっとしたが、指は相変わらず中にあった。膝を曲げると、太ふと腿ももが鈴本の脇わき腹ばらに擦こすれる。鈴本が服を脱ぐのは初めてのとき以来だったから、肌と肌が触ふれ合うのが新しん鮮せんな気がした。

「は、……っ」

　胸の先を嚙かまれて思わず目の前の男の肩かたに爪つめを立てた。

　かすかな痛みが快感に代わり、体の中に入っている指が焦じれたように乱暴になる度たびに、息が上がる。こんな風じゃなかった、とまだほんの少しだけ葛かつ藤とうはある。

　抱だかれる自分を気味悪く感じる気持ちも、僅わずかに残っている。だけど、それでも目の前の男が欲しいと思う気持ちは確かだった。鈴本を前にして、抱くより抱かれたいと初めて明確に感じる。そんな自分をおかしいと思いながらも、手を伸のばして抱きよせる。

「颯也」

　鈴本がそんな風にいとおしそうに俺の名前を呼ぶなら、それがずっと続くなら構わない。主導権ぐらい、譲ゆずってもいい。

「早く」

　耳に齧かじり付いて催さい促そくすると、余よ裕ゆうのない手つきで俺の腰こしを摑つかんだ男が、それを入れてくる。心が抱かれ慣れていないように、体だってそうだと思っていたが、受け入れた場所は鈴本のそれにきつく絡からみつく。まだたった三回目なのに、ずっとそれを待ち焦こがれていたみたいに、体の奥がうねるように波打つ。

「っ、ん」

　自分の意志では力を抜ぬく事ができない、過か剰じように力が入ってしまう。拒こばむというよりは、離はなさないというような動きだった。挿入されただけで、達してしまいそうになる。

「あ……っ」

　想おもいを代弁するような、体の反応が恥ずかしくて全身が赤くなる。

　驚おどろいた表情をした鈴本の顔が視界に入り、視線を避さけるように顔を腕うでで隠かくした。

「我が慢まんしないでいい」

　耳にキスされながら、舐められていたせいで濡ぬれている陰いん茎けいを扱しごかれた。繫つながったままそんな風にされて、本当に達してしまいそうになる。それでも首を振って耐たえた。

「俺ばっかり、先にいくのは嫌いやだ」

　鈴本は少し笑うと「じゃあ、一緒に」と口にした。俺に合わせるようにゆっくりと腰を使われて、それが先ほどの快感よりもずっと辛つらいと知る。

　激しくない動きで形を覚えこませるように抉えぐられて、じわじわと体の中から熱に炙あぶられた。

　我が慢まん強づよいほうなのに、もう無理だ、と何度も思いながら抱だきしめた背中に爪を立てた。

　背中の筋肉は硬かたく引き締しまっていて、手の下骨が動くのを感じる度にぞくぞくする。

「まだ……？」

　強請ねだるような甘い声で尋たずねると、鈴本は「早く終わって欲しいなら、何かやらしい事を言え」と楽しそうに命令してきた。組み敷しかれてるだけで、自分のプライドと折り合いをつけるのが大変なのに、そんな事できるわけがないと睨にらみ付ける。　>>>♥

「ああ、その顔は好きだな」

　余裕ぶった台詞せりふに苛いら立だった。俺がどんな状態か知っているくせに、ゆっくりと何度も突つき上げてくる。奥の方を抉られる度に太い部分が良いところにこすれて、さざ波のような電流がじんと腹の底に広がっていく。激しくされない分逃にげ場がなくて、どこが良いのか教え込ませるような動きに、気持ちが昂たかぶる。腹の上には先走りがこぼれて、もう限界だってことはとっくに鈴本にだってわかっているはずだ。

「先生」

　余裕のない声で呼ぶと、胸の先を抓つねられた。一番初めのときとは違ちがい、それが誤ご魔ま化かしようの無いほど快感に変わっていて、思わず唾だ液えきごと息を飲み込む。

「ふ……、あ」

「自分の中が震えてるのわかるか？」

「あ、んたが……、さっさといかないから」

　恨うらみ言ごとのように口にする。いきたいのにいけなくて、体が震える。快感が許容量いっぱいになって、目まで潤うるんで来た。

　いやらしいことって、なんだよ、とぼんやりする頭で考える。自分が今までどんな台詞を相手に言わせてきたか思い出したが、とてもじゃないが口にできるようなものはなかった。あんなことを言うぐらいなら、舌を嚙んで死ぬ。

「颯也」

　促すように名前を呼ばれたが黙だまっていた。すると鈴本は俺をきつく抱きしめて、先さき程ほどまでの穏おだやかなかかわり方が噓うそのように、激しく中を抉ってくる。

「だめ、だって、俺」

　抗こう議ぎの言葉も訊いてもらえずに腰を使われて、ずっと抜かれそうになったときにとうとう達してしまう。我慢させられたそれが、濃こい精液を吐き出すと、腹が勝手に上下に動いた。

「あ、なんで……」

　嫌だと言ったのに、と視線を向けると鈴本はつながったままのそれをまた動かし始める。達したばかりで辛い体が、強すぎる刺し激げきにまた震える。

「先生、俺、まだ無理……っ」

「勝手にいくからだろ」

「だって、そっちが……おそ、いから」

　抗議する間も敏感な内側を何度も擦こすられて、息を飲み込む。このままずっと奥の方を突かれたらおかしくなりそうだ。見上げると視線に気づいた鈴本が俺の唇を舌でなめた。

　言え、というような仕草だ。

　最悪だと思いながらも、言う通りにしないといってくれないような相手の耳に唇を寄せる。

「志帆、好き……だ」

　ある意味、どんな卑ひ猥わいな言葉よりも俺にとって恥ずかしい台詞に、鈴本は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったようだったが、すぐに俺の耳に唇を寄せて「もう一回」と口にした。

　そのもう一回が、何度も続いて、結局体を貫つらぬかれながら泣きごとのように「好き」と繰くり返す羽目になった。だけど言うとおりにしても、なかなか終わって貰もらえない。

「も、う、先生、いって」

　泣きそうになりながら口にすると、ようやく鈴本が内側で達する。その時には俺ももう二回目が終わっていて、どろどろになった腹の上が気持ち悪かった。

　鈴本が自分の陰茎を引き抜くと、白はく濁だくした精液が一いつ緒しよに溢あふれ出てくる。たくさん出されたせいで、抜かれた後もまだ入っているみたいだった。

　だけど漸ようやく終わったと安あん堵どした途と端たん、今度はうつぶせにベッドに寝ねかされる。

「っ、先生……っ」

「全然足りない。一晩中、どんなふうに抱こうか考えてた。だから付き合え」

　項うなじに軽く嚙みつかれて、びくりと肩が震ふるえる。

「あんた、夜勤の後で日勤までこなしたのに、ねてないの、かよ」

　そんな風に無理に起きてるから、床ゆかの上で寝る羽目になるんだ、と背後の男を振ふり返る。

「寝ね顔がお見てた。自分の物だって思ったら、目をつぶるのが勿もつ体たいなかったからな」

　付き合う前は甘い事なんて言わなかった鈴本の台詞に、思わず言葉を失う。

　黙っていると、それを了りよう承しようと取ったのかシーツと体の隙すき間まに手が入り込んでくる。

「おい、ちょっ……んん」

　まだふつりと尖とがっている乳ち首くびを引っ張られて、体が跳はねた。それを押さえ込むように背中に鈴本の体がのしかかってくる。俺よりも体温の高い肌はだは、冬の朝に触れ合うには心ここ地ちよすぎる。

「後で、何でもいう事聞いてやるからさせろ」

　こんな時でも偉えらそうだ、と思いながら肩かた越ごしに睨み付けるけれど、鈴本の顔が思っていたよりもずっと幸せそうに溶とけていて、結局は何も言えなくなる。

「本当になんでもいいのか？」

「いい。その代わり、全部させろよ？」

　歪ゆがんだ唇の形が殊こと更さらいやらしくて、何をされるのか想像もつかないのに背中がぞくぞくした。

　だけどどうせ、拒きよ否ひ権はない。今いま更さら、拒きよ絶ぜつしようとも思わなかった。

　二度目にこの男に恋こいに落ちた瞬しゆん間かんから、こうなることが決まっていた気がした。

　だけど最後に少し慌あわてさせたくなる。

「俺が抱かせろって言ったら、どうするんだよ？」

「もし颯也が本当に望むなら仕方ないから我慢してやる」

　鈴本は動じる気配もなくそう言うと、先程まで受け入れていた場所に挿そう入にゆうしてくる。

「っ……、ふ、ぁ」

　後ろから入れられると、前からされるときとは違う場所に当たる。良いところを的確に当てられて、すぐにまた熱が上がった。泥なずんだ穴の中を突かれる度たびに、残っている鈴本の精液が卑猥な音を立てる。

「だけど全部終わったあとは、お前の望みは変わってるだろうな」

　掠かすれた声で鈴本が笑う。悔くやしいから、本当に「抱かせろ」と要求してみようかと考えたけれど、揺さ振られると思考はばらばらに弾はじけてしまう。

「颯也」

　いとしそうに名前を呼ばれるだけで、充じゆう分ぶんだと思えてしまうから不思議だ。繫がりながら、ばらばらになった思考を繫いで解いてを繰り返して、ようやく本当の望みを見付ける。

「俺をここまで変えたんだから、一生責任、とれ……よ」

　何度目かの精を吐はき出しながら、いつのまにか正面から抱き合っていた鈴本にそう伝える。

「それが望みなのか？　言われなくても、そうするつもりだ」

　じゃあ願い事を一つ損したな、と熱に浮うかされた頭で考えたが少しも嫌な気分じゃなかった。

　首に腕を回して、鈴本の顔を覗き込む。知り合ってから短い間で、随ずい分ぶんたくさんの表情を見た気がする。好きよりも重い言葉を告げたら、また新しい顔が見られるだろうかと、その耳元に唇を寄せてそっと囁ささやく。

　赤くなった顔があまりにも可愛かわいかったから、いつか絶対に抱いてやろうと密ひそかに誓ちかった。







　あとがき




　こんにちは、成宮ゆりです。

　本日は拙せつ作さくを御お手にとって頂き、ありがとうございます。




　イラストを担当して下さった夏珂先生、お忙いそがしい中、色々とご迷めい惑わくをお掛かけしてしまったのに素す晴ばらしい挿さし絵えを描えがいて頂き、とても感謝しております。二重人格かつ摑つかみ所どころのない鈴本に、魅み力りよく的なビジュアルを付けて下さって嬉うれしいです。この外見なら中身に問題があっても許せる気がします。そしてそんな素敵な外見にまんまと騙だまされた瀬野も、男性的で素敵です。この容姿なら情事に不手際があっても目を瞑つぶれる気がします。ラフの時点で既すでにかなりクオリティが高いので、本として手元に届くのが楽しみです。この度たびは本当にありがとうございました。




　さて今作はサディスト系男子の話です。内容的には全くハードなことをしておらず、サディストと言ってしまうと表記に偽いつわり有りとなってしまうので、あくまでサディスト系です。

　メロン果か汁じゆうが使われてないのに、メロンパンと呼ばれている菓か子しパンを食すのと同じスタンスで読んで頂けたら有あり難がたいです。

　自分のことをサディストだと勘かん違ちがいしている主人公が、最初から最後までやられっぱなしなのですが、そのあたりを楽しんで頂けたら幸いです。本人はリベンジを誓ちかっておりますが、作者の見解としては、そんな日は永遠に来ないような気がしています。




　そんな気の毒な主人公の話題はさておき担当様、いつもキャッチーなタイトルや帯をありがとうございます。あらすじ最後の「すれ違いラブ」「下げ克こく上じようラブ」などの○○ラブは毎回何が来るのか、本が手元に届いたときに確かく認にんするのが密ひそかな楽しみです。

　もし本作が何ラブにも当てはまらず、あらすじに何も書いていなかったら、「成宮って本当に間が悪いな」と思って頂けたらアレです。




　最後になりましたが、読者の皆みな様さま。あとがきまで読んで頂けて嬉しいです。

〝サディスト〟という単語にハードな内容を期待されていたら、本当に申し訳ありません。

「主人公にはサディストの片へん鱗りんもない！　むしろ鈴本の方がサディスト系じゃないか！」という御ご意見や、「メロンパンは果汁は入ってないけど、見た目がマスクメロンなんだ！　一いつ緒しよにするな！」というメロンパン愛好者の皆様からの苦情も甘んじて受け止める所存です。

　いつもお手紙ありがとうございます。心の癒ゆ合ごう剤ざいです。

　それではまた皆様にお会いできることを祈いのって。




　　平成二十四年十一月


成宮　ゆり　　
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